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1‘岱

と

の

間

の

協

定

の

擬

問

擬

答

硫

球

話

島

及

び

大

東

詫

乙
禾

島

忙

詞

す

る

日

本

国

と

ア

昭

和

四

十

六

年

十

月

十

八

日

（
第
五
条
）

約

メ

リ

カ

合

衆

国

局 9、



問
五

1
6

協

定

第

五

菩

良

の

風

俗

項

及

び

第

二

項

の

起

旨

は

ど

う

か

。

な

ぜ

米

国

民

政

府

裁

判

所

の

民

事

事

件

を

引

き

笙

ぐ

の

問

五

ー

0
第

五

条

問

五

ー

筋

定

第

五

条

第

2

記
政
泡
、
領
土
菩
転
等
の
翠
の
裁
判
引
蘊
ぎ
匹
．
一
因
す
る
国
際
法

上

の

原

則

は

ど

う

な

っ

て

い

る

か

。

民

事

裁

判

及

び

刑

事

裁

判

の

場

合

に

つ

宕

そ

れ

ぞ

れ

例

を

あ

げ

よ

0

••••• 

,
 
．．
 
9
 

•. 

,
 
.. 
9
9
1
9
9
,
9
,
．, ．． 
9
.
,
 .. 1
9
9
9
 ... ‘
.
,
9
 .... ,
 ．．． 

,
 

•••••• 

3

2

項

及

び

3

項

で

い

う

「

裁

判

権

を

引

き

紀

ぐ

」

と

は

い

か

な

る

意

味

か

。

梱

定

第

一

条

1

項

の

「

司

法

上

の

す

べ

て

の

権

力

を

行

使

す

る

た

め

の

完

全

な

櫂

能

及

び

責

任

を

引

き

受

け

る

」

と

の

関
係
い
か
ん
。

．．． 
，i
i
.

＇
•
9
9
1・
1
•
9.
.
.
.
.
 i
,
 ．．．．．．． 
1
9
.
,
i
,
＇
1
1

・1
•
9
,
•
•
9
9
9

•... 

，＇
i
.
,

＇・・:;, 
．．
 

,
 
．．
 
,
 
．．．． ,•9.1 

.... ；
•
9
9
9
1
・
・
・

問

五

ー

4

問

五

ー

5

条

l
―

項

の

民

事

の

最

終

的

裁

判

が

「

公

の

秩

序

又

は

」

に

反

す

る

場

合

と

は

い

か

な

る

場

合

か

0

....
,
；：＇
1
・・
1

,
.

.
 ,
 
.
.

.
 
，.,．
 

問

五

ー

1

沖

冦

の

裁

判

所

制

庶

に

目

次

つ
い
て
述
ペ

よ
0

力:

゜

/5 /~!.. II /0 ぐJ ／
 
頁
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問

五

ー
・10

問
五

1
1
1

問

五

ー

立

米

国

民

政

府

裁

判

所

の

民

事

確

定

判

決

匹

つ

い

て

は

、

異

民

族

忙

よ

る

裁

判

で

あ

っ

た

こ

と

及

び

公

用

語

が

英

語

で

あ

っ

た

こ

と

に

か

ん

が

み

、

す

べ

て

の

事

案

匠

つ

き

再

審

を

詑

め

る

ぺ

き

で

は

な

い

か

o

（
日
弁
連
の
要
求
）

．．
．
 
，．，
i

，11
1
,

＇・1,
i
.. 

，1
,
 ．．
 
I
I
I
I
 ..
 
,
l
1

・1
1
1
,
i
l

・・11
,

．

問
五
ー
，

問

五

ー

8

沖

員

の

裁

判

所

の

民

亭

袈

判

匠

Z
,
d
T
―
ガ

(

•

•
•

9
,

．．
 

,
;
,
i
,

＇

‘
,
i
,

：

'
1
,
•
9
9
9

、
.
,
1
i
,
；
:
I
I
t

・
1

.
9
•
1
1
1
.
,
1

... i

,

 ...
.
 
9, ．．
 
i
,
 ...
..
 ＇，'
●●99
,
;
；
‘
 •...
.
.....
.
... ,••1, 

.•.

.

..

. 

ー釦§―
『

っ
い
て
は
、

再

審

が

陀

め

ら

れ

笥

蛤

列

島

米

国

土

地

弐

判

所

忙

低

属

中

の

寧

件

は

ど

う

な

•. 

‘
f
r
t
 

~
。

る

カ

問

五

ー

7

格

定

第

五

条

匠

飩

す

る

合

意

懇

事

録

1

項

紅

い

う

「

最

終

的

決

定

」

、

「

畏

終

的

命

令

」

と

は

、

そ

汎

ぞ

孔

い

か

な

る

も

の

か

。

「

岐

終

的

裁

判

」

と

い

か

な

る

違

い

が

あ

る

か

。

奄

美

返

翌

整

定

第

五

条

に

は

単

匠

「

最

終

的

ふ

芦

判

」

と

あ

り

、

「

没

終

的

決

定

」

又

は

「

殻

終

的

命

令

」

匠

つ

い

て

は

な

ん

ら

蝕

れ

て

い

な

い

が

ど

99
・‘
 

。

ぅ
カ格

定

第

五

条

第

二

項

の

「

餌

訟

当

事

者

の

実

腐

的

な

泡

利

及

び

地

位

を

い

か

な

る

意

味

匹

垢

い

｀

て

も

害

す

る

こ

と

な

く

」

と

は

何

-゚9
 
..

.

.

.
 

,
1
 .. 

,

．1 
.
.
.
.
 

力

米
戸
民
政
府
裁
判
所
匠
係
娯
し
た
民
謬
二
學
件
は
ど
の
く
ら
い
あ
―

る
の
か
。
ま
た
、
現
匠
ど
の
く
ら
い
の
民
事
・
一
華
件
が
係
属
し
て
い

Z
,
d
.
9
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•199
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-2 

閉
五
ー
丑3

問

五

ー

17

問
五
ー

16

閂

五

ー

13

-
.
~
―
鴫
●

:
ょ~

ー・J

硫

愁

政

府

裁

判

所

の

民

第

の

確

定

判

、

沃

に

つ

い

て

、

上

告

理

由

が
あ
る
楊
合
、
や
主
法
に
陪
ら
し
著
し
く
正
学
翠
匹
反
す
る
楊
合
、
公

序

良

俗

匠

反

す

る

翌

蒻

合

に

は

、

再

番

を

認

め

る

べ

含

で

は

な

い

か

。

（
日
弁
逹
の
要
求
）

．．．
 

j／

1
*9
 
...
...
 I’,

．，1
,
 ..
.
 
1
1
,
 ... 

，；1
;

．,1
,
1
.

，.I’
,
 ．．
 
9,

！,., ．．．
 i:;

:'
•1.,

; 
••• 
,
1
1
,

；
．i.
 

閉

五

ー

14

沖
翌
で
は
、
箪
人
、
軍
一
嘩
二
寺
匹
よ
る
沖
綺
住
民
に
対
す
る
不
法

・

行

為

に

挺

し

て

損

苔

賠

債

の

裁

判

を

起

こ

す

祖

利

が

な

く

、

外

国

人

鰐

求

法

紅

よ

る

玲

｛

糾

的

な

示

談

に

よ

る

鰐

決

の

途

し

か

な

か

つ

た
が
ど
う
か
。
（
四
六
。
五
．
0

、
十
五
、
忍
外
沖
迄
、
松
本
艮
員
）

右

の

ご

と

き

不

法

行

為

に

つ

き

裁

判

を

忌

し

う

る

褐

合

が

あ

る

と

す

九

ば

ど

の

よ

う

な

楊

合

か

o

,

＇
••• 
9
9,99
,
 
..
 ,＇1
.,
;
.
1
,

＇1.,.
，
 

••• 
999.

，91
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i
,

．,
 
．
．
 
，1.i
;

 ....
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問

五

ー

15

沖

げ

の

刑

写

裁

判

を

原

則

と

し

て

引

き

蓋

ぐ

こ

と

と

し

た

珪

由

/
'
り
公
ヽ
(

:•••.• 

1
,
 ．．
 

,199
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19
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 ..
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.

.
 .
 

奄

美

群

島

返

還

の

と

き

と

同

じ

ょ

う

な

や

り

直

し

方

式

を

な

ぜ

•9 

.

.
 

,、

と

ら

な

か

っ

た

か

。

米
固
占
領
下
の
刑
事
裁
判
を
引
き
，
戸
ぐ

C
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.... ，;．,．
9, 
.. ,•99 

..

.. 

，
 

•• 
,＇ •• 
,
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1
,
9
,
!
1
9
 ... 
,;,
1
.,•9 

.... 
,
1•9 

..
 

力

こ

と

は

不

当

で

は

な

い

•9•I_‘, 

．．
 ,1•
-
＇

•

•

•

1

・

1

..

.

...

.
 
9. 

米

田

が

沖

綺

に

芸

い

て

行

使

し

て

い

る

司

法

潅

は

、

い

わ

ゆ

る

大

統
領
行
政
命
令
匠
茎
‘
、
つ
く
も
の
で
あ
り
、
本
質
的
匹
は
行
政
程
で

与
t

r

う

c

.，••• 
1
 ...
.
.
 ,
 
.. :
1
.
,
:
l
l
l
1
,
•
1
.
l
i
l
1
.
i
.
,
1
1
1
.
,
1
1

,

I
l
•
1
,

；
・

1

・

1
,
•
1

.

.
 ，1
1
,
 ．．
 

•̀1.,

'91.1,i 

..

.

.

...
 .
 

3.2 3/ 30 ?O ... -I 21/- 23 

―--ll!l!IJII”"＂』.. 



問

五

ー

24

復

帰

前

の

沖

籍

の

裁

判

所

が

し

た

裁

判

の

刑

の

執

行

を

引

ぎ

継

ぐ

こ

と

は

、

男

．
i

法

第

三

十

二

条

に

違

反

す

る

の

で

は

な

い

か

。

問

五

ー

問

五

ー

問

五

ー

22

問

五

ー

21

、
、

「

引

き

続

き

裁

判

及

び

誤

行

を

す

る

。

」

（

J
.?
.
p
n
n
:
o
o
.
w
i
]
＇
1
:
。

．．． 

）
と
あ
る
の
匹
、

3

項
で
は
、

き
竺
い
き
手
竺
を
行
な
い
又
は
開
始
．
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

(
J
 a
 pa
 n
 ...... 
m,,.
 
y
 .....•...... 

)

と

な

っ

て

い

る

理

由

い

か

ん）

0

．i.•. ,•91 
•• 
＇‘
,＇
・,.：1
:
；，
＇：‘ ••• 
i
,.
，
 
．．
 
＇1,
＇ 

••• 
，i
,
 
．．
．．
 
,＇111 ••••• 
，
 ．
． 

I.,9,
 

•••••• 
I•9 ••• 

,．
,
 

•••• 
,
 

•
•
•••••
••••• 

20

栴

定

第

五

条

鍔

三

項

の

「

枝

告

人

又

は

枝

疑

者

の

実

質

的

な

塩

利

を

い

か

な

る

意

踪

匹

茶

い

て

も

害

す

る

こ

と

な

く

」

と

は

い

か

•9 ••• 
,
 ．．．
 
1
 

••• 
,
i
.

，
 

••••• 
,
 
．
．．．
 

,',91
,9,Il,
．, ．．．．
 
'
・

1

な

る

意

味

か

。

｀

閏

五

ー

19

「

同

日

前

に

手

想

が

詞

始

さ

汎

て

い

た

と

し

た

な

て

い

た

で

あ

ろ

う

刑

謬

二

學

件

」

と

は

、

具

体

的

匹

い

C
 

•• 

9
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,
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力

刑

事

に

つ

い

る

と

い

う

趣

旨

2
 項
で
は
、

て

は

、

民

亭

の
文
―
-
―
―
[
]
が
な

ー

__
 

1
'
uゴ

l
'

いと
の異

はな

‘り
ヽ

23

外

匝

渋

令

で

あ

る

沖

霞

の

刑

罰

法

令

を

涵

用

し

て

と

は

、

窓

法

第

三

一

条

達

反

で

は

な

い

か

。

ま

た

、

あ

る

沖

認

の

刑

事

手

鍔

法

令

等

忙

よ

り

な

さ

れ

た

訴

の

欺

行

を

引

．

き

結

ぐ

こ

と

も

同

様

と

考

え

る

が

ど

う

な
迂ヨ・;：:
しィ：・•94 

4 こ・吋“込 i14

°の

ら

ば

係

累

し

か

な

る

窓

件

.

.

.

.
 1
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.
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効
力
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処

罰

す

る

こ

外

図

法

令

で

訟

手

笠

や

刑
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問
五
—

3
1

民
政
府
の
裁
判
所
が
し
た
裁
判
の
効
果
を
認

当

で

は

な

い

か

。

め

る

こ

と

は

不

問

五

ー
-30

わ

が

国

は

復

帰

前

と

い

え

ど

も

沖

霞

に

潜

在

主

溢

を

有

し

て

い

た

の

で

あ

る

か

ら

、

区

外

犯

の

規

定

に

限

ら

ず

わ

が

国

の

刑

罰

法

令

は

沖

空

に

適

芦

さ

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

（

最

高

裁
小
法
廷
判
例
）

問

五

ー

29

問

五

ー

28

惣

法

違

反

の

沖

翌

の

刑

事

騎

係

法

令

を

茫

用

し

て

沖

襄

の

裁

判

所

が

行

な

っ

た

手

縄

．

や

蒙

判

の

取

整

い

い

か

ん

。

問

五

ー
fGI

布

告

c

は
な
い
。

芍

令

紅

定

め

る

罰

則

規

定

を

）

口

用

す

る

の

は

不

当

で

同

五

ー

26

問

五

ー

25

式
漏`
•
4

J
i,

J

T
,t
•9 
•. 

tt ..
 
t
I
i
.
t
i
t
 

本

土

渋

令

で

は

処

罰

さ

れ

な

い

処

罰

さ

れ

る

復

帰

前

の

行

為

匹

つ

令

尻

よ

り

処

罰

す

る

こ

と

は

不

当

よ

り

重

い

刑

罰

を

定

め

た

も

の

に

ど
う
か
。

復

帰

前

国

外

犯

と

の

行

為

に

つ

い

し

て

処

罰

す

る

て
、
こ
と

`
.9,
 
..
 
tP.P.

、3-―"
9

.

3
 

も

の

で

、

布

告

布

令

で

は

い

て

、

後

帰

後

右

布

告

。

布

で

は

な

い

か

。

本

土

法

令

つ

い

て

も

同

襟

と

考

え

る

が

が本

で土

の

刑

罰

法

令

き

る

か
9

を

適

用

し

て

布

告

及

び

布

令

匹

定

め

る

刑

罰

規

定

の

取

投

い

い

か

ん

。

~． 

と

゜
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問
五
ー
36

問
五
ー

35
に！：て政法よ

補つ府がる復

償い裁適裁帰

をて判用判前

要は所さのの

求‘のれ結薙

す日判る果定

ベ本決こ無判

き偲1してと罪決
でがよにと等

は補りなな匠

な償服るつつ

いす役とたき

のるし承者復

か理て知等焙

°由いしに悛

はたてつ再

な者いい審

い等るて‘

の匠がも非

で係‘刑常

‘る特亭上

米補に補告

側僕民憤に

結て

ぎは復
の ‘i届

/ I j~ 

ュ、――→
対退巨J
ギ・‘写
季苺こに

-r,-1．力でた
L t.：力、i嘩

• I叶¢-~,:i::刃三欠三

な第し

い五た

と条刑

考は襄

えな裁

る匠判

がもで

どふ執

うれ行

かてず

°いみ

なの

いも

のの

でに

‘つ

引い

る特再

とに客復

考民の帰
今窃氏辛前
へ l.',:;ヘ• I :J 

る府例旦
がのな定

ど裁いし
う判した

か所再刑

°の表事

最判裁

終の判

裁道の

判を再

に設審

つけ等

いるの

てべ敦

そき済

のです酋

必は置

要ない

がいか

あかん
0 0 

i
 
.•• 

1
,
 ... 

,；
,
1
:
'
9
,
；
 ．．．
 

,••

I.,

'̀
. 

.
 
.. ，
9
1
1
・ヽ

ーヽ，＇

問

五

I 
34 

かこ刑す

どの麺べ沖

うよ裁き霞

かう判での

°にには差

しつな判

ていい所

もてかが

‘は°し

遮‘特た

選そに刑

橙ぅ‘寧

｀ 定す米裁

違べ曰判

反き民を

にで政や

なは府り

らなの直

ない裁し

いか判又

と°所は

考まが再

えたし裁

る．‘た判

問
五
ー
33

問

五

I 
32 

が

‘沖

こ窟

れの

を裁

そ判

のは

ま本

ま土

執に

行比
すべ

る一

の殻

はに

不露

当い

でと

はい

なわ

いれ

かて

°い

る

t← 

る2 60 5名 ;_-/ 
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問

五

ー

37

復

帰

前

の

沖

穏

に

お

け

る

米

軍

の

宣

法

会

粕

を

ど

う

取

り

扱

う
り

(
:
'

.,

9
9
•
9
1

.

,

；
ヽ
・

1
1

... 
1
,

、I.9.
、．．
． 
,
 

•• 
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・1..
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1
1

・・99
9
.

；；・
1
,

．,9
,
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..
 ‘,；
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:
1
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1
,

．,9
1
,
:
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.
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問

五

ー

38

問

五

ー

39

米

箪

人

匹

つ

き

筏

帰

前

の

犯

罪

尻

つ

い

て

米

臼

が

刑

享

弦

判

塩

を

日

本

曰

内

で

行

竺

す

る

こ

と

と

し

、

ま

た

、

逆

に

、

そ

の

よ
う
な

・〖
争
件
に
つ
い
て
日
本
浸
が
刑
喜
裁
判
権
を
行
使
し
な
い

こ

と

と

す

る

の

は

新

た

な

立

法

哀

項

で

あ

り

、

か

か

る

碩

項

が

協

定

本

文

で

処

浬

さ

れ

ず

合

意

五

い

事

録

で

処

理

さ

れ

た

の

は

お

か

し

い

の

で

は

な

い

か

o
••• 

，
 

•• 
1
1
,

．,
 
．．．．
 
，．9
 ...
..
 ，1
1
1
,

．J9
9
 .. 1,

'•91, 

.. Ii.1•999 

.
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 ..
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．．
 
，
＇ 

地

位

捻

定

第

十

七

条

12

項

は

、

「

こ

の

条

の

規

定

は

、

こ

の

拐

定

の

党

力

発

生

前

陀

犯

し

た

い

か

な

る

罪

忙

も

返

同

し

な

い

。

そ

れ

ら

の

醒

件

に

対

し

て

は

、

ヽ

、

、

、

行

政

協

定

銹

十

七

条

の

当

該

時

忙

存

在

し

た

規

定

を

達

用

す

る

。

」

旨

規

定

し

て

い

る
が
、
こ
の
規
定
の
忍
旨
い
か
ん
。
返
還
召
定
で
は
軍
法
会
＝
―
―
―
―

i-

に
認
す
る
経
過
規
定
は
、
合
惹
＿
＿
註
亭
録
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い

る

の

に

地

位

協

定

第

十

七

条

12
項

が

協

定

本

文

の

中

に

あ

る

理

由

い

か

ん

。

返

還

協

定

で

も

本

文

に

入

れ

る

べ

き

だ

っ

た

の

で

j
ヤ
6
r

う
(
;
,
．
，
．．．．
．
 

，
＇
’
,
：

-9
9

.

1

・
1
1

・

・
・
・

1
.

，
•

9
,
9
9
9
,
9
9
9
,

．
I
I
•
I
l
)

．
，
•
9
9
,

．
i
,
'

；
.
、

1
)

＇
，

'
1
.

，

1
9
,

.. 
1
,
 ..
 
1
.
I
,
 ．．．
 
，
 

•• 
，;,
．
 

問

五

ー

的

地

位

杞

定

第

十

七

条

12
項

で

は

、

こ

の

拐

定

発

効

前

の

犯

罪

に

つ

い

て

は

行

政

拐

定

に

よ

る

こ

と

と

な

っ

て

い

る

の

に

、

返

還

巴

定

第

五

条

の

合

意

訊

事

録

で

は

、

復

滞

前

の

窓

人

の

犯

罪

に

つ

い

て

も

地

位

岱

定

第

十

七

条

の

開

係

規

定

に

よ

る

こ

と

と

な
っ
て
い
る
の
よ
矛
｀
，
．
し
て
い
る
の
で
は
．
4

い

・ハ
0

••••••• 

-
・--.

•
11•9

91,'11

. 
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問

五

ー

46

民

政

府

は

、

一

九

五

0
年

―

二

月

一

五

日

の

布

告

一

号

で

設

立

さ

れ

て

い

る

の

忙

、

な

ぜ

民

致

府

の

裁

判

所

は

一

九

百

五

年

四
月
一

0
日

以

降

の

も

の

に

限

定

さ

れ

て

い

る

の

か

°

硫

球

政

府

の

段

判

所

と

同

様

に

平

和

条

約

発

効

の

日

以

降

の

民

政

府

の

裁

判

所

と

し

な

い

理

由

い

か

ん

。

問

五

ー

廷

笠

辣

政

府

の

裁

判

所

は

な

ぜ

平

和

条

約

発

効

日

以

降

の

裁

判

所

に

限

定

さ

れ

る

の

か

。

ー

:

|

-

し

問

五

ー

問

五

ー

問

五

ー

紅

合

意

認

竺

挙

鉛

3

項

第

一

文

の

地

位

為

定

第

十

七

条

の

「

関

係

規

定

匹

従

い

」

と

は

い

か

な

る

意

味

か

。

「

訂

係

規

定

」

と

し

て

は

い

か

な

る

も

の

が

あ

る

か

o

・

1

.. 
9
9
 .. 
I
 ..
 1

1

1

,

＇9.
i
,
,
1
9
 .. '
,
 

．．
 

,.,
;•999 

.

.
 ，
 
．．
 
9
9
,
 ．．．
．

．．．
．．．

．．

．
 

42

復
帰
前
の
第
人
の
犯
罪
匹
つ
い
て
一
・
年
法
会
諒
が
引
苔
廷
い
き
裁

判

す

る

と

し

た

号

：
合
い
わ
ゆ
る
宜
＇
法
会
紐
の
オ
プ
ザ
ー
バ
ー
円

度

は

ど

う

な

る

の

か

。

琉

球

政

府

裁

判

所

及

び

米

民

段

府

裁

判

所

匠

（

民

。

刑

と

も

）

の

件

設

を

咽

ら

か

に

せ

よ

0

か
か
る

．苓
件

••••
• ,'
•
I.
, 

．．
． 
'ー・1
99
..
 I
 
•••
•• 
,
1
 ....

.
 ,．
 

L
―
第
五
条
に
・
＿
＿
臼
す
る
合
意
舷
事
銀

2

匠

い

う

「

硫

昧

政

府

の

敗

4-

判

所

及

び

硫

昧

列

島

米

巴

民

政

府

の

裁

判

所

」

と

は

、

具

仁

的

に

い

か

な

る

裁

判

所

を

さ

す

の

か

。

固
五
ー
1
4
3

， 
ヽ

． 
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r
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問
五
ー

問

五

ー

47

復

帰

前

の

行

為

忙

つ

い

て

効

力

を

生

か

す

こ

と

と

す

る

沖

護

の

「

刑

罰

匹

閲

す

る

規

定

」

の

内

容

い

か

ん

。

（

措

鼠

法

第

二

十
五
条

l

項
関
係
）

・
・
・
9
9
.
1
.
：
l

,．'
1ヽ
.,
1
,
9
1
•
9
,
1
1

..

.
 
1
・1
,
．
1
1

:

1
1
;
，
1
1

.
;,
；
，
＇
9
9

9
.
,9
.
`
•9999
99
...
 
,
 ．．．
．．．．．．．
 

問

五

ー

畠

.

h
-

••• 

48

政

令

で

空

帰

浚

効

力

を

謬

め

な

い

こ

と

と

す

る

沖

定

の

「

刑

罰

忙

開

す

る

規

定

」

の

内

容

い

か

ん

。

（

措

髯

法

第

二

十

五

条

1

項
認
俣
）

．
i
：

·
,.
,1
.
1
9
1
•
1.
.
 

‘99

99
99•11,'1:11,‘

,'’,
.; ••• 
,.
1
.,•9

,11,

'
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．．．
 
,
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,9
.,

、1
,

．
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＇, •• 
9999 •..
. 
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五
ー
、
49

復

帰

前

の

行

為

匹

つ

い

て

科

せ

ら

れ

る

沖

就

の

「

刑

罰

に

関

す

る

親

定

」

の

刑

は

、

復

帰

速

い

わ

ゆ

る

前

混

と

な

る

か

。

（

措

置

法

第

二

十

五

条

l

項

騎

保

）

＇

：．．．．． 
，．
，1
 
．．．
 ,
9
,
1
,＇•
9ヽ
9
,
i
.，．

問

五

ー

50

復

帰

涙

の

行

為

紅

つ

い

て

、

沖

紅

の

嗣

則

に

法

律

と

し

て

の

効

力

を

与

え

る

こ

と

と

し

た

理

由

い

か

ん

。

（

措

樹

法

第

二

十

五
条

3

項
関
係
）

．．．
 
i

,

；・・1.
1

・・1
1
,

．ヽ・
・・・11
... ,
 ...... ,
 .... i

,

 
．．．．．．
．．
． 
,
I
I
I
:
1

・1.
.
.. 

，
 

•••• 
99 
... 
1
1

・9,
1
...
 ,
 ．．．．．．．．

．
 
;
 ．．
． 

51

復

帰

前

の

陀

出

及

び

粕

入

、

出

入

国

そ

の

他

の

行

為

匠

対

す

る

罰

則

の

道

用

に

つ

い

て

、

沖

詞

と

本

土

と

の

開

益

は

変

更

が

な

か

っ

た

も

の

と

み

な

す

趣

旨

い

か

ん

。

（

措

汽

法

第

二

十

五

条
5

項
閲
係
）

・
39
,
．
I

.
,
•9
,
..
.
 
,
 .. ,
1
:
;

．，
 

••• ;,':
19!

;:'
99•991

.,.1.I 

..
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 1,
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• 
1
.,
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,
1
,

．；；，
1
1
.i

・1.
，
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,
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問

五

ー

52

沖

縄

の

裁

判

所

の

刑

察

裁

判

指

を

復

帰

涙

わ

が

臼

の

裁

判

所

/
0
 

に

分

配

す

る

匠

あ

た

っ

て

の

共

一

本

的

方

針

い

か

ん

。

（

措

極

法

第
二
十
六
条
詞
係
）
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問

五

ー

53

本

土

の

刑

亭

関

係

法

令

の

規

定

（

刑

罰

匠

卸

す

る

規

定

を

除

vo)
を

復

帰

前

沖

組

に

お

い

て

生

じ

た

亭

項

に

つ

い

て

も

遥

用

す

る

理

由

い

か

ん

。

（

措

監

法

第

二

十

七

条

1

項
関
係
）
＇
・
f
l
.
.
.
 ，；； ••••••• 

、
．

問

五

ー

問

五

ー

5
4
.

、
広
・
土
と
沖
縄
の
刑
写
関
係
法
令
の
規
定
中
、
相
当
規
定
の
あ
る

事

項

は

、

本

土

の

当

該

規

定

に

関

す

る

事

項

と

み

な

し

、

か

つ

、

沖

穏

の

刑

事

関

係

法

令

上

の

効

力

を

本

土

の

刑

導

閲

係

法

令

上

の

相

当

の

効

力

と

み

な

す

起

旨

い

か

ん

。

（

措

置

法

第

二

十

七

条

1

項
関
係
）

，．．．．．． 
9
1
I
I
I
I
,
.
I
I

・1
1
1
1
1
1
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1
1
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,
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1
i
1
,

．,．
I
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9
..
.
 9
 
.
.
...
 9
., 

．．．
 

,
 

•••••• 

55

復

帰

の

藍

民

政

府

の

裁

判

所

に

係

属

中

の

慕

件

の

従

前

の

手

続

の

効

力

及

び

そ

の

復

帰

送

の

手

続

い

か

ん

。

（

措

置

法

第

二

;
.，
 

••••••• 
'：
i
 

.•.. 
,
1
1
1
1
•
1
,
.
i
ー
，
．i
：
、1
1
.
99
1・
1
•
I
l
,；
i
i
l

..
 ‘.9:
1
.,
i
:
'
‘
 .
.
 '
:・,
.
I

.

d

 ,
 

十

八

条

7

、

8

項
関
係
）

問

五

ー

56

沖

繹

の

刑

罰

法

令

に

定

め

る

罪

を

犯

し

た

者

に

対

す

る

恩

赦

妬

つ

い

て

の

政

府

の

所

信

を

明

ら

か

忙

せ

よ

。

（

措

置

法

第

二

,．

,

 

．．
 

，
・

・

1

・
1
1

・

9

,

1
•
1
1
1
,

＇

；

．．
 
l
l
.

，．1
 ... 
，1
1
,
 
.. ,;
,•11 

.. i•99,IIIIl.

,.
,.111

,'
1,

'
11.;.,i 

.•...

.. 

十
九
条
関
係
）

問

五

ー

57

沖

這

復

帰

の

際

、

本

土

の

刑

罰

渋

令

の

罪

を

犯

し

た

も

の

に

対

し

て

便

乗

恩

赦

が

行

な

わ

れ

る

と

い

う

う

わ

さ

を

聞

く

が

、

こ

の

点

匠

つ

い

て

の

政

府

の

所

信

を

問

う

。

（

措

筐

法

第

二

十

九
条
関
係
）

··99
•
9
9
,．1
,．，；
・・1
1
1
1・，・・・1
1
,
9
9
9
1
.

，
．．．
． 
9
9
,
1
1
1

ー1
・・19
9
.... ,1,

'
1
:•
11•119.

,.
,•99 

...
 

t,•99.

, 
．．．．．．．．．
 
,．
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五
ー
6 ー

五
ー
6

五
ー
60

（
参
考
）

u
l
I
|甘
ー

り
11:ltttE且いいい

i
L
hリ

沖

鍔

の

「

刑

罰

に

関

す

る

規

定

」

に

定

め

る

罪

を

犯

し

た

者

に

対

し

て

、

本

土

の

恩

赦

匹

関

す

る

法

令

を

適

用

で

き

る

理

由

い

か

ん

。

（

措

豆

法

第

二

十

九

条

関

係

）

：
＇’・
・・1
1
1

・1
9

・ヽ11
1
.
，

••• 
,
 
．．．
． 
9
.
‘,

．，
． 

（
参
考
）

（
参
考
）

硫

踪

政

府

の

沖

冠

毯

帰

対

策

要

’

い

第

二

次

分

匠

対

す

る

要

聘

魯

（

本

年

三

月

）

中

裁

判

に

問

す

る

郭
分
の
抜
華
・

991
.
..
 
，
．
,
．
1
.
,
1
1
,
.
I
l
1
,．1
1
•I
I
I
I
I
`
•
1
1
,
1
9
’
ー
．1
，1
,、
I
I
I
•
9
,
l
,
:
,
•
1
1
1
.

本

年

五

月

八

日

付

け

日

弁

連

の

「

沖

穏

復

帰

対

策

に

閥

す

る

要

望

書

」

中

裁

判

に

関

す

る

部

分

の

丑
彦
甚
す

．i

．
i

,
、

1
,

．,
1
,

；

,
1
,

;

，
1

ー

1
1
:
I
I
I
I
I
I
•
I
I
I
L
I
I

・
・
1
9
1
1
1
•
1

,
＇

i

..•
•.
•.. 

,
1
1
1
1
.1
,
 ．
．．
 

沖

繹

復

帰

に

伴

う

特

別

措

置

に

関

す

る

法

律

案

の
う
ち
裁
判
関
係
部
分
の
抜
幸
，
＇
・
・
・

1
・1
,
1
1
9
1
•
9
,
1
,

＇
1
1
.
，
．
,
．
，
；．．
．
 
＇,
．,
 

•• 
,．,
 
．．．
 

問

五

ー

59

刑

事

裁

判

潅

の

承

総

に

詞

す

る

特

別

措

樋

法

案

の

適

用

笥

囲

と

返

還

悟

定

と

の

関

係

い

か

ん

。

（

措

饂

法

第

三

十

条

関

係

）

問
五
—

5
8

//3 /04 IOI 

.'ー

1
1
1
1
,
：！
1
1
,
5
0
/
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i 
名’

管

轄

権

を

有

す

る

。

最

終

的

判

決

が

さ

れ

る

以

前

に

お

い

て

は

r

い

前

記

り

③

の

ご

と

き

事

件

が

硫

球

政

府

の

裁

判

所

忙

硫

球

政

府

の

裁

判

所

は

r

前

記

い

③

の

事

件

以

外

の

す

ペ

て

の

を

及

殴

す

と

誇

め

こ

れ

ら

は

r

あ

る

米

国

民

r

る

事

件

r

提

起

さ

れ

た

場

合

に

は

r

匠

管

轄

権

を

有

す

る

。

等

弁

務

官

が

琉

球

又

は

米

国

（
又
は
米
国
民
）
．

の

利

害

等

匠

重

大

な

影

否事

件

忙

を

当

事

者

と

す

る

民

事

事

件

で

当

事

者

の

い

ず

れ

か

の

訴

謬

匠

基

づ

き

高

の

技

用

者

で

又

は

以

上

の

者

の

家

族

（

硫

球

人

は

除

(

`

)

ぼ

す

と

一

認

め

る

特

匹

重

大

な

民

事

享

生

及

び

③

米

軍

入

r

軍

晨

r

米

政

府

民

政

府

の

裁

判

所

は

r

(1) 

高、

等

弁

務

官

が

米

国

の

利

害

等

匠

影

孵

を

及

民

事

裁

判

制

度

政

命

令

第

十

節

等

陀

よ

り

次

の

ご

と

（

選

営

さ

れ

て

い

る

。

軍

法

会

懇

が

あ

る

が

r

琉

球

列

島

の

管

理

に

関

す

る

大

統

領

行

答

現

在

沖

鐙

に

は

硫

球

政

府

の

裁

判

所

r

問
五

ー

沖

覆

の

裁

判

所

制

度

匠

つ

い

て

述

ペ

米

国

民

政

府

の

裁

判

所

及

び

米

国

よ゚



2
 

い

て

も

、

高

等

弁

務

官

が

米

国

の

利

害

等

に

影

攀

i
1

を

及

院

す

と

恕

め

る

事

心

つ

と

も

、

琉

球

政

府

の

裁

判

所

が

管

轄

権

を

有

す

る

刑

事

事

件

に

つ

の

人

に

対

す

る

管

轄

指

を

有

す

る

。

硫

球

政

府

の

裁

判

所

は

、

前

記

(1) 

(2) 

(3) 

（
及
び
軍
人
）

を

除

く

す

べ

て つ

に

決

定

し

、

と

を

特

に

通

知

し

た

場

合

に

の

み

民

政

府

の

裁

判

所

が

軍

人

の

裏

件

に

い

て

管

轄

権

を

有

す

る

。

）

高

等

弁

務

官

防

●

対

し

、

他

の

裁

判

所

匹

事

件

を

移

送

す

る

こ

有

す

る

が

、

関

係

軍

司

令

官

が

軍

法

会

懇

の

裁

判

堵

を

行

使

し

な

い

こ

と

又

は

③

前

記

切

③

の

者

の

家

族

権

を

有

す

る

。

（

軍

人

の

刑

事

事

件

に

つ

い

て

は

軍

法

会

悶

が

管

轄

権

を

（

琉

球

人

は

除

く

）

民

政

病

の

裁

判

所

は

r

（

軍

法

会

調

は

r

刑

亭

裁

判

制

度

い

軍

属

、

民

幸

一

手

事

件

に

つ

い

て

は

管

轄

権

を

有

し

な

い

。

）

匠

移

送

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

つ

で

も

r

の

刑

事

事

件

に

管

磐

③

米

政

府

の

被

用

者

で

あ

る

米

国

民

r

高

等

弁

務

官

の

命

令

に

よ

り

こ

れ

を

適

当

な

民

政

府

の

裁

判

所

z,---

r
-
E
:`
引U
-
i口5い5
,
`
a
"
5
~
―
―
『"
n
-
=
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国

際

法

等

の

問

題

が

あ

る

場

合

に

は

、

首

席

法

務

官

が

定

の

条

件

匠

よ

決

と

民

敢

府

の

上

訴

春

裁

判

所

の

判

決

が

相

反

す

る

場

合

r

又

は

米

国

法

。

民

事

事

件

又

は

刑

亭

事

件

匠

つ

い

て

、

琉

球

政

府

の

高

等

裁

判

所

の

判

（
参
考
）

民

政

府

の

設

判

所

匹

よ

る

再

審

珪

を

移

誤

す

る

旨

の

意

思

表

示

が

あ

所

が

裁

判

権

を

行

使

で

き

る

こ

と

に

な

つ
て
い
る
。
）

つ

て

始

め

て

琉

球

政

府

の

裁

判

鏡

妊1,..:..,,. 

典

つ ・ヒ

事

件

紅

い

て

は

、

個

借

の

事

件

ご

と

に

米

民

政

府

か

ら

裁

判

権

の

条

文

別

に

あ

ら

か

じ

め

指

定

さ

れ

て

お

り

、

か

か

る

民

政

府

書

簡

陀

よ

つ
て
｀
r

．
布

令

四

四

号

「

刑

法

並

び

に

訴

訟

手

め

ら

れ

る

か

匠

つ

い

て

は

、

九

五

八

年

以

来

数

次

陀

わ

た

る

米

（
注

ぃ

と

認

れ

を

適

当

な

民

敗

府

の

裁

判

所

匹

移

送

す

る

か

な

る

事

件

が

米

国

の

利

害

等

に

影

響

を

及

阿

す

も

の

こ

と

が

で

き

る

。

さ

れ

る

以

前

に

お

い

て

は

、

い

つ

で

も

、

高

等

弁

務

官

の

命

令

・

に

よ

り

こ

事

件

が

琉

球

敢

府

の

裁

判

所

侭

提

起

さ

れ

た

楊

合

に

は

r

最

終

的

判

決

が

件

匠

つ

い

て

は

、

民

政

府

の

裁

判

所

が

管

轄

権

を

有

す

る

。

こ

の

よ

う

な

r 



斗

再

審

理

栴

が

発

動

さ

れ

た

所

の

判

決

を

再

．

蓉

理

す

る

り

申

．．
 ヽ．．．
 

言
で
に

t
,—
土
a

唱
遍
司

こ
と
は
な
い
。
）

こ

と

が

で

き

る

。

（
注

針
,.iiii4tt'i:．．
 
吋

Il.,`
ll釘酎
ヰ

I
I
I
Iょ5
甘
、
北
針

~
過
去
匹
苓
い
て
こ
の

•
9 

｀
 
｀
 

．．
 
』

甘
甘

t4

冨
"
|
_

麟

す

る

禁

は

米

民

政

府

の

上

訴

審

裁

判

所

は

硫

球

政

府

の

高

等

裁

判

.‘・ 

玉

Tii日
T
n.. 
,.霞-.. 
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2
 

答

7-

る

例

が

多

い

よ

う

で

あ

る

。

）

序

の

安

定

性

の

維

持

と

い

う

観

点

か

ら

問

五

ー
の

取

決

め

陀

控

政

指

r

2
 に

問

匿

が

偲

個

の

領

土

移

転

の

特

一

定

の

条

件

の

下

で

引

き

継

が

れ

の

が

普

湮

で

あ

る

。

民

亭

裁

判

の

問

冠

に

つ

い

ま
、
I
V
 

て

個

人

の

既

得

栴

の

ぢ

領

土

彦

転

等

の

際

の

裁

判

引

継

ぎ

問

題

に

法

は

直

接

こ

れ

を

定

め

て

苓

ら

ず

、
の

が

普

遷

で

あ

る

。

一

任

さ

れ

る

（

も

っ

と

も

、

具

体

的

な

問

題

の

処

理

は

当

窓

国

間

重

と

い

う

捜

点

か

ら

原

則

と

し

て

引

老

継

が

れ

る

刑

裏

裁

判

の

問

醗

匠

つ

い

て

も

r

施

政

権

や

領

土

移

転

の

際

の

社

会

秩

個

個

の

具

体

的

な

先

例

に

つ

い

て

は

r

殊

事

情

及

び

各

当

裏

国

の

司

法

制

度

を

背

景

と

し

て

締

結

さ

れ

た

他

国

間

つ

い

て

は

、

国

際

の

原

則

は

ど

う

な

っ

て

い

る

か

。

つ

き

そ

れ

ぞ

れ

例

を

あ

げ

よ

0

民

事

裁

判

及

び

刑

事

裁

判

の

場

合

院

政

程

r

領

土

移

転

等

の

際

の

裁

判

引

継

ぎ

に

閲

す

る

国

際

法

上

•‘. : ・ 



6
 

ー

(1) 

る

（
な

ぉ~

米

デ

ン

ヽ

仏

印

間

ポ

仏

印

間

ジ

ャ

ン

マ

右

の

厄

か

、

ン

デ

ィ

シノ

二

山

東

懸

案

細

目

巴

定

ー

・

一

九

二

二

年

ー

で

リ

ー

割

穣

条

約

、一、~

条一

4九

項五
、一-•一上
ノヘ、

年

｀` 
第

十

四

デ

ル

ナ

ゴ

ル

割

誇

条

約

＾ 乙
フー

1九

項五
ヽ

年

r

第

八

西

イ

ン

ド

誇

島

割

譲

,
5
"
J
 

ク
巨
・

坑
．
定

（
一
九

八

条

一
六
年
、

1

項
）

第

米

西

間

平

和

条

約

--、

八

九

八

年

r

第

十

二
条

1

項
）

し

た

も

の

。

ベ
き

地

域

の

培

限

あ

る

当

局

匠

よ

つ

て

執

行

さ

れ

る

ペ

含

旨

規

定．
 

A-9” 
吾」

禁

糾
J土

沢：

姦

け

る
a士；
五
頸
‘̀  r 
即

の

確
ト疋
判

決

が

当
音；
cシ：

クゞ：刊

決

の

翡
/～--
打

さ

れ

逹

定

判

決

の

引

継

ぎ

民

慕

裁

判

を

あ

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。

に
つ
．
を
有
栢
的
な
餡
~
釈
を
行
な
う
立
場
に
な
い
が

．
 

ヽ

応

次

の

ご

と

き

例

の

条

約

の

問

壁

で

あ

り

r

し

た

が

つ
て
r

当

方

と

し

て

は

こ

れ

ら

の

条

約

n
|
/
~
：
』

•
;
t
:
r

. , 
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認

め

ら

れ

て

い

る

が

r

ー

で

は

r

（

な

芸

米

デ

ン

る

べ

・、 マ

ー

ク

間

西

イ •—` 
ン／

同

時

忙

、

仏

印

間

ポ

係

属

中

の

察

件

処

理

の

た

め

従

前

の

裁

判

所

の

存

続

が

デ ン ノ＼

ィ

シ／

二 .,

ヽ
・1

当

事

者

が

同

意

す

る

と

こ

ろ

匠

リ

ー

割

＿

急

条

約

|

-

九

五

六

年

九
八
年
、

ド

諸

島

割

譲

．

協

定

（

一

九

一

六

年

、

八

条

2

項
）

第

き

旨

を

規

定

し

た

も

の

。

米

西

間

平

和

条

約

第

十

二

条

2

項
）

か

る

裁

判

所

匠

代

わ

っ

て

設

け

ら

れ

る

裁

判

所

に

よ

っ

て

裁

判

さ

れ

係

属

中

の

事

件

は

r

当

該

察

件

の

係

属

し

て

(2) 

係

属

中

の

事

件

の

引

継

ぎ

ンノ

る

べ

ダ

問

国

境

条

約

ー

一

す

べ
は
‘̀ 

き

旨

の

規

定

が

あ

り

ー

第

四

条

ー

r

い

る

裁

判

所

又

は

か

れ ・決

は

執

き行
ヒン メ
日 口口

の令

規発

定出

がの

あ ・・ 後 九

る承六

1 継 0
第国 -年

三の i
十国で

条内は

1 判‘

項決
.__,.と

同

様

匠

執

行

さ

被

承

継

国

の

民

事

判

ま

た

r

令

ト

イ

ツ

。
オ

ラ

中

国

側

は

日

本

裁

判

所

の

な

し

た

民

宴

裁

判

の

効

力

を

承

認



8
 

n
 

で
は

r

仏

印

ポ

米

中

国

側

は

日

本

裁

判

所

の

な

し

た

刑

事

裁

判

の

効

力

を

（
な
お

r

右

の

優

か

r

ン

デ

ィ

シ／

山

東

惹

案

細

目

協

定

ー

一

九

二

二

年

ー

ニ

リ

ー

割

誤

条

約

（

一

九

五

六

年

r

条

4

項
）

第

十

四

仏

印

閂

シ

ャ

ン

デ

ル

ナ

ゴ

ー

ル

割

餃

条

約

（

一

九

五

一

年

、

八

条

1

項
）

第

c

h

、
/
ン

マ

ー

ク

間

酉

イ

ン

ド

詰

島

割

餞

協

定

(

-

九

一

六

年

r

第

八

条

1

項）

米

西

間

平

和

条

約

、--—`

い

確

定

判

決

の

引

綜

ぎ

め

ら

れ

て

い

る

ー

第

十

四

条

1

r

刑

事

裁

判

割

諮

地

に

お

け

る

割

襲

前

の

確

定

判

決

が

当

骸

判

決

の

執

行

さ

れ

る

べ

き

地

域

の

権

限

、

あ

る

当

局

に

よ

っ

て

執

行

さ

れ

る

ペ

規

定

し

た

も

の

。

ヽ

よ
り

か

か

八

九

八

年

、

第

十

二

条

1

項
）

2

r

 
5

項
）

る

事

件

を

承

継

国

の

裁

判

所

に

移

送

す

る

き

旨

こ

と

も

認

直
寒
目
ロ
ー
＇
ー
：
i

,



0
ノ

(2.) 

ヘ す
る

と

と

も

忙

r

処

理

の

た

め

従

前

の

裁

判

所

の

存

続

が

誇

め

ら

れ

る

ー

割

雙

条

約

れ

る

件

は

割

髄

後

当

該

地

域

に

設

置

さ

れ

る

裁

判

所

に

仏

印

間

ポ

移

送

さ

れ

う

る

旨

定

め

の

第

十

八

条

2

項
は
、

米
ぐ

ヘ

＇一、

て

い

る

。

当

裏

者

．
が

同

意

す

れ

ば

窮

件

は

イ

ン

ド

裁

判

所

九

五

六

年

）

き

旨

規

定

し

て

しへ

る。

゜
デ

ン

係

屈

中

の

承

認

す

べ

マ き

旨

の

第

十

ま

割

誼

地

の

事

件

の

引

継

ぎ
;. 

，．， ,... 

た
ヽ

第

の

規

定

が

あ

る

。

） ．．
． 
．．． 

•. 
'̀・` 

ヽ

四

条

は

r

ク

問

西

イ

ン

ド

詰

島

罰

誼

拐

定

．．
 ・、．．．
 

．``

疇

•. •••

•
•• 

こ

と

を

規

定

係

属

中

の

事

件

ン お

い

て

確

箆

さ

審

裁

判

所

に

＾ デ

ィ

ジ
九

二

リ

係

昂

中

の

事 六
年
）



゜
ー

・

~

答

民

事

及

び

刑

事

の

事

件

で

復

帰

の

際

未

処

理

で

あ

る

も

の

に

つ

的

な

裁

判

管

轄

楷

の

交

替

を

規

定

す

る

意

味

で

あ

り

、

梱

定

第

い

う

司

法

権

の

意

味

と

は

お

の

ず

か

ら

異

な

る

も

の

で

あ

る

。

〕、
↑
 

協

定

第

五

条

2

項

及

び

3

項

匠

い

う

条

1

項

匠

い

て

の

具

体

「

裁

判

権

を

引

き

継

ぐ

」

と

は

r

て

日

本

が

沖

箆

の

司

法

権

を

行

使

す

る

r

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

こ

れ

に

対

と

も

忙

日

本

匠

返

還

さ

れ

r

し

た

が

つ

て

r

返

還

の

日

以

降

報

来

匠

わ

た

っ

控

政

権

の

重

要

な

構

成

要

素

の

， 

っ

た

る

司

法

権

が

沖

翌

の

施

胚

控

返

還

と

拐

定

第

条

1

項

に

い

う

「

司

法

上

の

責

任

を

引

き

受

け

る

」

か

ん

゜

す

る

た

め

の

完

全

な

権

能

及

び

賓

任

を

引

き

受

け

る

」

意

味

か

。

協

定

第

一

条

1

項

の

問

五

1

3

2

項

及

び

3

項

で

い

う

. ・: 

「

司

法

上

の

す

べ

「

裁

判

権

を

引

き

継

ぐ

」

の

意

味

は

r

て

の

租

力

を

行

使

と

の

関

係

い

と

は

い

か

な

る

渭
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る
。
い

て

も

r

善

良

の

風

俗

匠

反

し

な

い

限

り

そ

の

効

力

を

認

め

る

第

二

0

0
条

（
注
）

そ

こ

で

諸

外

国

に

姦

い

て

も

確

立

さ

れ

た

原

則

と

な

っ

て

お

り

、

も

の

で

あ おコ

わ

が

民

事

訴

訟

法

所

の

裁

判

も

r

決

の

効

力

を

の

包

定

第

五

条

第

裁

判

所

の

最

終

的

裁

判

こ

と

に

つ

い

現

在

沖

縄

陀

均

け

る

司

法

制

度

は

r

裁

判

所

の

二

系

列

の

裁

判

所

沢

よ

り

運

営

さ

れ

て

お

り

、

法

律

的

忙

は

外

国

裁

判

で

あ

る

が

r

て
は
、

殻

匠

外

国

す

で

に

の

確

定

判

い

ず

れ

の

裁

判

係

厩

中

の

民

事

事

件

の

裁

琉

球

政

府

の

裁

判

所

と

米

国

民

餃

府

定

の

要

件

の

も

と

に

承

認

す

る

も

そ

の

旨

を

規

定

し

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

裁

判

所

で

な

さ

れ

た

最

終

的

裁

判

は

r

こ

の

協

定

に

公

の

秩

序

又

は

こ

と

と

し

た

9
•,
•
•

99

,
191

.
,.
I
~1
, 

．．．
 
9

，

ヽ

・
・

1

・

・
ー

・

1
9
•

I

l

t

•

1

.
9

,
•

1

•

• 
I•;

1.
, 

.

.
 
9,
9,•
99

9
.
9 

..

.
 ,
 ．．
 

,
 
．．
 
,
 

•••
• 

判

権

を

引

き

継

ぐ

こ

と

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

の

効

力

を

認

め

、

答

民

事

裁

判

匹

関

し

て

は

r

問

五

ー

4

.．: 

か

っ
・、

奄

美

群

島

復

帰

の

哀

と

同

様

r

沖

縄

匠

お

け

る

項

及

び

第

二

項

の

趣

旨

は

ど

う

か

。



2
 
ー

-
.
.
 

-

'

,

＇
•

9

,
9
9
9
,

ー

-

1

•

9

,

＇
．
,

．
-
・
・
・

1
9

1

1
,

・・、’・ 

一と

外

国

裁

判

所

の

判

決

が

日

本

に

お

け

る

公

の

秩

序

又

は

r

（
注
）

の

安

定

性

を

維

持

し

つ

つ

円

滑

な

復

帰

を

図

る

と

い

う

観

点

か

ら

r

判

権

を

引

き

継

ぎ

r

も

の

で

あ

る

c民

事

訴

訟

法

二

0

0
条

（

外

国

判

決

の

効

力

）

外

国

裁

判

所

の

確

定

判

決

は

r

備

す

る

場

合

に

限

り

そ

の

効

力

を

有

す

法

令

又

は

条

約

匠

お

い

て

外

国

裁

判

所

の

裁

判

培

を

否

詔

せ

ざ

る

示

送

達

に

よ

ら

ず

し

て

訴

訟

の

開

始

に

必

要

な

る

呼

出

若

し

く

は

命

令

の

送

達

を

受

け

た

る

こ

と

又

は

、

こ

れ

を

受

け

ざ

る

も

応

訴

し

た

る

こ

と

善

良

の

風

敗

訴

の

被

告

が

日

本

人

な

る

場

合

に

お

い

て

公

こ

左

の

条

件

を

具

条

文

か
つ
、

引

き

続

含

裁

判

及

び

款

行

を

す

る

こ

と

と

し

た

次

に

こ

れ

ら

の

裁

判

所

に

継

続

中

の

民

事

事

件

に

つ

い

て

は

r

合

l

;
ì
iそ
・・i
i・・i
・1
;．．．．
．
 

3
t
;
．
i
`．i
i
§
§さ．じ
¥
訳
柑
'

i

l

1

,

q

9

t. 

そ

の

裁

社

会

秩

序
n,

＿・ー

墓

•I

白9
月
訃
賃
§
目

g
i

眉
＇
り
i
碩
u

-

-

．i
i

・:
:1
し
．j．



ー

3
 
ー重

冨

＇

ー

ー

．．
 

"P9
9
i
`
3b
J
た登ぞ
5
9
i
こ̀

it
ト

t
そ
i
魯

g
,
t
9
F迅↑『

t

t
i
u
a3b"4.ui嶋
A
M
r
i
U
°

□

.g
i

道
奮

r

配

q
,
n
-

i

i
i
i

i
‘
,
i

'n
,
~

1`

|
 

谷

て

反

ぜ

ざ

る

こ

と

し
らー

1
;
V

四

相

互

の

保

証

あ

る

こ

と

」

． 
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t-？
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•• 
;
,
．
i
t
'9i.i・バ．＂：
1t,'••• 
i
t
.
t
,＇
；
｀
き
・
・
ー
，
屯
・
』

1ぷ
イ
・
・
ぷ
•
t
,

.. ,.....？・・ざ・
f.r.＂
”eJ．
迄
・
チ
出
弓
ぎ
令
．
a
c

ふ
手
冬
さ
を
ぷ
ぎ
ぷ
冬
・
・
・
-
-
]
｀
f
•• 

i『し
お
9
.
,
．
を
名
i
.

』．．
． 

名
ぷ
5.• 

-^

答

な

ぜ

米

国

国

民

政

府

裁

判

所

の

民

事

事

件

を

引

含

継

ぐ

の

か

。

社

会

秩

序

の

安

定

性

を

維

持

し

つ

つ

円

滑

な

復

帰

を

図

る

た

め

に

は

r

箋

匠

お

け

る

裁

判

所

に

係

扇

中

の

民

事

衷

件

の

裁

判

砲

を

引

き

継

ぐ

こ

と

が

適

当

で

あ

る

。

も

米

桔

政

租

下

陀

お

け

る

裁

判

所

で

あ

る

か

ら

、

の

民

事

事

件

の

み

を

引

き

継

ぎ

r

当

で

な

い

。

問

五

ー

5 i
り

•
I
t
l

―

量

濯

壇

薗

他

方

は

引

含

継

が

な

い

と

す

る

こ

と

は

妥

硫

球

政

府

の

裁

判

所

及

び

米

国

民

政

府

の

裁

判

所

は

い

ず

れ

一

方

の

裁

判

所

に

係

厩

中

i
t
c
r
'．
‘
；
団
ぼ
訊
げ
い
い
山
―
―
『
“
『
n旧
旧

n
門

ti川""""＂
[r」いい重-

沖
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問

す

る

裁

判

が

行

な

わ

れ

て

い

れ

て

い

る

場

合

又

は

わ

が

国

で

は

四

め

ら

れ

て

い

い

性

質

五

6
 

c 

種

類

の

も

の

で

あ

る

娼

合

を

答

裁

判

で

確

定

さ

れ

た

指

利

関

係

自

体

が

わ

が

国

で

認

め

る

•
,
r
-
•

1
1墓

g
,-

―

-t1‘if̀
．

t’-9;.i
i
t
i？
羞
｀
＄
笈
i苫
！

i
：i
tì
9,
；
t
!`．i
t・
ji'Itti,iftt
vr
t
t
,
．

i
t
t

.

;

"

i

.i量

一

公

の

秩

序

又

は

善

良

の

風

俗

」

た

と

え

ば

r

こ

と

の

で

き

な

般

的

匹

表

現

し

た

も

の

で

あ

る

賭

博

で

負

け

た

金

の

后

行

を

命

ず

る

裁

判

が

復

帰

前

匠

行

な

わ

な

い

物

権

の

存

在

を

確

誇

る

場

合

等

の

事

例

が

あ

る

と

す

れ

ば

r

そ

れ

は

公

序

良

俗

に

反

す

る

と

し

て

そ

の

効

力

は

認

め

ら

れ

な

い

こ

と

と

な

る

。

匠

反

す

る

場

合

と

は

い

か

な

る

場

合

か

。

格

定

第

五

条

1

項

の

民

事

の

最

終

的

裁

判

が

入`

r

fん



l6 

答

で

あ

る

。

と

今

般

の

格

定

第

五

条

1

項

の

の

匠

す

智

な

い

。

し

た

が

つ

て

、

「

最

終

的

裁

判

」

奄

美

返

と

は

実

質

的

に

同

じ

意

味

還

協

定

陀

芸

け

る

酵

さ

れ

て

い

「

最

終

的

裁

判

」

?

i

r

 

る

カ

合

意

墜

事

録

に

茶

い

て

は

念

の

た

め

右

を

確

認

し

た

も

令
」

又

は

「
決
定
」

は

広

義

の

意

味

で

裁

判

特

陀

民

事

群

訟

匹

関

す

る

裁

判

匹

姦

い

判

決

が

「

命

令

」

（

た

と

え

ば

支

払

命

令

）

磐

決

定

）

と

い

う

形

で

な

さ

れ

る

（
又
は
判
決
）

に

含

ま

れ

る

と

こ

と

が

多

い

と

こ

ろ

、

こ

の

よ

う

な

「
命

又

は

「
決
定
」

（

た

と

え

ば

筵

裁

判

.... 

て

は

r

英

米

法

上

一

定

の

に

つ

い

>

O

 

ど

う

.‘T ヵ

ヵ

又

は

「

最

終

的

と

い

か

な

る

違

い

が

あ

る

か

。

奄

美

返

還

橙

定

第

五

条

に

は

問

五

E

、
命

令

」

単

に

裁

判

」
「

最

終

的

裁

判

」

「

最

終

的

命

令

」

と

あ

り

r

「

最

終

的

決

定

」

て

は

何

ら

触

れ

て

い

な

い

と

は

r

そ

れ

ぞ

れ

い

か

な

る

も

の

か

。

「

最

終

的

協

定

第

五

条

に

関

す

る

合

意

諮

事

録

1

項

妬

い

う

,
r
iき
屡
―
-
"
月
打
H
廿

lr.

：|
＇

「
最
終
的
決
定
」
、
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答

る
。

の

実

質

的

な

よ

り

寄

理

さ

（
注
r

”iJ 

千
か
ー

」

.l-g-
.*rr 

及

び

地

位

を

害

す L
~

、

t

る

こ

と

と

な

る

カ

才

る

こ

た

痴

旨

で

あ

と

に

は

な

ら

な

い

手

競

法

規

の

相

違

は

r

0
)
 

当

窮

者

係

屋

中

の

民

幸

苧

茸
―＿ → 

件

は

‘̀ 

復

帰

後

は

わ

が

国

の

民

事

手

窪

怯

規

胚

な

塩

利

及

び

地

位

匠

不

利

な

影

吝

を

与

え

な

い

こ

と

を

合

意

し

中

の

民

事

事

件

の

裁

判

栴

の

引

継

ぎ

匠

腔

し

て

は

r

訴

訟

当

事

者

の

実

質

的

奄

美

群

島

の

復

帰

包

定

第

五

条

と

同

の

表

現

に

よ

っ

た

も

の

-L
 
ヽ

係

属

問

五

8
 

位

を

込

こ

い

力

、
7
,

る

意

味

忙

姿

い

て

も

害

す

る

こ

と

な

く

」

と

は

何

か

。

協

定

第

五

云
＇
そ
べg
｀
モ
・
こ
ロ
ニt、
t
•
i
;
-
s

ら
鼻
参
忘
＂
『
ュ
＾
し
さ
―1
`
~
s
i

`
」

P

瀑

重

'

条

第

二

項

の

「

訴

訟

当

む

者

の

実

質

的

な

椛

利

及

び

地
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r
 

あ

り

他

は

い

ず

れ

も

終

結

し

て

い

る

。

答

愛

在

ま

で

忙

係

慶

し

た

事

件

は

問

五

l

,

i
,賛日
暦
目
月

の

か
C
 

ま
た
、

現

忙

ど

の

暑
“

三

-
ノ
¥
‘
件
あ
る
が
r

く

ら

い

の

民

事

愛

在

一

件

が

係

鼠

中

で

享
―
—
件
が
保
属
し
て
い
る
か
。

米

国

民

政

府

裁

判

所

に

保

屁

し

た

民

事

事

件

は

ど

の

く

ら

い

あ

る

． 

.・ 
-・ 

,,. 

': 

‘ヽ

・

・
`
．
r-.• 

，
;
 

．．．
 
i
 

•• 

,• 

•• 

•.• 

.•.•••• 

、

．
．
．
．
 ,．, 

•••• 

••••••.•• 
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答

中

の

察

件

は

r

し

た

が

つ

て

問

五

ヽ

日

本

勺

拐

定

第

硫

殊

列

島

米

国

土

地

13 

に

は

引

き

継

が

れ

な

い

。

裁

判

所

は

r

五

条

の

「
裁
判
所
」

匠

い

か

ら

、

固

有

の

意

味

で

の

裁

判

所

で

は

含

ま

れ

な

係

昂

は

な

く

r

硫

球

列

島

米

国

土

地

裁

判

所

に

係

昂

中

の

裏

件

は

ど

う

な

る

か

。



．．
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答

の

事

由

を

主

張

し

た

る

と

き

又

は

之

を

知

り

て

主

張

せ

ざ

り

し

と

き

は

此

の

法

律

匠

従

ひ

て

判

決

裁

判

所

を

構

成

せ

ざ

り

し

と

き

法

律

匠

よ

り

裁

判

陀

開

与

す

る

し

た

る

と

き

限

陀

在

ら

ず

①

左

の

場

合

匹

装

い

宅

の

訴

を

以

て

不

服

を

申

立

つ

る

「
・
（
再
等
事
由
）

l 

こ

と

を

得

ざ

る

裁

判

官

が

裁

判

忙

関

与

こ

と

を

得

但

し

当

察

者

が

上

訴

に

よ

り

そ

て

は

確

定

の

終

局

判

決

陀

対

し

再

（
注
）

民

事

訴

訟

注

四

二

0
条

条

文

合

に

は

再

等

が

許

さ

れ

る

こ

と

と

な

ろ

う

。

沖

網

の

裁

判

所

の

民

事

裁

判

は

復

帰

後

は

わ

が

国

の

裁

判

と

同

様

の

効

力

を

陸

め

ら

れ

る

か

ら

、

二

0
条

の

再

宕

事

由

に

あ

た

る

場

問

五

ll 

の

か

。
沖

貫

民

窓

訴

訟

法

の

裁

判

所

の

民

窮

裁

判

妬

つ

い

て

は

r

-＄

tIhutI信nlitHUH,li
.

第

E]

再

審

が

認

め

ら

れ

る

釦．
、事
｛
：
L
と
翡
＂
戸

．＂
」
i
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五 四

こ

と

を

妨

げ

ら

れ

た

る

と

き

又

は

判

決

に

影

蒋

を

及

阿

す

べ

＼
 

狂
訳

j
:Jfi.4ri『

r̀i!-IitI
l
,-it

Ili訂il-4ー
j
枷

”iT1
付

醗

務

陀

関

す

る

罪

き

攻

撃

若

は

r

以

下

跨

」

防

禦

の

方

法

を

提

出

す

る

刑

事

上

罰

す

べ

き

他

人

の

行

為

に

因

り

自

白

を

為

す

匠

H

―
―
り
た
る
と
き

る

と

き
裁

判

に

閲

与

し

た

る

裁

判

官

が

亭

件

匠

な

る

授

指

の

欠

歓

あ

り

た

る

と

き

法

定

代

理

汽

’

r

訴

訟

代

理

猪

又

は

代

理

人

が

訴

訟

行

為

を

為

す

侭

必

要

•
一

f
3褐|む

t|'

.— 

•.. 

`
¢
4

.
 

を

犯

し

た

＇糾ビ
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答

法

．

的

安

定

性

を

害

し

r

か

え

こ

と

と

な

る

と

考

え

る

。

で

あ

る

か

ら

r

こ

れ

を

法

的

安

定

性

を

確

保

し

つ

そ

の

円

滑

な

復

帰

を

図

る

必

要

が

あ

る

と

の

製

点

か

ら

r

般

的

匠

否

定

す

こ

と

と

し

た

る

よ

う

な

措

置

を

と

る

つ

て

混

乱

を

生

ず

る

こ

と

は

r

民

事

裁

判

に

つ

い

て

も

原

則

と

し

て

そ

の

効

力

を

承

剪

す

る

の

民

政

府

裁

判

所

の

本

協

定

は

、

沖

縄

の

社

会

秩

序

を

維

持

し

r

つ

英

語

で

あ

る

こ

と

は

、

そ

の

効

力

を

承

認

す

る

妨

げ

と

な

る

も

の

で

は

な

い

。

米

図

民

政

府

の

確

定

判

決

が

異

民

族

に

よ

る

裁

判

で

あ

る

こ

と

、

公

用

語

が

一

定

の

一

芸

件

の

も

と

に

承

誇

す

る

す

で

陀

詰

外

国

陀

茶

い

て

も

事

訴

訟

法

第

二

百

条

，

恣

そ

の

旨

を

差

定

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

し

た

が

つ

て

r

い

て

は

‘
 

岱可• •r /.. ` 
)17 
V'--

ノー

行

な
4 
り

れ

て

お

り

r

わ

が

民

外

国

の

確

定

判

決

の

効

力

を

こ

と

陀

つ

（

日

弁

連

の

要

求

）

ん

が

み

、

す

ベ

て

の

事

案

に

つ

き

再

審

を

認

め

る

べ

き

で

は

な

い

か

。

よ

る

裁

判

で

あ

っ

た

こ

と

及

び

公

用

語

が

英

語

で

あ

っ

た

こ

と

に

か

問

五

ー

12

米

国

民

政

府

裁

判

所

の

民

事

確

定

判

決

忙

つ

い

て

は

r

,ri:tr9,

，
I
t
lむ績罪
ー
粒
輝
．．
 

異

民

族

胚
． 
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答

て

再

蓉

が

可

能

で

あ

ろ

う

。

は
ヽ

そ

れ

が

民

事

括

訟

法

第

四

二

〇

条

あ

た

る

限

度

匠

お

い

上

告

理

由

が

あ

る

場

合

r

寮

法

に

照

ら

し

著

し

く

正

羨

に

反

す

る

楊

合

匠

の

再

寺

裏

由

匠

＇ヽがャ」

決 琉
球

政

府

裁

の

民

事

確

定

判

決

が

公

序

良

俗

に

反

す

の

効

力

自

体

が

認

め

ら

れ

な

い

か

ら

r

戸

審

を

認

め

る

必

一

妾

は

な

判

所

る

培

合

に

は

r

弁

遮

の

要

求

）

俗

忙

反

す

る

謬

合

に

は

、

再

審

を

謬

め

る

べ

き

で

は

な

い

か

。

寮

渋

忙

照

ら

し

著

し

く

正

葬

こ

に

反

す

る

場

合

r

問

五

13 

あ

る

塔

合

r

ヽ
硫

球

芭

府

裁

判

所

の

民

亭

の

確

定

判

決

に

つ

い

て

r

い
0 

（
日

公

序

良

上

告

理

由

が
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．
 

答

l

こ

れ

ら

の

享

件

尻

つ

き

沖

網

住

民

が

裁

判

を

起

こ

す

潅

利

が

な

い

と

一

概

に

則

と

し

て

は

排

除

さ

れ

問
五
ー
1
1
4

．
~
〇

r
っ

力

（
四
六

゜

,loirll"511s、Ii5且
月
甘
甘

"tiBi"u

沖

約

で

は

、

。

十

五

贅

踪

列

島

の

管

理

に

関

す

る

大

統

領

行

政

命

令

て

い

な

い

等

に

よ

り

選

営

さ

れ

て

い

る

が

、

沖

縄

の

裁

判

削

度

は

、

の

よ

う

な

場

合

か

。

五

松

本

読

罠

）

（

行

政

命

令

第

十

節

衆

外

沖

連

、

a
 ヽ

b

)

 

件

に

つ

い

て

米

人

を

相

手

匠

損

害

賠

懐

請

求

の

裁

判

を

起

こ

す

こ

と

は

原

こ

汎

ら

紅

よ

れ

ば

徊

指

摘

の

ご

と

き

事

と

き

不

法

行

為

陀

つ

き

裁

判

を

恙

し

得

る

場

合

が

あ

る

と

す

為

に

対

し

て

損

苓

舌

賠

偉

の

裁

判

を

起

こ

す

潅

利

が

、

、

、

、

求

法

に

よ

る

強

制

的

な

示

談

匹

よ

る

解

決

の

途

し

か

な

か

‘
 

翠

人

、

な
く
、

の

で

、

1

ま

ど

,
V
^
“
/，1
 

右

の

ご

っ

た

が

ど

外

国

人

請

軍

累

等

紅

よ

る

沖

縄

住

民

に

対

す

る

不

法

行
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公

正

妥

当

と

い

う

観

点

よ

り

短

決

匹

努

め

て

い

る

も

の

と

確

信

し

て

い

る

。

も

あ

る

こ

と

は

推

測

に

巽

く

な

い

当

方

と

し

て

は

、

米

門

．と

し

て

も

満

足

な

酵

決

が

得

ら

れ

な

い

と

い

う

点
J
 

V̀
‘ 
ヵ

で

被

害

者

胚

同

惰

す

べ

き

と

こ

，ろ

る
。

か

か

る

解

決

匠

つ

い

て

は

、

す

べ

て

の

点

に

わ

た

つ

て

は

必

ず

し

も

譜

求

法

に

よ

つ

て

解

決

さ

れ

る

こ

と

と

な

っ

て

い

る

も

の

と

承

知

し

て

い

沖

縫

に

装

い

て

は

、

こ

れ

ら

の

事

件

の

支

払

能

力

等

か

ら

所

組

の

目

的

が

実

悶

上

等

の

考

鰐

か

ら

、

に

固

す

る

損

害

荏

償

は

直

接

外

国

人

且

し

甘
ウ

応

い

で

あ

っ

ヽ

て

も

軍

人

等

を

筐

接

紅

裁

判

で

相

手

匹

し

て

勝

訴

し

て

も

相

手

私

人

と

し

て

為

に

侭

る

．

事

件

の

ご

と

宦

）

の

行

裁

判

を

提

起

で

き

る

事

件

る

こ

と

に

は

問

題

が

あ

る

も

の

と

考

え

ら

汎

る

）

ヽ

他
方
、

（

軍

人

等

の

し

た

が

つ

て

ヽ

軍

人

等

の

公

務

に

相

る

事

件

に

つ

い

て

は

裁

判

を

提

起

す

は

裁

判

を

提

冠

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

こ

と

と

な

つ

て

（

第

十

節

e
、

忠

つ

と

心

、

右

行

餃

命

令

に

よ

れ

ば

米

政

府

又

は

そ

の

扱

関

匹

対

し

て

い

う

こ

と

は

で

登

な

‘
 

しへ

ヽ

と

考

え

る

。

ぉp 
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0
松

本

（

善

）

別

の

問

遁

を

お

聞

き

し

よ

う

と

思

い

ま

す

。

山

中

臼

務

長

官

匠

伺

い

た

い

の

で

あ

り

ま

す

が

、

沖

遁

の

環

民

の

人

河

侵

害

問

題

で

あ

り

ま

す

。

世

界

人

祀

宣

言

の

三

条

で

は

、

生

存

、

自

由

、

身

体

の

安

全

を

保

泣

し

て

装

り

ま

す

。

十

七

条

は

、

財

産

が

ほ

し

い

ま

ま

に

奪

わ

れ

な

い

こ

と

を

琵

定

し

て

芸

り

ま

す

。

沖

狐

の

人

権

侵

害

と

い

う

の

は

、

人

完

侵

害

の

ジ

ョ

ー

ウ

イ

ン

ド

ー

だ

と

い

う

ふ

う

な

こ

と

ま

で

い

わ

れ

て

苓

る

。

あ

ら

ゆ

る

分

野

の

人

指

侵

害

が

あ

り

ま

す

。

人

．

磁

宣

言

の

八

条

で

は

、

生

命

、

身
体
、
財
産
な
ど
差
本
的
号
〗
利
紅
対
す
る
侵
筈
に
対
し
、
裁
判
所
に
よ
る
効

果

的

な

救

済

を

受

け

る

粗

利

が

規

定

を

さ

れ

て

姦

り

ま

す

。

総

誘

長

官

陀

伺

い

た

い

の

は

、

沖

糧

で

は

、

県

民

が

ア

メ

リ

カ

の

軍

人

や

ら

れ

た

り

財

産

を

奪

わ

れ

た

り

し

た

軍

属

に

よ

っ

て

殺

さ

れ

た

り

傷

つ

け

の

四

対

し

て

、

授

害

賠

俊

の

裁

判

を

起

こ

す

溢

利

が

あ

っ

た

と

お

考

え

JfTい
な

て

袷

慈

長

官

の

御

意

見

を

伺

い

つ

て

お

ら

れ

る

か

ど

う

か

、

こ

の

点

に

つ

い

た

い

と

思

い

ま

す

。

0
山

中

回

務

大

臣

（
参
考
）

四

六

。
委

員

五 ヽ

で
は
、

。

十

五

•-I
•_n 

.. ＿
 

条

約

局

長

に

ヽ

ヽ

衆

。

外

務

ヽ゚

。

沖

特

連

合

蓉

査

:

～ら
翡
~
ー
且
，
旨

g
l
i
l
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0
愛

知

国

葛

大

臣

．
ま
し
た
よ
う
に
、

そ

う

い

は

従

来

も

し

ば

し

ば

い

う

点

が

占

領

下

に

お

い

こ
れ

ろ

い

ろ

な

詮

諮

が

ご

ざ

い

て

沖

縄

の

方

々

が

非

常

な

こ

の

点

屁

で

あ

り

ま

し

よ

う

。

0
松

本

（

善

）

委

員

い

や

、

だ

め

で

す

。

こ

の

芸

本

的

な

問

唇

氾

こ

の

時

点

で

鍔

務

長

官

や

外

務

大

臣

が

何

と

考

え

て

苓

ら

れ

る

か

と

い

と
が
苔
わ
め
て
大
・
一
琴

な

ん

で

す

。

こ

の

点

匹

つ

い

て

率

直

な

御

意

見

を

伺

い

た

い

と

思

い

ま

す

。

・

0
山

中

国

務

大

臣

そ

う

裟

こ

ら

れ

る

厄

ど

の

問

題

じ

ゃ

な

い

と

思

う

の

で

す
ね
°
私
の
言
っ
て
い
る
の
は
、
沖
組
の
戻
状
忙
つ
い
て
は
確
か
に
入
〗
嘔
侵

害

の

事

実

が

多

過

ぎ

る

と

思

い

ま

す

。

し

か

し

、

そ

れ

を

困

娯

法

的

に

人

租

宣

言

の

立

場

か

ら

見

て

そ

う

い

う

裁

判

潅

が

あ

る

か

ど

う

か

の

問

匝

匠

つ

い

て

は

、

や

は

り

法

律

の

車

門

家

の

意

見

が

必

要

で

あ

ろ

う

と

考

え

注

し

・た

の

で

、

ち

ょ

っ

と

打

ち

合

わ

せ

を

し

た

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

0
松

本

（

善

）

委

員

そ

れ

で

は

私

は

外

務

大

臣

匠

苓

問

き

い

た

し

ま

し

よ

う

。

外

誇

大

臣

は

対

米

請

求

栴

で

折

衝

し

て

装

ら

れ

る

、

沖

恕

県

民

が

い

う

人

権

侵

害

に

つ

い

て

米

軍

人

に

対

し

て

裁

判

を

起

こ

す

こ

と

．
が

か

ど

う

か

、

の

外

務

大

臣

の

認

懇

を

聞

き

た

い

つ

い

て

で

き

た‘‘↓ カ

い

力i

‘ 

つ

こ

う

う V 

こ て、
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れ

る

か

ど

う

か

、

りヽ

ど

れ

だ

け

の

哀

が

あ

る

そ

）

点

を

伺

い

た

い

と

思

い

を

す

。

か

と

い

ぅ

おュ

ら

つ

い

て

折

衝

す

る

匠

つ

Vヽ

て
ヽ

体

こ
う

い

う

唸

沖

置

で

は

餞

ら

て

も

あ

る

の

ジ

ラ

ー

よ

う

な

ヽ

,9 

こ

そ

れ

か

ら

f・1
と
名
ふ

の

承

認

が

要

る

の

い

の

で

す

。

だ

か

ら

、

右

下

腿

部

貫

遡

銃

剣

、

ま

す

け

れ

ど

も

、

そ

れ

ド

事

件

の

つ

で

すれ

°はが

強あ

汎判り

匠的ま

どなす

で万ひ示が

‘五ど談‘

しこ千いなこ

たれド人んれ

が以）レ権では

上以侵す ．示

てに上害よ談

ぅ‘つのは°害

なたい支な裁に

重とて払い判暑

傷えはにのを名

をば実つで受を

受伊際いすけし外

でけ江上て°るて国

すた島ははそ岱初人

°入で支アう利め授

がは払メいはて害つ

三右わリうな支賠た

十腑れ力窮力~払巴と

い八切ての態つわ法い

わ名断い翠で↑これと

ばい‘な会あのる

゜

こ

と

を

詞

ベ

こ

う

い

う

よ

は

補

償

を

受

け

て

こ

と

が

、

本

土

で

は

大

問

題

に

な

り

ま

す

け

れ

ど

で

す

。

外

務

大

臣

は

対

米

麟

求

権

の

問

題

に

こ

と

が

ど

れ

だ

け

の

件

数

あ

た

上

で

交

渉

し

て

い

ょ
、一-I 

ぃ
の

こ

れ

は

こ う

の
0
松

本

（

姜

）

で

は

な

く

て

、

委

員

必

ず

し

も

完

ぺ

き

に

行

な

わ

‘

で

含

な

か

で

あ

り

ま

す

。

つ

た

の

い

れ

な

か

う

の

い

ま

せ

ん

。

申
諸
等
・
ー
に
つ
き
ま
し

れ

て

姦

っ

た

と

は

思

人

楢

的

匹

迷

惑

を

受

け

ら

れ

い

た

点

で

あ

て

も

必

ず

し

も

完

ぺ

き

匠

行

な

わ

て

つ
て
、

裁

判

の

請

求

で

す

か

、

.. 9.. 

.. 

‘‘ 
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沖

栗
1

の

円

滑

な

空

帰

を

図

る

う

え

に

必

要

不

可

欠

で

あ

る

と

の

観

点

か

ら

民

刑

事

と

も

沖

親

の

裁

判

を

原

則

と

し

て

引

き

岱

ぐ

こ

と

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

る

こ

と

は

r

答

復

帰

前

後

の

沖

縄

の

社

会

秩

序

を

維

持

し

、

問

五

ー

15

か
ん
。

-̀iim-`
ー

-
9
｀
口
壇

．拿
•

ヽ

そ

の

法

的

安

定

性

を

確

保

す

沖

鍔

の

刑

事

裁

判

を

原

則

と

し

て

引

き

継

ぐ

こ

と

と

し

た

理

由

い

i心
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答

（注）

そ

の

社

会

秩

序

を

維

持

し

、

こ

の

方

式

を

と

る

こ

と

自

体

、

と

考

え

る

。

ぐ

わ

な

い

ば

か

り

で

な

く

、

に

装

い

厨

五

沖

蠅

は

r

16 

奄
美
大
島
返
還
の
と
き
は
、
受
刑
者
八
一
人
、
起
訴
勾
留
中
の
者
五
人
合
計
八
六
人
の
身

柄
拘
束
者
が
お
り
、
こ
の
う
ち
受
刑
者
二
三
人
に
つ
い
て
復
帰
後
国
外
犯
の
規
定
を
適
用
し

て
（
再
）
起
訴
し
た
。
今
回
の
沖
緩
に
つ
い
て
は
、
本
年
二
月
二
七
日
現
在
受
刑
者
四
八
三

人
で
あ
り
、
ま
た
、
三
月
一
日
現
在
、
琉
球
政
府
の
裁
判
所
の
未
済
の
刑
事
事
件
は
一
、
二

0
九
人
、
少
年
の
保
詰
事
件
は
一
、
四
七
八
人
合
計
二
、
六
八
七
人
で
あ
り
、
受
刑
者
及
び

係
腿
中
の
人
員
陀
姿
い
て
も
相
当
事
情
を
異
に
す
る
。

小

笠

原

と

は

、

（注）

て

著

し

く

事

情

を

異

に

し

、

奄

美

大

島

、

な

か

っ

た

の

か

。

ざ
iさ
き
そ
｀

t
:＇宕

“.5生
ら
ー
，
ざ
乏
沙
．

る
哀
モ
ご
r.

遭`

9
^
9
9
,
．

沖

縄

県

民

奄

美

群

島

返

還

の

と

き

と

同

じ

ょ

う

な

や

，

り

直

し

方

式

を

な

ぜ

と

ら

る

や

り

直

し

方

式

を

と

る

こ

と

は

、

殻

の

期

待

と

利

益

に

も

合

致

し

な

い

法

的

安

定

性

を

図

る

見

地

か

ら

、

妥

当

で

な

い

。

ま

た

、

本

土

体

化

を

進

め

て

き

た

沖

縄

の

現

状

に

そ

い

わ

ゆ 人

口

、

社

会

事

惰

そ

の

他

諸

般

の

点
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継

ぐ

こ

と

は

妥

当

で

あ

る

と

考

え

た

の

で

あ

る

。

し

た

カミ

そ

の

刑

事

裁

判

権

を

引

を

つ
て
、

認

め

ら

れ

る

ば

か

り

で

な

く

運

営

の

実

態

も

硫

球

政

府

の

裁

判

所

の

場

合

、

わ

そ

の

刑

事

司

法

の

内

容

は

、

近

代

的

法

治

国

家

の

諸

原

則

に

適

合

し

て

い

る

と

し
て
、

行
政
、

立

法

及

び

司

法

上

の

権

限

を

行

使

し

て

い

る

も

の

で

あ

る

が

、

答

現

在

、

問

五

ー

17

米

国

は

、

米

国

占

領

下

の

刑

事

裁

判

程

を

引

き

結

ぐ

こ

と

と

し

た

の

は

、

対

日

平

和

条

約

第

三

条

に

基

づ

き

、

致

し

て

い

る

。

が

国

の

そ

れ

と

ほ

と

ん

ど

会

秩

序

の

維

持

、

法

的

安

定

性

を

図

る

観

点

か

ら

、

沖

縄

の

施

政

権

者

と

沖

縄

に

お

け

る

社

l
 i
 

て

は

な

い

か
0
 

不

当



32 

答

を

引

き

継

い

で

、

て
も
、

わ

が

国

の

裁

判

所

が

行

使

す

ぺ

ぎ

裁

判

租

に

塁

せ

し

め

る

司

法

権

の

作

用

で

あ

る

こ

と

は

き

わ

め

て

店

ら

か

で

あ

っ

て

、

こ

れ

に

す

ぎ

な

い

と

思

わ

れ

、

上

の

潅

力

の

行

使

に

ほ

か

な

ら

な

ま
た
、

そ

の

実

質

か

ら

み

沖

綺

の

特

殊

事

惰

か

ら

、

て

行

使

さ

れ

て

い

る

司

法

醤

は

、

な

る

厄

ど

、

大
親
領
行
政
命
令
で
•
あ
る
硫
球
列
島
の
管
坦
に
閉
す
る
行
政
命
令

七

年

行

政

命

令

第

衷

在

、

問

五

ー

18

沖

滉

に

~
゜

いヵ

-

9

.

『●名

n
"t
3
9
3う
l
'一，1
て

0
七

姦

い

で
あ
り
、

b
.
 

ー
．．
 

い

の

で

あ

り

、

そ

の

司

法

権

は

、

こ

と

匹

な

ん

ら

問

題

は

な

い

と

考

え

る

。

平

和

条

約

第

三

条

に

米

国

法

胴

上

そ

の

よ

う

な

か

た

ち

を

と

つ

て

い

る

い

う

司

法

三
号
）

に

基

づ

く

も

の

で

は

あ

る

が

、

統

頷

行

政

命

令

匹

i

年
て
つ
く
も
の

本

質

的

匹

は

行

政

権

で

な

米

国

が

沖

縁

匹

お

い

て

行

使

し

て

い

る

司

法

栢

は

、

翡
t臣
訂
韮

4

•­

•‘ 
r~ •一 ・． 

、一、

こ
れ
は
、 ．ヽ

い

わ

ゆ

る

大

、

ら
1
-
k,q
t
,

九

五

米

国
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答
具

体

的

態

様

忙

つ

い

て

は

最

終

的

に

は

わ

が

国

の

穴

法

r

刑

事

司

法

の

基

本

と

し

な

が

ら

r

刑

裏

裁

判

と

い

う

も

の

の

本

質

か

ら

し

て

、

そ

の

引

継

ぎ

の

な

復

帰

を

図

る

と

の

観

点

か

ら

そ

の

裁

判

栢

は

原

則

と

し

て

引

き

継

ぐ

こ

と

は
r

民

裏

事

件

の

場

合

と

同

様

に

社

会

秩

序

の

安

定

性

を

維

持

し

つ

つ

円

滑

を

す

る

こ

と

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

に

対

し

て

ヽ

刑

事

事

件

の

場

合

陀

ら

そ

の

裁

判

岩

を

引

き

継

幻

U

r
 

か

っヽ

般

的

に

引

き

汽

き

裁

判

及

び

執

行

叶
6

、

＇̀’ぃ
r

社

会

秩

序

の

安

定

性

を

維

持

し

つ

つ

円

滑

な

復

帰

を

図

る

と

の

鰐

点

か

て

の

差

判

権

の

引

継

ぎ

を

規

定

す

る

も

の

で

あ

る

が

、

民

享

事

件

陀

問

五

2

項

及

び

3

項

は

r

19 

な

い
W
i
l
l
 
••••••• 

)
 

2

衷

で

は

r

つ
い

て

そ

れ

ぞ

れ

民

事

及

び

刑

事

の

存

展

中

の

事

件

匠

つ

い

と

な

っ

て

い

る

理

由

い

か

ん

。

又

は

開

始

す

る

-

（

J
a
p
a
n
 
..••. 

と

あ

る

3

項

で

こ

と

が

で

き

る

。

の

に

r

は

‘̀ 

m
a
y
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
 
)
 

「

引

ぎ

統

き

手

結

r

を

行

r
 

「

引

き

続

き

裁

判

及

び

執

行

を

す

る

。

」
(
J
a
-
p
a
n

…
•
•



..... 

；杵

か

ら

生

じ

た

も

の

で

あ

る

。

的

理

念

上

の

要

諄

を

考

度

し

つ

描

の

表

現

上

の

相

違

は

か

か

つ

行

な

わ

れ

る

き

は

当

然

で

あ

り

r

る

民

事

裁

判

と

刑

裏

裁

判

と

の

性

質

上

; • 9. 

_-̀’ •• 
．．
 
-̀

｀
 

,• 

9. 

ベ

.. 
＇ 

御

指

の

相

違



5
 

答

き

で

あ

る

か

ら

r

制

度

r

本

文

言

は

r

す

る

と

い

う

r

こ

と

な

く

」

刑

事

裁

判

権

の

引

継

ぎ

に

あ

た

っ

疑復

者帰

の前

権の

利沖

が親

復の

帰刑

に ・事

伴関で

つ係 ・あ

て法る

覆令゜

えに

さよ

れ

る

又

は

枝

疑

者

の

公

正

な

裁

判

を

受

け

る

権

利

を

そ

被

告

人

又

は

、

こ

と

の

な

い

て

の

茎

本

的

な

態

度

を

で

に

生

じ

た

被

告

人

又

は

被

こ

と

の

な

い

よ

う

に

す

る

と

い

陪

審

制

の

有

無

な

ど

、

手

続

法

等

の

差

異

に

よ

り

招

来

さ

れ

る

取

摂

い

の

相

達

は

、

こ

な

う

も

の

わ

が

国

の

法

制

に

姦

い

て

も

十

分

そ

の

権

利

は

保

膀

さ

れ

て

い

で

は

な

く

r

る

と

い

う

べ

本

条

項

匠

な

ん

ら

抵

触

す

る

も

の

で

は

な

い

。

う

こ

と

で

あ

る

が

r

こ

れ

と

は

別

に

r

般

的

に

宣

明

し

た

も

の

つ

て

す

具

体

的

に

は

、

被

告

人

彼

我

の

司

法

た

と

え

ば

公

訴

時

効

な

ど

r

疑

者

の

も

つ

固

有

の

恕

利

を

い

さ

さ

か

で

も

害

す

る

よ

う

配

慮

刑

事

裁

判

権

の

引

継

ぎ

に

あ

た

っ

て

は

．r

被

と

は

い

か

な

る

問

五

1
2
0

意

味

か

。

を

い

か

な

る

意

味

に

お

い

て

も

害

す

る

栴

定

第

五

条

第

三

項

の

「

被

告

人

又

は

被

擬

者

の

実

質

的

な

描

利

•9 

．．
 `
 

＼
・

9
.
 

．． 
．．
．
 

．
 

．・

r 

—.~_. ,_. 
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36 ぽ

す

る

こ

と

が

で

き

る

ー
＇きな
'ì
m出，
r

．
さ
を
さ
ま
さ
姜
李

i
i
g
)
!！;＿ぎ・
3

ぎふ・
“
§
§
f
t
9
tき
t
i
!！
ー

王

ー

ー

ー

ー

！

1

-

―

-

ー

-

：

L•• 
遭
.
-

l
,
『

-

打

P

n

濯

這

ー

：

：

こ

と

と

な

る

。

匹

裁

判

襦

を

引

苔

は

ぐ

こ

と

と

な

り

、

引

き

銃

き

手

続

を

行

な

い

又

は

開

始

本

弱

は

、

協
定
第
五
条
―
―
―
項
に
よ
り
、

か

か

る

事

件

に

つ

い

て

も

復

帰

の

日

所

又

は

米

民

政

府

裁

判

所

に

係

犀

し

た

で

あ

ろ

う

ご

と

き

厚

件

で

あ

る

。

日

も

し

公

訴

提

恙

が

霰

帰

の

日

前

に

行

な

わ

れ

て

い

い

て

も

公

訴

提

迄

が

復

帰

の

日

前

匹

行

な

わ

れ

て

姦

ら

な

い

も

の

た

な

ら

ば

硫

球

政

府

裁

判

で

あ
っ
て
、

答

具

体

的

匠

は

、

復

憬

前

の

犯

罪

玩

件

で

、

未

発

覚

の

も

の

又

は

発

覚

し

て

た

で

ぁ

ろ

う

刑

宮

亭

件

」

と
は
、

具

体

的

に

い

か

な

る

亭

件

か

。

問

五

21 

「

同

日

前

に

手

続

が

開

始

さ

れ

て

い

た

と

し

た

な

ら

ば

係

属

し

て

い
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刑

事

裁

判

権

や

刑

の

執

行

の

承

継

に

伴

う

国

内

措

置

の

問

題

と

し

て

、

所

定

の

効

力

を

認

め

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

お

ぃ
て
ヽ

が
み
、

＼^ 

遮

当

で

な

い

と

考

え

た

か

ら

で

あ

る

。

も

っ

と

も

、

特

別

措

置

法

案

に

か

く

て

は

、

沖

語

の

刑

罰

法

令

の

刑

と

が

相

互

に

前

科

と

な

っ

て

い

な

い

等

の

事

情

匠

か

ん

こ

と

と

な

る

お

そ

れ

が

あ

り

、

現
在
、

本

土

刑

罰

法

令

の

刑

と

の

裁

判

所

が

し

た

確

定

裁

判

と

す

べ

て
同

こ

と

を

筋

定

上

明

ら

か

に

す

れ

ば

、

前

科

そ

の

他

の

点

匠

の

効

力

を

認

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

つ

い

て

も

、

わ

が

国

答

刑

事

に

つ

い

て

は

、

沖

箋

の

裁

判

所

が

し

た

確

定

裁

判

の

効

力

を

承

認

す

る

い

う

趣

旨

の

文

言

が

な

い

の

は

、

ー

22

荊

事

に

つ

い

て

は

、

な

ぜ

か

。

民

事

と

異

な

り

、

裁
迦
t

の

裳

力

を

承

認

す

る

と

.

.，

.t
i
i
l
l夏菜
蓉
苓
古

l
i弓象
石
苓

tを

5
k
-
i
i豆
i
lし

・・冒目
nHド
ー
ii
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答

の

で

は

な

い

。

定
し
、

こ

れ

左、!....

が日、J少く

拠

（疋

よ

り

こ

の

よ

う

な

措

置

し

て

行

な

う

以

上

、

冠

法

第

条

匠

違

反

す

る

も

を

と

る

こ

と

が

で

セ

さ

る

こ

と

を

合

理

的

な

徳

囲

で

明

引

き

綜

ぎ

行

な

う

こ

と

と

す

る

な

ら

ば

格

別

、

復

帰

の

際

の

特

別

措

置

法

に

ヽ

）
 

1“̀
 

外

国

の

刑

冥

デ

手

況

法

令

等

紅

よ

り

な

さ

れ

た

訴

訟

手

統

や

刑

の

執

行

を

わ

が

国

法

上

な

ん

ら

の

措

置

を

訴

ぜ

ず

、

外

囲

の

刑

罰

法

令

を

適

用

し

た

を

引

き

継

ぐ

こ

と

も

同

様

と

考

え

る

が

ど

う

か

。

沖

縫

の

刑

舌

手

手

統

法

令

等

に

よ

り

な

さ

れ

た

訴

訟

手

続

や

刑

の

執

行

閏

五

23 

外

囲

法

令

で

あ

・エ、
I
U・

憲

法

第

三

ま
た
、

手

i
岳

i
j

i
T̀§
it11§
ぎ
羨
心駐

t
t
J
I
i
t
i
t
j胃
§
F
i

る

沖

縄

の

刑

罰

法

令

を

適

用

し

条

達

反

で

は

な

い

か

。

て

処

罰

す

外

国

法

令

で

あ

る

る

こ

と



心

の

娯

が

う

か

が

わ

れ

る

。

と

こ

ろ

で

今

回

の

沖

鍔

返

還

協

定

忙

お

い

て

は

、

芸

い

て

な

さ

れ

た

裁

判

の

執

行

を

引

き

芭

い

て

行

な

っ

た

こ

と

か

ら

も

、

と
は
、

な

い

限

り

、

下

に

入

っ

を

置

い

て

問

五

24 

わ

が

国

の

懲

法

が

新

た

忙

控

行

さ

れ

た

当

時

、

す

で

に

旧

喪

法

下

に

わ

が

国

の

憲

法

の

禁

止

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

は

な

い

こ゚

の

こ

い

る

裁

判

の

効

果

を

引

老

継

ぐ

こ

と

は

r

そ

の

内

容

が

窓

法

の

条

規

に

反

し

怒

過

措

置

と

し

て

す

で

に

そ

の

以

前

忙

当

該

地

坑

侭

芸

い

て

斎

法

忙

生

じ

て

る

地

装

陀

な

る

場

合

匠

お

い

て

、

て

く

る

r

い

な

＼^ 

0 

新

た

に

わ

が

国

定

の

合

理

的

な

理

由

の

下

に

r

所

要

の

＼^ 

ぃ
か

え

れ

ば
ヽ

の

主

権

の

下

匠

入

し

た

が

つ

て
、

そ

新

た

に

わ

が

国

の

惣

法

が

達

用

さ

れ

あ

る

地

域

が

新

た

匠

わ

が

国

の

主

相

の

よ

う

な

事

慈

を

予

想

し

た

規

定

答

わ

が

国

の

惣

法

は

、

わ

が

国

の

主

摺

が

現

陀

及

ん

で

い

な

か

っ

た

地

域

が

こ

と

は

r

惣

法

第

三

十

二

条

等

に

違

反

す

る

の

で

は

な

い

か

。

全
子
う
ぎ
・
こ

t
i
t
i冨
§
ii3序全
t
i`ず
｀

fti’
書

t
i年
9
§
i
iか
taih2iiiii

.

,

□

ヨ

遍

量

-

遭

一

こ

三

,

l

 
復

帰

前

の

沖

顎

の

裁

判

所

が

し

た

裁

判

の

刑

の

執

行

を

引

き

継

ぐ

つ

て

く

る



.... 

l-
ー，十

そ

の

引

控

宮

の

対

象

と

な

る

裁

判

の

内

容

r

わ

が

沖

翌

の

円

滑

な

復

帰

を

実

現

す

る

う

え

に

必

要

で

あ

る

と

の

観

点

か

ら

沖

箋

そ

の

裁

判

の

効

果

で

あ

る

刑

の

誤

行

を

引

き

競

き

行

な

い

う

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

の

で

あ

っ

刑

の

種

類

等

に

照

ら

し

、

国

の

憲

法

の

各

条

項

に

ふ

れ

る

と

こ

ろ

は

全

く

な

い

と

考

え

る

。

匠

茶

け

る

裁

判

権

を

原

則

と

し

て

引

き

餡

ぐ

と

と

も

匠

r

,
1
,9
 

,• 

•5S 
`
•
‘
し

て
r
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と

考

え

る

布

告

゜

゜
布

令

匹

定

め

る

刑

罰

規

定

に

つ

い

て

逃

用

す

べ

事

滋

令

の

．
i

辛

本

的

逗

念

匠

反

す

こ

と

は

当

然

き

で

な

い

で

あ
の
り
、

‘ 

る

す

る

こ

と

と

す

べ

き

も

の

て

ま

い

り

た

い

こ

の

よ

う

な

臼

点

か

ら

、

今

後

よ

う

な

も

の

が

あ

る

場

合

匠

こ

れ

ら

を

も

た

だ

し

、

定
恣
含
め
て
行
為
時
法
で
あ
る
沖
匹
〗
刑

罰

法

令

を

生

か

し

て

そ

の

点

か

ら

も

、

復

帰

前

の

行

為

に

つ

い

て

は

、

布

告

注
た
、

復

帰

前

の

沖

箆

に

芸

け

る

社

会

秩

序

及

び

法

的

安

定

性

の

維

持

の

綬

こ

の

三

者

が

相

ま

つ

て

沖

蕩

の

刑

罰

倅

系

を

儒

成

し

て

い

る

も

の

で

あ

り

、

日

本

法

、

硫

球

立

法

院

匠

よ

る

立

法

及

び

布

告

、

答

現

在

沖

澄

の

茄

罰

法

令

は

問

五

25 

布

告

及

び

布

令

匠

定

め

る

刑

罰

歳

定

の

取

扱

い

い

か

ん

。

At. 

、
•• 

J
』
·
~

一ぐ』．

．，
1

慶.....、
．．． 
、.-

．．．． 
-．．．．
 

が`
b”
r
,；'`
．．．?：・

と

考

え

る

。

十

分

検

討

し

• ̀  • 

そ

の

楊

合

わ

が

窓

法

や

．

刑

゜

七
d

ま

迫

用

布

令

に

定

め

る

刑

罰

規

布

令

の

つ

に

大

別

さ

れ

、

九

四

五

年

当

時

沖

選

陀

諮

行

さ

れ

て

い

た

旧

•• 
t
・`．．
 
4
7
1
、
〒

f

ソ
全
b
.＂
·妥

•
F
t
5
i
2で
屯
各
．
＆t
-汲
£
ィ

．．
 

m
．

9ti喜こ
こ
裏
紡
を
さ
ー
箪
痘
姦
苓
象
§
.，L
.

•A

-, 



つ
)`
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処

罰

す

る

こ

と

と

し

て

忠

問

題

は

な

い

と

考

え

る

。

て
、

い

わ

ば

刑

法

六

条

の

特

例

と

し

て

、

あ

る

い

は

刑

が

よ

り

璽

い

も

の

が

あ

っ

て

も

、

ま
た
、

そ

の

こ

と

に

よ

し

た

が

つ

て

、

沖

詞

洞

罰

法

令

中

匹

、

本

土

刑

罰

法

令

に

な

い

も

の

が

あ

り

、

hヽn 

§§
TTiiî
1”li"a:ì3
.u

i

 

を

定

め

た

も

の

忙

昏

も

の

で

あ

っ

た

わ

け

で

あ

り

、

ま
た
、
•
そ
の
こ
と
に
よ

で

あ

．

の

こ

の

事

惰

に

な

ん

ら

の

変

更

は

な

い

。

復

帰

後

右

布

告

す

な

わ

ち

、

復

帰

後

に

お

復

焙

径

の

行

為

は

、

当

時

の

沖

誕

刑

罰

法

令

に

よ

り

処

罰

さ

る

べ

き

危

険

を

負

担

し

た

も

の

つ

て

法

秩

序

が

維

持

さ

れ

て

い

た

わ

け

で

あ

る

。

復

帰

の

際

の

経

過

措

樋

と

し

行

為

時

の

沖

縄

刑

罰

法

令

に

よ

り

と
は
、

い

て

も

r

答

復

愚

前

の

行

為

に

つ

い

て

は

、

そ

の そ

本

来

沖

砲

の

刑

罰

法

令

が

遠

用

さ

れ

る

べ

つ

い

て

も

同

祖

と

考

え

る

が

ど

う

か

。

処

罰

す

る

こ

と

は

不

当

で

は

な

い

か

。

さ

れ

る

復

帰

前

の

行

為

に

つ

い

て

、

閉

五

26 

本

土

法

令

よ

り

重

ぃ

刑

罰

本

土

法

令

で

は

処

罰

さ

れ

な

い

も

の

で

、

布

告

゜
布

令

に

よ

り

。

布

令

で

は

処

罰



い斗

結

持

を

図

る

こ

と

が

で

き

る

と

考

え

る

。

つ
て
、

、
、
、
、

包

唇

前

の

い

わ

ゆ

る

や

り

ど

く

を

防

止

し

r

I
r
)
 

、一
ィー

ぎ
・

':-ir"釈門ー
<f-t11駐
§t”
さ
巽

B
i
l
i
i
t
iー
f
i
d
"！
”
4
i
u
1
1
"
"[a

復

帰

前

．後

の

法

秩

序

の



坦5

た

が

つ

て

、

復

帰

前

の

行

為

匠

つ

い

て

、

本

土

の

刑

罰

法

令

i
4ー
ー

ー

望

ー
布
告
、

布

令

の

罰

則

と

い

で

あ

ろ

う

各

分

野

匠

わ

た

る

多

種

多

様

の

も

の

が

あ

り

、

そ

の

刑

罰

体

系

も

本

土

の

り

、

公

訴

時

効

の

期

間

も

長

い

も

の

も

あ

れ

ば

短

い

に

不

利

と

い

う

こ

と

は

米

国

の

占

領

政

策

の

実

現

と

評

し

さ

る

れ

る

布
告
、

的

で

あ

り

、

r6 

き

た

も

の

で

あ

り

、

罰

則

絨

定

と

相

ま

答

布

告

、

問

五

匂

~
。力

り

つ
て
、

い
そ

れ

よ

り

霊

い

も

の

も

あ

る

が

、

つ
キっ
ヵミ

ぃ

て
も
、

布

令

の

罰

則

規

定

も

、

い

.amt笠ふ
恙
“
ー
A
ざ

t}0桑
l

置

盪

遍

讚

璽

布
告
、

布

令

に

．

定

め

る

罰

則

規

定

も

の

も

あ

般

の

施

政

権

下

に

姦

こ

と

さ

ら

別

呉

匹

扱

う

こ

と

は

妥

当

そ

の

規

定

の

内

容

も

、

で

な

い

。

全

体

と

し

て

、

わ

ゆ

る

旧

日

本

法

、

布

令

匠

定

め

る

罰

刷

規

定

を

適

用

す

で

き

な

い

。

つ
て

し

（
注
一
）
、

軽

い

も

の

も

あ

こ

と

は

達

当

で

な

い

ば

か

り

で

な

く

、

い

ち

が

い

に

る

の

は

不

当

で

な

立

法

院

立

法

等

の

復

帰

訂

の

沖

編

の

社

会

秩

序

の

維

持

に

寄

与

し

い

て

必

要

と

さ

ま
た
、

口

匹

明

確

か

つ

合

理

tm! 

て い
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（
注
すべ 二）

硫

球

政

府

の

設

立

ヽ

九

五

二

年

米

国

民

政

府

布

告

第

三
号
）

布
告
、

布

令

が

い

わ

ば

優

位

法

で

あ

る

。

（
注
二
）

な

ぉコ
ヽ

布
告
、

布

令

と

旧

日

本

法

、

立

法

院

立

法

と

の

関

係

は

、

な
っ
て
い
る
。
）

又

は

莱

鋸

に

あ

た

る

も

の

は

五

年

な

い

し

十

五

年

の
（
刑
法
で

公

訴

時

効

と

人

及

び

詐

欺

罪

以

外

は

三

年

で

あ

る

。

は

有

期

の

懲

役

め
ら
れ
、

公

訴

時

効

の

期

間

も

、

布
告
、

布

令

の

犯

罪

中

故

意

殺

法

で

は

た

と

え

ば

窃

盗

匠

つ

い

て

は

十

年

以

下

の

忽

役

刑

）

が

定

物

故

買

の

罰

匹

つ

い

て

五

年

以

下

又

は

六

月

以

下

の

‘--‘’ 

た

と

え

ば

、

荊

法

並

び

に

訴

訟

手

続

法

典

き

こ

と

が

ら

で

あ

る

。

要
は
、 ゜

を

適

用

す

個

個

の

罰

則

規

定

に

つ

い

て

ま
、

1
1
1し

る

こ

と

ー

;
pg.‘
 ••• 

`
E
'.qF
,ト9
.

:

-
9
:
t

ご
g
翌
苫
．
r●
●を
．
ふ
？

•9
[
．
ぶ

f
.：
t
.『．;
．
』·
：
ゃ
・
。．．．． 
A
し

翌

久
忌
を
賓

、
ぷi．さ
ぎ
・
・
を
よ
・
・
・
芦

遠

．苔
・
r
‘
↓
.
`
．S
.`
J
．
勺
．
‘
．
｀

ユ
9
2
‘
さ
さ
；
p

．i

困
予
・
~
，
ふ
界
：
＇・・
足
を
.
をt
i
i
i

頂
茅

・チ

．
．
．

．

、

ー

一

実

質

的

匠

み
•••• •• 

I
 

｀
 
．．
 

｀ 

・ヽ

で

は

‘
 

て

も

必

ず

し

も

不

当

と

は

適

用

の

当

否

な

急

役

刑
• ； 

（
刑

窃

盗

及

び

蕊

い

し

要

否

を

検

討

い
え
な
い
（
注



... ... -. 
. ,・ ． 

..-...:.． 

+7 

従

う

。

で

き

る

。

第

二

条

日
一
し
、

,
1
 

硫

球

列

島

米

国

民

政

府

の

布

告

、

硫

球

政

府

は

、

布

令

及

び

指

令

に

硫

球

に

芸

け

る

政

治

の

全

梅

を

行

な

う

こ

と

が
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し．ヘ

（
注
）

祈やら

憲裁み新

法判れ憲

施所ば法

行に追旅

後よ籾行

‘つと後

恩て思も

赦なわ‘

をされ旧

行れる窓

なたよ法

つ裁う下

た判なの

慕の法軍

例報令刑

が行匠法

あを基‘

る引づそ

°ききの

続‘他

き軍新

行法意

な会法

ぃ-'-'-
‘ 
議か

に

つ
しヘ

て

は

‘
 慈
法

達

反

の

問

題

を

生

法

匠

違

反

し

な

い

限

り

、

複

帰

後

わ

が

国

匠

お

れ

を

執

行

す

（注）

じ

な

い

と

考

え

る

。

い

て

こ

る

こ

と

ゞ
、

な

る

カ

こ

の

楊

合

執

行

の

引

継

ぎ

に

つ

い

て

は

、

刑

の

種

類

、

内

容

が

憲

匠

は

、

近

法

な

効

果

が

発

生

し

、

る

楊

合

確

室

し

た

既

発

の

法

的

効

果

の

引

き

綜

ぐ

と

い

う

問

題

忙

通

常

の

方

法

で

は

助

か

し

が

た

い

も

の

と

な

っ

て

復

帰

前

に

裁

判

が

確

定

す

る

な

ど

し

て

、

す

で

に

沖

選

の

刑

事

閲

係

法

令

上

る

か

ど

う

か

を

申

立

て

又

は

瞼

怒

に

よ

り

判

断

す

後

裁

判

等

を

行

な

う

以

上

、

従

酌

の

手

続

が

わ

が

国

の

憲

法

に

達

合

し

る

こ

と

と

な

る

。

し
か
し
、

て

い

答

復

帰

の

際

係

襲

中

の

手

続

紅

つ

い

て

は

、

そ

の

効

果

を

引

き

紹

い

で

復

帰

が

行

な

つ

い

か

ん

。

問

五

記

底

法

違

反

の

沖

縄

の

刑

睾

関

係

沫

令

を

適

用

し

て

沖

瘍

の

裁

判

所

た

手

読

や

裁

判

の

取

扱

い

品
A-
遭

ー
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答

し

て

処

罰

で

き

る

こ

と

は

い

う

ま

で

も

な

い

が

遅

用

と

し

て

は

、

復

舜

前

の

沖

縄

に

姦

け

る

犯

罪

匹

定

を

適

用

し

て

裁

判

す

る

栴

能

は

、

い
。

沖

鐙

の

刑

し

た

が

つ
て
、

わ

が

国

固

有

の

も

の

で

あ

り

、

今

回

の

か
ら
、

与
フF

匠

つ
い

れ

以

外

の

も

の

侭

て

も

適

用

さ

れ

て

姦

り

、

（注）

刑

法

第

三

条

の

回

外

犯

の

規

定

の

適

用

も

あ

る

。

沖

綺

返

還

協

定

の

刑

事

裁

判

権

の

承

継

と

は

関

係

が

な

つ

い

て

、

本

土

の

国

外

犯

の

規

定

を

適

用

こ

の

国

外

犯

の

規

こ

と

匹

沖

縄

県

民

は

日

本

国

民

で

あ

る

わ

が

回

の

国

外

犯

の

規

定

は

、

復

怖

前

後

を

問

わ

ず

、

つ

い

て

は

）

い

る

の

で

こ

れ

を

さ

ら

に

国

外

犯

で

処

罰

す

る

こ

と

は

排

除

さ

れ

る

が

、

（

復

帰

前

騎

に

確

定

判

決

が

あ

っ

た

も

の

に

つ

い

て

は

既

判

力

が

生

じ

て

犯

と

し

て

処

罰

す

る

こ

と

が

で

き

る

か

。

F C 
一鴫 ←1 
lに」

五

29 

復

帰

前

の

行

為

に

つ
い

て
．ヽ

本

土

の

刑

罰

法

令

を

逹

用

し

て

厨

外

、

tJl籍
駐

til"：
J
1
1
¥
E
1
i
g
1
1り缶
l
i
j
`
§
t

. I 

！． ； 

．̀ 
•ぷ

，・'..
；． ・
9.．： 

沖

樋

匠

お

け

る

犯

そ

・ • 
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（
注
）

予

定

で

ル

罪

ヲ

犯

ジ

タ

ル

日

本

曰

民

二

之

ヲ

適

用

ス

」

「

形

法

第

三

条

本

文

あ

る

と

承

知

し

て

、

い

る

。

の

が

妥

当

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

、

•一 1-
＇と込、
I 

、...,.-
‘’ 広

ノヘヽ

こ

の

点

は

、日

本

国

外

ニ

於

テ

左

翌

用

送

達

で

明

ら

か

に

す

る

鰐

法

令

侭

よ

り

処

罰

で

き

る

も

の

爬

つ

い

て

は

、

原

則

と

し

て

こ

記

餃

ジ

タ

れ

に

よ

る
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（
注
）

止

さ

れ

て

い

た

に

す

ぎ

な

い

旨

判

示

し

て

い

る

が

r

て

潜

在

的

匠

適

用

さ

れ

て

お

り

、

た

だ

‘
 

最

近

で

は

、

大

返

還

前

は

、

裁

判

権

が

停

落

在

主

権

を

根

拠

と

し

て

、

奄

美

大

島

匠

本

土

の

刑

罰

法

令

が

す

べ

か

つ

て

最

高

裁

弁

一

小

法

廷

昭

和

―

―

二

年

三

月

二

八

日

決

定

で

は

、

い

う

前

提

に

た

つ

て

立

案

さ

れ

て

い

る

。

）

。

雇

法

案

も

、

（

今

回

の

返

還

協

定

及

び

特

別

措

全

体

と

し

て

わ

が

国

法

が

復

帰

前

の

沖

縄

匠

及

ん

で

い

な

い

と

れ

て

い
沖

縄

は

平

和

条

約

第

三

条

侭

よ

り

米

国

の

施

政

に

ゆ

だ

ね

ら

れ

て

き

た

の

わ

が

国

の

刑

罰

法

令

が

沖

縄

匠

潜

在

的

匠

適

犀

さ

（迂

理

論

上

も

実

際

上

も

問

題

が

あ

り

最

近

の

裁

判

例

．

も

こ

れ

を

否

定

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

た

と

す

る

の

は

、

で

あ

り

、

し

た

が

つ

て
、

沖

縄

匠

適

用

さ

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

（
最
高
裁
小
法
廷
判
例
」
―

の

で

あ

る

か

ら

、

国

外

犯

の

規

定

匠

限

ら

ず

わ

だ

国

の

刑

罰

裟

令

は

問

五

改

わ

が

国

は

復

帰

前

と

い

え

ど

も

沖

縫

匠

潜

在

主

権

を

有

し

て

い

た

“”¥t喜
i
1.

＇ i99. 
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大

島

以

来

こ

の

見

解

を

踏

裟

し

て

今

日

に

至

っ

っ

た

実

際

の

達

用

が

な

さ

れ

て

い

る
。

て

い

る

。

政

府

は

、

こ
の
間
、

奄

美

年

六

月

二

九

日

決

定

に

み

る

の

沖

逗

匠

お

け

る

犯

罪

は

日

本

国

民

の

国

外

犯

で

あ

る

と

の

前

提

侭

た 阪

地

裁

昭

和

四

.・, 

よ

う

に

、

沖

縄

県

民



-”り3

判

の

効

果

も

引

き

継

ぐ

こ

と

が

妥

当

か

つ

合

理

的

で

あ

る

。

区

別

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

し

た

が

つ，

て
ヽ

民

政

府

の

裁

判

所

が

し

た

裁

前

科

と

な

っ

て

い

る

も

の

で

あ

っ

て

、

裁

判

の

効

果

の

面

か

ら

も

か

れ

こ

れ
い

わ

ゆ

る

政

府

の

裁

判

所

に

お

い

し

た

刑

も

款

行

溢

予

の

可

否

、 て

刑

に

処

す

る

場

合

匠

累

犯

加

重

の

要

否

の

基

礎

と

な

る

は
、

民

政

府

の

裁

判

所

が

科

に

取

り

翠

う

府

の

裁

判

所

の

確

定

裁

判

と

同

様

な

取

扱

い

が

さ

れ

て

姦

り

、

後
日
、

硫

鼓

.
-
．
．
．
．．．．
-

r

 

9
9

.
‘̀̀
 

』一響'

.-・
 

雲
駐
翌
島
丑
き
忌
[
-：い
ま
餐
鵞
’I
.
 

硫

踪

政

府

の

裁

判

所

と

と

も

忙

、

法

を

に

な

っ

て

き

た

も

の

で

あ

り

、

っ

と

っ

た

裁

判

が

行

な

わ

れ

て

き

た

と

考

え

ら

れ

る

こ

と

は

妥

当

で

な

い

。

ま
た
、

硫

球

政

の

の
で
、

こ

れ

を

別

異

法

制

は

異

な

る

が

、

近

代

法

の

詰

原

則

に

答

民

政

府

の

裁

判

所

も

、

沖

閃

の

刑

事

司

そ

の

裁

判

の

執

行

も

、

問

五

ー

31

は

な

い

か

。

民

政

府

の

裁

判

所

が

し

た

裁

判

の

効

果

を

認

め

る

こ

と

は

不

当

で

.、・
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庄

答

（
注
）

昭

和

四

一

年

か

ら

昭

和

四

三

年

ま

で

の

三

年

間

の

平

均

統

計

に

全

体

の

運

営

と

し

て

は

、

形

式

的

に

軽

重

を

論

じ

え

な

い

と

思

わ

れ

る

。

他
方
、

わ

が

国

の

裁

判

所

の

量

刑

と

は

結

果

的

匠

か

わ

が

国

匠

は

み

ら

れ

な

い

善

時

制

等

の

執

行

面

の

阿

整

制

度

も

あ
一
り
、

な

り

兵

な

る

も

の

と

な

る

が

、

ま
、
ll 

刑

の

方

式

を

異

匠

し

、

訴

因

ご

と

忙

刑

を

宣

告

す

る

等

の

事

惰

や

ら

、

軽

重

を

比

べ

る

こ

と

は

妥

当

で

な

い

。

な

ぉコ
ヽ

民

政

府

の

裁

判

所

匠

つ

い

て

め

る

率

が

本

土

よ

り

か

な

り

高

く

な

っ

て

お

り

（
注
）

ヽ

い

ち

が

い

匠

そ

の

ヵ:
ヽ

他
方
、

裁

判

の

対

象

と

な

る

犯

罪

匹

つ

い

て

み

る

と

、

凶

悪

犯

罪

の

占

が

し

た

裁

判

の

方

が

、

重

い

刑

の

占

め

る

率

が

わ

ず

か

に

高

く

な

っ

て

い

る

不

当

忙

重

い

と

は

思

わ

れ

な

い

統゚

計

的

に

み

る

と

、

筑

球

政

府

の

裁

判

所

沖

縄

の

裁

判

所

が

し

た

裁

判

が

、

本

土

の

裁

判

所

の

裁

判

匠

比

べ

般

に

こ

れ

を

そ

沖

嗣

の

裁

判

は

本

土

忙

比

べ

の

ま

ま

執

行

す

る

の

は

不

当

で

は

な

い

か

。

問

五

ー

32

殻

侭

重

い

と

い

わ

れ

て

い

る

が

、

•• 

5
?
.
 

考
斎
逹
尋
す
点
ま
品
翌
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裟
ラ
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遭

這
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合
は
、

と

な

っ

て

い

る

。
゜

か

な

り

低

く

な

゜

殺
人
、

六

二

％

で

あ

る

の

に

対

し

、

本

土

で

は

0

強

盗

致

死

傷

、

む

し

ろ

本

土

の

方

が

高

い

が

、

9

.

 

．．
 

o
 
.
 

•.•• 

i
.
5
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．．
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.

 

、

．

ヽ
；

．`
＇

ぷ
匡玉

算

5

●-し
.

.

.
•.

. 

-
.
 

-

冨

ー

；．；
＇、渭

冬
裟

g
g王
苔

遭
彊
置
量

-

％

で

あ

る

の

忙

対

し

、

沖

縄

で

は

0

沖

糎

で

は

二

七

％

で

あ

っ

て

、

よ

る

と

、

● ? 

... 
ー，．．

本

土

で

は

0

こ

れ

忙

対

し

、

。

三

％

と

な

-
0
年

を

こ

え

る

も

の

に

に

よ

る

求

公

判

人

員

の

全

求

刑

人

員

に

占

め

る

右

三

年

間

の

平

均

割

-

％

で

あ

る

の

に

対

し

、

つ

て

い

る

。

本

土

で

は

0

゜
七

強

盗

強

姦

。
三

七

％

つ
い
て
は
、

つ

て

い

て

、

自

由

刑

を

科

せ

ら

れ

た

者

の

う

ち

無

期

が

沖

縄

で

は

0

。
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答

も度

のを．

で尊

ぁ ・言

るし
0 、

仮

匠

復

帰

前

に

確

定

し

た

裁

判

で

執

行

ず

み

の

も

の

に

つ

い

こ

れ

ら

を

原

則

と

し

て

引

ぎ

継

ぐ

こ

と

を

た

て

ま

え

と

し

た

て

引

き

綜

ぐ

こ

と

と

し

た

ゆ

え

ん

は

、

復

帰

前

の

沖

縄

の

刑

事

法

制

裁

判

制

い

を

明

定

し

た

に

と

ど

ま

り

、

き

で

あ

っ

た

事

件

に

項

に

お

い

て

、

こ

れ

ら

の

裁

判

所

が

し

た

最

終

的

裁

判

の

執

行

を

原

則

と

し

ベ

つ

い

て

の

裁

判

指

を

原

則

と

し

て

引

き

継

ぎ

、

第

四

府

の

裁

判

所

及

び

硫

球

列

島

米

国

民

政

府

の

裁

判

所

に

係

扇

中

又

は

係

属

す

同

条

第

三

項

匠

姦

い

て

、

、4

ヽ

る

カ

同

条

は

、
つ
い

返

還

揺

定

第

五

条

は

、

み

の

も

の

に

て

は

直

接

触

れ

て

い

な

い

こ

と

は

ご

指

摘

の

と

お

り

で

あ

裁

判

指

の

引

き

継

ぎ

に

悶

し

必

要

最

小

限

度

で

そ

の

取

扱

復

帰

の

際

琉

昧

政

復

帰

前

匠

確

定

し

た

沖

縄

の

刑

察

裁

判

で

執

行

ず

で

は

な

い

と

考

え

る

が

ど

う

か

。

返

還

協

定

第

五

条

は

何

も

鰊

れ

て

い

な

い

の

で

、

引

き

継

ぎ

の

対

象

問

五

ー

33

復

帰

前

に

確

定

し

た

刑

事

裁

判

で

執

行

ず

み

の

も

の

に

つ

い

て

は

、

-5
忠
翠
妾
E
ぎ
苓
i

,

t

i
T}．J
<
i
l

-

！
・・テ
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協

定

第

五

条

の

大

原

詞

に

反

す

る

こ

と

と

な

る

と

考

え

る

。

た

人

人

の

地

位

が

、

J
.

＇,.
9
 

B
 

萎
姜
§
fざ
吝
営
烹
忍

ぎ
筍

9

象
社
長
が
涅
守
登
忍
幸

g度
を
羹
g.A箋
｀
函
で

遭

n
n
l
"藉
罪
至
5

濯

量

奮

-

や

り

直

し

方

式

を

と

り

う

る

こ

と

と

す

れ

ば

係

属

中

又

は

執

行

中

の

事

件

の

扱

い

と

著

し

く

均

衡

を

失

す

る

ば

か

り

で

な

く

、

て
は
、

著

し

く

不

安

定

と

な

り

、

な

ん

ら

の

効

力

を

認

め

ず

、
． 

そ

の

裁

判

の

対

象

と

な

っ

裁

判

潅

の

承

継

と

い

う

返

還

弯

美

大

島

返

還

の

と

き

と

同

じ

ょ

う

な



聾

答
諸

原

則

匠

基

づ

い

て

運

営

さ

れ

て

き

た

も

の

で

あ

っ

て

、

か

れ

こ

れ

区

別

す

て

き

た

も

の

沖

縄

の

裁

判

所

が

し

た

刑

事

裁

判

を

や

り

直

し

又

は

再

裁

判

す

べ

米

国

民

政

府

の

裁

判

所

が

そ

の

円

滑

な

復

帰

を

図

る

必

要

が

あ

る

と

い

う

観

点

か

ら

、

で
あ
り
、

法

制

の

相

違

は

あ

る

と

は

い

う

も

の

の

、

近

代

法

の

も
、

硫

球

政

府

の

裁

判

所

と

と

も

匠

、

沖

霞

の

刑

亭

司

法

の

翼

を

忙

な

っ

府

の

裁

判

所

が

し

た

裁

判

に

つ

い

て

も

、

全

く

同

襟

で

あ

っ

て

、

同

裁

判

所

は
、

所

期

の

目

的

を

達

し

え

な

い

こ

と

と

な

る

。

こ

の

こ

と

は

、

米

国

民

政

沖

縄

の

刑

幸

宇

裁

判

を

い

わ

ば

殻

的

に

否

定

す

る

よ

う

な

措

置

を

と

る

こ

と

蠅

の

刑

事

裁

判

指

を

引

き

継

ぐ

こ

と

と

し

た

も

の

で

あ

り

、

こ

れ

と

は

逆

に

、

原

則

と

し

て

沖

返

還

協

定

は

、

沖

鐙

の

社

会

秩

序

を

維

持

し

、

法

的

安

定

性

を

確

保

し

て

、

て
も
、

返

還

協

定

違

反

匹

な

ら

な

い

と

考

え

る

か

ど

う

か

。

に

つ

い

て

は

、

そ

う

す

ぺ

き

で

は

な

い

か

。

こ

の

よ

う

に

し

問

五

ー

34

き

で

は

な

い
か
。

特
に
、

ま
た
、

し

た

刑

恵

裁

判

暑

I5i-

庶
忌
避
恙

t
喜を
U
i

_

-

｀
 

，， 

ヽ
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の

趣

旨

に

反

す

る

こ

と

と

な

る

。

効

果

を

般

的

に

否

定

す

る

結

果

と

な

り

、

ゃ

り

直

し

の

場

合

と

同

様

廊

定

さ

ら

に

、

い

わ

ゆ

る

再

裁

判

の

道

を

講

ず

る

こ

と

も

、

結

局

沖

痘

の

裁

判

の

こ

と

か

ら

し

て

、

明

ら

か

に

協

定

の

趣

旨

匠

反

す

る

同

条

第

四

項

忙

こ

と

に

な

る

と

考

え

る

。

茎
し
、

俎か

委

い

て

刑

の

献

行

を

引

き

船

ぐ

た

て

ま

え

を

と

っ
た

拐

定

で

は

、

そ

の

第

五

条

第

三

項

匠

お

い

て

原

則

と

し

て

刑

事

裁

判

権

を

承

方

式

を

と

る

こ

と

は

、

る

ま
た
、

般

的

匠

い

わ

ゆ

る

や

り

直

し

’
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こ

と

は

相

当

で

な

い

と

考

え

る

。

．
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答

る

こ

と

と

し

た

つ

て

‘

刑

声

'

-

訴

訟

法

の

再

審

等

の

規

定

が

い

ず

れ

の

確

定

裁

判

匹

も

適

用

が

あ

い

る

救

済

手

続

が

適

用

で

き

る

こ

と

が

妥

当

で

あ

る

。

し

た

が

の

裁

判

所

の

い

ず

れ

に

つ

い

て

も

、

玖
在
、

わ

が

国

の

法

令

上

認

め

ら

れ

て

が

あ

る

場

合

も

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

の

で

、

琉

球

政

府

の

裁

判

所

と

民

政

府

た
だ
、

つ

い

て

は

、

問

痙

る

以

上

、

復

帰

後

そ

の

刑

の

執

行

を

行

な

う

た

て

ま

え

を

と

る

法

的

効

果

で

あ

る

か

ら

、

原

則

と

し

て

刑

事

裁

判

権

を

承

継

す

る

こ

と

と

す

復

帰

前

に

陪

定

し

た

刑

事

裁

判

は

、

復

帰

前

匠

生

じ

た

既

発

の

確

定

し

た

考

え

る

が

ど

う

か

。

特

匠

民

政

府

の

裁

判

所

の

最

終

裁

判

に

つ

い

て

そ

の

必

要

が

あ

る

と

再

審

の

特

例

な

い

し

再

裁

判

の

道

を

設

け

る

べ

き

で

は

な

い

か

。

問

五

ー

35

復

帰

前

に

確

定

し

た

刑

第

裁

判

の

再

者

等

の

救

済

措

置

い

か

ん

。
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は

な

い

と

考

え

る

。の

で

あ

る

。

個

個

の

確

定

裁

判

の

当

否

侭

よ

う

忙

す

る

，
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．
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こ

と

と

な

る
。

則

と

し

て

刑

事

裁

判

塩

を

承

綜

す

る

と

い

う

‘ぢ
地

菩
起

存？
四

r 
疋

の
ギ→
-r. 
怯土~A 

旨

陀

も

反

す

る

法

的

安

こ

．

ー

よ

う

装

そ

t

が

あ

る

ば

か

り

で

な

く

、

含
J

7

1

,

7

4

 

定

性

と

且

疾

を

そ

結

局

原

拡

大

し

た—

り

‘̀ 

再

裁

判

の

道

を

誼

ず

る

の
は
、

沖

還

の

裁

判

の

―

で

あ

る

。

注
た
、

哀

行

の

再

審

制

度

匠

大

幅

な

特

例

を

設

け

て

再

蓉

睾

由

を

の

つ

と

っ

た

も

の

特

忙

別

異

に

飯

う

必

要

は

な

い

と

考

え

た

か

ら

キ
よ
ヽ，
 
同

裁

判

所

の

刑

享

手

笠

は

、

法

測

こ

そ

呉

な

れ

、

近

代

法

の

詐

原

則

に

特

忙

民

政

府 厄
委
浜
蛋
足
慇
窟
宕
ヽ
急
宙
翌
互
唇
屈
藁
斎
蛍
喜
き
養`

g吾
§
を
＆
§
岳
｀
己
辰
吝

置

g19-

1

9

ー

還

潟

置

i
-

ノ
．＂

の

裁

判

所

の

最

終

裁

判

忙

で

あ

り

、

こ

と

と

す

る

つ

い

て

特

例

を

設

け

な

か

っ

た

の

.
,
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て

わ

が

国

に

お

い

て

解

決

す

る

こ

と

が

刑

事

政

策

的

匠

も

妥

当

で

あ

る

と

判

と

と

の

関

連

で

生

ず

る

問

題

で

あ

る

の

で

わ

が

国

の

刑

事

補

償

法

を

適

用

し

の

問

題

に

つ

い

て

は

、

裁

判

匠

関

連

す

る

い

る

い

ろ

な

効

果

を

引

き

継

ぐ

こ

つ

て

い

る

こ

と

は

徊

承

知

の

と

均

り

で

あ

る

と

こ

ろ

、

街

指

摘

の

刑

事

補

償

既

発

の

裁

判

に

関

連

す

る

効

果

を

原

則

と

し

て

認

め

る

と

の

た

て

ま

え

を

と

姦

け

る

社

会

秩

序

及

び

法

的

安

定

性

の

維

持

と

い

う

観

点

か

ら

、

復

帰

前

の

答

刑

事

裁

判

の

引

継

ぎ

に

つ

い

て

返

還

協

定

第

五

条

が

、

復

帰

前

の

沖

縄

匠

な

い

の

か

。

理

由

は

な

い

判

決

匠

よ

り

服

役

し

て

い

打
が
祷
佼
す
る

の
で
、

米

側

匠

荷

俊

を

要

求

す

べ

き

で

は

て
は
、

さ

れ

る

こ

と

匠

な

る

と

承

知

し

特

に

民

政

府

裁

判

所

た

者

等

に

係

る

捕

債

陀

つ

い

日

て
い

る・

ヵ:
ヽ

の

問

五

i

36 

裁

判

の

結

果

無

罪

と

な

つ

い

て

も

刑

事

補

償

法

が

遮

用

復

帰

前

の

薙

定

判

決

等

匠

i
i
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:
＇
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ぢ

i
lつ

き

復

帰

後

再

審

、

っ

た

者

等

匠

非

常

上

告

に

よ

る
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え

る

。

い

に

す

る

こ

と

は

返

還

協

定

第

五

条

の

趣

旨

か

ら

し

て

も

適

当

で

な

い

と

考

政

府

裁

判

所

関

係

の

も

の

と

民

政

府

裁

判

所

関

係

の

も

の

と

を

異

な

っ

た

扱

面

し

た

も

の

で

あ

る

。

な

ぉ
ヽ

刑

事

補

償

法

を

造

用

す

る

匠

あ

た

つ

て

硫

球
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答

範

囲

外

の

事

が

ら

で

あ

る

。

能

匠

発

す

る

も

の

で

あ

り

、

本

協

定

匠

よ

り

引

き

継

ぐ

べ

き

刑

事

裁

判

権

の

会

誤

は

引

継

ぎ

の

対

象

と

は

な

ら

な

い

。

こ

れ

ら

は

い

ず

れ

も

軍

固

有

の

権

米

国

民

政

府

の

裁

判

所

に

限

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

て

苓

り

、

問
五

本

返

還

協

定

で

は

、

裁

判

塩

や

誤

行

を

引

き

継

ぐ

べ

き

裁

判

所

の

対

象

を

硫

球

政

府

の

裁

判

所

と

米

軍

の

軍

法

37 

復

帰

前

の

沖

羅

匹

お

け

る

米

軍

の

軍

法

会

熊

を

ど

う

取

り

扱

う

か

。
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第

五

条

匠

関

す

る

合

意

識

事

録

第

二

項

に

お
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答

l

す

る

も

の

で

あ

る

。

問

五

こ

の

こ

と

は

す

合

意

隣

事

録

3

項

第

二

文

は

こ

の

点

を

念

の

た

め

確

で

に

地

位

協

定

第

十

七

条

l

向

の

定

め

る

と

こ

ろ

忙

合

致

罪

に

つ

い

て

特

匠

裁

判

権

を

引

き

総

ぐ

こ

と

を

し

な

か

っ

た

も

の

で
あ
り
、

会

秩

序

の

維

持

が

図

ら

れ

る

こ

と

と

な

る

の

で

、

米

軍

人

の

復

帰

前

の

犯

の

駐

留

を

認

め

る

以

上

軍

法

会

殿

そ

れ

な

り

匠

社

軍

の

潅

能

と

し

て

行

な

わ

れ

る

も

の

で

あ

り

、

は

消

滅

せ

ず

存

続

し

、

か

つ
、

復

帰

後

吟
月^

れ

て

い

な

い

が

、

そ

も

そ

も

軍

法

会

誤

は

軍

の

本

質

的

な

襲

性
で
あ
り
、

に

も

米

軍

協

定

第

五

条

は

、

軍
・
法

会

諧

匠

係

る

亭

件

の

引

鎚

ぎ

匠

つ

い

て

は

直

接

れ

ず

合

意

諮

亭

録

で

処

理

さ

れ

た

の

は

お

か

し

い

の

で

は

な

い

か

。

は

新

た

な

立

法

事

項

で

あ

り

、

か

か

る

事

項

が

協

定

本

文

で

処

理

さ

件

匠

つ

い

て

日

本

側

が

刑

事

裁

判

権

を

行

使

し

な

い

こ

と

と

す

る

の

日

本

国

内

で

こ

と

と

し

、

ま
た
、

逆

に

、

そ

の

よ

う

な

事

改3

米

軍

人

匠

．．．． 

寄，＇
一

逼
．＂』鴇
暑
逼
這
”

行

使

す

る

つ

ぎ

復

帰

前

の

犯

罪

に

つ

い

て

米

側

が

刑

事

裁

判

権

を
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2
 認

し

た

も

の

侭

す

ぎ

な

い

。

と

こ

ろ

で

あ

り

、

合

意

議

事

録

3

項

第

文
は
、

る

こ

と

は

地

位

協

定

第

十

七

条

1

項

国

匹

お

い

て

も

明

確

に

さ

れ

の

点

を

念

の

こ

た

め

確

て

い

る

が

米

軍

人

匠

対

し

て

日

本

国

匹

お

い

て

裁

判

施

を

行

使

す

る

楢

利

を

有

す

絃

国

娯

法

上

当

然

認

め

ら

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

り

、

第

2

に
、

米

軍

当

局

を

復

帰

前

の

犯

罪

匹

つ

い

て

復

怖

後

も

わ

が

国

内

で

行

な

い

う

る

こ

と

は

対

し

軍

の

権

話

の

慈

と

し

て

行

な

う

軍

法

会

誤

匠

よ

る

裁

判

指

米

軍

が

、

そ

の

軍

人

に

て

箪

法

会

諮

の

裁

判

権

を

行

使

し

う

る

こ

と

に

つ

い

て

は

、

ー
，
素
毎
喜

r
し
，

i
.t・ー

認

し

た

も

の

匠

す

ぎ

な
い
。

米

軍

人

の

復

帰

前

の

犯

罪

に

帰

後

も

引

き

続

き

米

軍

の

駐

留

を

認

め

る

限

り

、

の

行

使

ざ
っ

1

疋
、

告

ハ

ー

、

復

つ

い

て

米

側

が

復

帰

後

も

わ

が

国

に

姦

い

品
困
箋
醗
奎

.i
i‘,
4
1
`
;̀
ir1
.“
7}

｀11F
i
lコ
iii
3・ヤ
4

-

―
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答

す

る

も

の

で

あ

っ

て

そ

れ

自

体

当

然

の

規

定

で

あ

る

が

、

前

記

の

犯

罪

の

処

匠

つ

い

て

は

行

政

協

定

第

十

七

条

の

規

定

が

造

用

さ

れ

る

こ

と

を

明

ら

か

に

地

位

協

定

第

十

七

条

地

位

協

定

発

効

前

に

犯

さ

れ

た

罪

た

理

由

に

つ

い

て

は

す

（

前

問

参

照
）

復

帰

前

の

軍

人

の

犯

罪

に

旨

規

定

し

返

還

協

定

で

は

軍

法

会

説

に

関

す

の

中

匠

あ

る

理

由

い

る

経

過

親

定

は

、

つ

い

て

の

差

定

を

協

定

の

合

意

誤

事

録

に

入

れ

で

に

述

べ

た

と

お

り

で

あ

る

。

立

項

の

趣

旨

は

、

入

れ

る

べ

き

だ

っ

た

の

で

は

な

い

か

。

項

が

協

定

本

文

か
ん
。

返

還

協

定

で

も

本

文

匠

合

意

懇

事

録

の

中

に

規

定

さ

れ

て

い

る

の

匠

地

位

蕊

定

第

十

七

条

l2 

の

逐

旨

い

か

ん

。

の

事

件

爬

対

存

在

し

た

規

定

を

適

用

す

る

。

l 

て

い

る

が

、

こ

の

規

定

し

て

は

、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

行

政

協

定

第

十

七

条

地

位

協

定

第

十

七

条

立

項

は

、

の

効

力

発

生

前

に

犯

し

た

い

か

な

る

罪

に

も

適

用

し

な

い

。

そ

れ

ら

の

当

該

時

に

問

五

39 
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の

条

の

規

定

は

、

こ

の

協

定
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今

‘
 を

妥

当

と

し

た

も

の

異

は

生

ぜ

ず

、

て

国

会

承

認

の

対

象

に

な

ら

ず

、

定

を

議

定

圭

芦

本

文

匠

入

れ

て

も

合

意

譜

事

録

に

入

れ

改

正

で

し

た

が

つ

て

、

あ

り

し

た

が

で

あ

る

。

つ

規

定

の

性

質

上

監

事

録

に

入

れ

る

こ

と

て

心

実

質

的

な

差

本

件

経

過

規

い
た
。

録

で

処

瑳

さ

れ

た

理

由

と

し

て

は

、

こ

の

説

定

雹

が

行

政

協

定

の

rr八
H
立
口

旨

規

定

さ

れ

て

諮

定

奎

芦

の

楊

合

匠

本

件

経

過

規

定

が

合

．

意

扇

事

陀

．

存

在

し

た

行

政

芭

定

第

十

七

条

の

親

定

が

適

用

さ

れ

る

も

の

と

す

る

。

」

れ

な

い

。

そ

れ

ら

の

事

件

匠

対

し

て

は

｀

定
は
、

包

定

奎

声

の

効

力

発

生

前

匹

犯

さ

れ

た

の

場

合

は

、

詰

定

圭

芦

の

合

意

襲

事

録

匠

姦

い

て

、

「

こ

の

懇

定

書

の

規

罪

匠

も

逹

用

さ

（
参
考
）
行

政

協

定

第

十

七

条

を

改

正

す

倍
箋
案
墨
霞
婁
暑
覧
屋
簾
晋
琴
し
黍
震
忠
晨
鸞
窪
屋
置

•
6
-

••• 
““.7,3`

|

△

『

S
9
J
I

.

i

珪

に

必

要

な

範

囲

内

で

行

政

協

定

の

閲

係

規

定

が

国

会

承

認

条

約

た

る

地

位

る

議

定

書

。
九

。
二
九

ヽ

念

の

た

め

協

定

本

文

匠

入

れ

た

も

の

で

あ

る

。

協

定

発

効

後

も

有

効

な

も

の

と

し

て

存

続

す

る

t

1ヽ

ん

カ

aヽ

こ

と

に

カ

.'. 

こ

の

患

定

書

の

効

力

発

生

前

い

か

な

る

こ

と

と

な

る

（
一
九
五
三
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答

問

題

は

な

い

。

七

条

の

関

係

規

定

に

よ

る

こ

と

と

す

る

の

は

こ

と

で

あ

っ

て

な

ん

ら

米

間

に

特

に

別

段

の

つ

き

当

該

途

捕

が

行

な

題

匠

わ

れ

る

崇

に

達

用

さ

れ

て

当

然

の

い

る

地

位

格

定

第

十

合
．
意
を

し

な

い

限

り

、

逮

捕

の

相

互

協

力

等

手

続

的

問

第

十

七

条

12

項

の

楊

合

と

は

な

ん

ら

関

係

な

い

ま゚

た

か

か

る

場

合

に

、

日

地

位

協

定

第

十

七

条

r・-1 

(a) 

の

定

め

る

と

お

h
ノ
で
あ
―

つ

て
r

本

件

は

地

位

協

定

誤

が

引

き

続

き

処

理

す

る

こ

と

匠

な

る

こ

と

は

、

す

で

に

述

べ

た

と

姦

り

ヽ

沖

誕

返

還

の

ご

と

ぎ

場

合

匠

米

軍

人

の

復

婦

前

の

犯

罪

匠

つ

い

て

軍

法

会

盾

し

位

器

定

第

十

七

条

て

い

る

の

で

は

な

ぃ
か

゜

の

関

係

規

定

匹

よ

る

こ

と

と

な

っ

て

い

る

の

は

矛

五

条

の

合

平

思

誤

亭

録

で

は

、

復

帰

前

犯

罪

に

つ

い

い

て

は

行

政

葛

定

匠

よ

る

こ

と

と

な

っ

て

い

る

の

に

問

五

約

こ

『
•一

”
ご

-i
＇`

し

ll蒐
II喜ユ
地

位

協

定

第

十

七

条

立

項

で

は

、

の

協

定

発

効

前

の

の

軍

人

の ...' 

て

怠

地

返

逹

協

定

第

犯

罪

に

つ
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2
 

答

1 ・.'・

れ

よ

う

。

(b) 匠

関

す

る

協

力

そ

の

他

）

確

認

し

た

怠

の

で

あ

る

。

「

関

係

規

定

」

と

し

て

は

、

．
 

（

逮

捨

引

渡

し

の

相

互

援

助

義

務

）

提

出

の

相

互

援

助

義

誘

）

権

を

行

使

す

る

が

、

米

軍

当

局

は

、

問

五

ー

旦

匠
、:とtt 
ぃ
L— 

7

項

固

な

る

も

の

が

あ

る

か

。

と
は
い
か
な
る
・
一
窓
味
か
。

合
幸
ご
磁
察
録

3

項

第

゜
向

蛋
衰
姦
言
聡
翌
養
魯
暑
魯
姜
娑
釜
官

d

見
丘
喜
―
嘉

量

9

湯

漕

環

着

，
囀．
遍

Bii
lSr
、

r.nl
,

‘ 
（

刑

の

執

行

関

係

）

6

項

た

と

え

ば

、

（
捜
査

等

が

考

え

ら

。

証

拠

の

収

集

゜

地

位

協

定

第

十

七

条

5

項
固
゜

か

か

る

裁

判

権

行

使

の

た

め

の

手

続

的

問

題

復

帰

前

の

米

箪

人

の

犯

罪

に

つ

き

復

売

後

も

軍

事

裁

判

一

文

の

地

位

協

定

第

十

七

条

の

「

関

係

規

定

」

（
逮
捕

と

し

て

は

い

か

「

関

係

規

定

が

そ

の

行

使

の

際

に

造

用

さ

れ

る

法

に

よ

ー

つ

て

行

な

わ

れ

る

こ

と

は

当

然

で

あ

り

、

合

意

誤

事

録

の

ご

指

摘

の

点

は

右

を
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あ

る

が

、

い

ず

れ

に

し

て

も

今

後

の

検

討

の

問

題

で

あ

る

。

（

匠

関

す

る

2

の

規

定

を

準

用

す

る

こ

と

と

す

る

の

も

つ

の

方

法

で

註

拉

位

協

定

第

十

七

条

ーの

「
閲

係

緑

定

」

と

し

て

同

条

合

意

際

察

録

3

と

も

話

し

合

い

今

稜

慎

重

に

検

討

し

て

ま

い

り

た

い

゜

る

か

否

か

に

つ

い

て

は

、

沖

繕

住

民

の

利

害

を

十

分

念

頭

匠

溢

き

つ

つ

米

測

つ

き

復

帰

前

の

沖

穏

の

オ

プ

ザ

ゞ

ノ‘

ー

制

度

を

引

き

統

巻

認

め

る

こ

と

と

す

答

復

焙

前

の

軍

人

の

犯

罪

で

沖

縄

住

民

の

利

害

匠

．

直

接

関

係

の

あ

る

事

件

に

わ

ゆ

る

軍

法

会

諮

の

オ

プ

ザ

問

五

．．． 
.. 
: 

＇ ． 
I 

ノ＜

ー

制

度

は

ど

う

42 

な

る

の

か

。

る

と

し

た

場

合

い

複

帰

前

の

軍

人

の

犯

罪

匠

つ

い

て

軍

法

会

器

が

引

き

続

き

蒙

判

す

..，
49‘.，
..‘.-;

.1.̀
49 •• 
9-
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答

ー

43 

゜
高

裁

地

裁

簡

裁

家

裁

三
、

七

0
八

件

（
月
停
一
四
八
件
を
含
む
。
）

九

四

三

件

ニ

四

六

件

四

四

件

四
五
、

一
六

0
、

資

料

な

し

（

六

八

年

十

二

月

末

現

在

）

民

事

事

件

い

硫

球

政

府

裁

判

所

〇

既

済

件

数

（

五

九

ー

六

．九

年

通

計

）

高

裁

八

六

四

件

地

裁

七

五

七

件

簡

裁

一
六

八

件

家

裁

係

扇

件

数

刑

と

も

）

の

件

数

を

明

ら

か

に

せ

よ

0

r ・・、

‘̀  
． ... 

計

四
、

計

二

0
六
r

九

四

一
件

七

八

九

件

（

以

下

法

務

省

資

料

に

よ

る

）

琉

球

政

府

裁

判

所

及

び

米

民

政

府

裁

判

所

に

か

か

る

事

件

（
民

c
 

,
'
’
り
ーI
I
,.
、

l
り
l
l
l
l_
ー

1l"“

問

五

ー
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(1) (2) 

理

年

は

地

裁

高

裁

〇

既

済

件

数

刑

事

事

件

求

し

て

い

る

も

の

。

）

琉

球

政

府

裁

判

所

一

九

六

二

年

）

米

民

政

府

裁

判

所

三
、
五
二
七
件

九
七
件

六

八

年
一

件

の

み

一
七
五
件

六

九

年

§
裔
青
§
喜
裏
'
‘
,
'
羞
屠
忍
息
危
睾
斎
苺
霞
墓
匿
善
函
雰
裟
国
を
誓
．

覆

邁

一

一

暑

'

-

ー

i
;

現

在

ま

で

の

既

済

件

数

は

全

蔀

で

現

在

係

羅

中

の

事

件

は

下

扱

裁

に

―
―
―
一
件

（

最

も

古

い

事

件

の

受

（

本

件

は

沖

縄

現

地

の

配

電

会

社

の

設

備

に

感

電

し

て

身

体

傷

害

を

受

け

た

米

人

が

損

害

賠

償

を

請

四
、

0
八
五
件
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(2) 

下

級

裁

高

裁

〇

既

済

件

数

三四

一九
0 0 
件件
‘--)‘--}<-ニ‘‘--

（
六

0
ー

六

九

年

通

計

）

〇

硫

球

政

府

裁

判

所

の

言

渡

し

に

係

る

事

件

で

本

年

二

月

末

現

在

那

涵

家

裁

簡

裁
那

覇

地

裁

高

．裁

で

服

役

中

の

も

の

は

四

七

九

人

で

あ

る

。

米

民

政

府

裁

判

所

計
八

0
0
件

〇

係

属

件

数
計
簡

裁

（

本

年

三

月

一
、
四
七
八
件

六
三
、

;‘;‘
 

•• 
i
l
.
ビ
量
a
.
｀

T
ー
・
？
ヽ

•

9
J

・
'

:
•

い
:
:

I

‘
4
.

；

-1

一
八
件

一
日
現
在
）

七
八
三
件

三

0
八
件

九

0
二
件

六

0
、
二
七
八
件

五
四
r

こ
の
う
ち
日
本
人
は

七
一
六
件
）

（
 

計
二
、
六
八
七
件

四
＝
二
件

五
八
、
六
九
一
件
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゜゜
は
ヽ

米

民

政

府

裁

判

所

の

言

渡

し

匠

係

る

事

件

で

本

年

二

月

末

現

在

で

賑

役

中

の

も

の

は

四

人

9

で

全

部

日

本

人

で

あ

る

。

告
、

下
級
裁
）

米

民

政

府

裁

判

所

に

現

在

係

腐

中

の

事

件

は

で

あ

る

。

IIlgi.iIl!！‘-＂,"""り籍註繹

米

民

政

府

裁

判

所

ぽ

よ

た
だ
し
、

つ

て

処

罰

さ

れ

て

い

な

い

。

六

五

年

以

降

を

と

れ

ば

、

人

（

米

箪

瓦

が

枝

六

八

年

の

二

名

を

除

き

、

日

本

人
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答 問
K
I
-

。

r

つ

0
日

匠

駐

立

さ

れ

た

米

国

民

政

誇

の

裁

判

所

及

び

そ

の

径

改

正

さ

れ

た

裁

判

所

を

い

九

五

五

年

三

月

の
日
）

坐

以

降

の

硫

球

政

府

の

裁

判

所

を

さ

す

。

筑

昧

政

府

の

裁

判

所

と

は

、

る

武

判

所

を

及

び

硫

踪

列

島

米

国

民

政

府

の

裁

判

所

」

第
一
F
一
条

六

日

付

け

の

民

政

府

令

第

さ

す

の
か
。

九

四

四

号

に

よ

り

同

年

四

月

米

国

民

政

府

の

裁

判

所

と

は

、

五

二

年

四

月

二

八

日

（

平

和

条

約

発

効

と

は

r

，
具

体

的

胚

い

か

な

に

巽

す

る

合

意

賦

□争
録

2
V
c
い

う

「

硫

球

政

府

の

裁

判

所

?
,．
-
.』

・
’

阻
羞
百
紅
奢
姿
塁
裟
組
姜
昏
屡
斎
恙
翌
尋
善
奮
呑i

＆

翌

．

；

＇

遍

還

冨

遭

覆

1

9
一

直

遭

＿

-
が：
｀aヨ
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答

（注）

返

還

の

際

と

同

様

侭：

平

和

条

約・は

発

効

の

平日
rヽ.

和即

条に

約ま

発で

効さ

のか

日の

前ぼ

の

問

題

判

の

効

力

を

認

め

る

こ

と

は
な
り
q
国

内

措

置

．

の

問

題

で

問

五

1
4
5

民

．
事

裁

判

匠

つ

限

定

さ

れ

る

の

か

。

い

と

な

る

・て

あ

る

。
‘ 

カミ

‘ 

妥

当

で

あ

る

と

判

断

し

た

も

の

で

あ

る

。

哲

定

措

匿

法

に

お~

い
・
j逢
．，＿，ヽ＇ 

-

苔
葵
ヽ
悪
裟
箋
衷
魯
景
翌
全
↓
｝己
望
音
曼
薔
窟
茎
翌
釜
3
包
裟
房
釜
尋
荏
g
養
怒
名
を
歪
槃
督
号
羹
染
蓄
｀
惰
姦
墨
，
＇
患
；

＇

-
-
I
 

濯

一

直

つ

て

裁

て

奎
美

硫

球

政

府

の

裁

判

所

は

な

ぜ

平

和

条

約

発

効

日

以

降

の

裁

判

所

に

返

還

協

定

は

平

和

条

約

第

三

条

の

規

定

に

よ

り

米

国

に

与

え

ら

れ

た

沖

縄

の

施

政

塩

を

わ

が

国

匠

返

還

す

る

た

め

の

協

定

で

あ

る

か

ら

、

協

定

第

五

条

の

対

象

と

な

る

裁

判

所

も

平

和

条

約

発

効

の

日

以

降

の

も

の

と

考

え

る

の

ヵ:
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答

判

所

か

ら

成

り

ー）
ヽ

号

゜

゜

,
；、

．．
 ヽ

.
-..
 

., 

．．
 

シ`・・

.
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.

.
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，. 

• •• 
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•9 
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5

-

d

.
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t
 
•

• 

•(
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賽
意
藝
饗
器

.
.A. 

9
,

＿

•
•

9
r

ぃ
，
．

じ
9

•.. 

，
 
.

.
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愛
釦
嚢
-

I
-

民

政

府

は

、

れ

て

い

る

の

に

、

一

九

五

五

年

四

月一

号

で

あ

る

移

管

さ

れ

る

に

伴

い

、

政

府

長

官

就

任

の

布

告

ー

改

称

さ

れ

た

後

も

、

一
九
五

0
年

琉

球

列

島

米

国

民

政

府

布

告

第

（

軍

政

府

第

裁

判

機

関

は

、

士

官

等

を

も

つ

て

構

成

さ

れ

る

軍

委

員

会

、

。
一

）

ヽ

そ 号

民

政

府

の

裁

判

所

と

改

称

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

が

（

民

さ

れ

た

軍

政

府

裁

判

所

が

、

「

刑

法

並

び

に

訴

訟

手

続

法

典

」

一

九

五

0
年

二

月

五

日

軍

政

か

ら

民

政

へ

諸

島

軍

政

府

第

1
0
日

前

の

民

政

府

の

裁

判

所

は

r

由

い

か

ん

。

同

様

に

平

和

条

約

発

効

の

日

以

降

の

民

政

府

の

裁

判

所

と

し

な

い

理

日

以

降

の

も

の

匠

限

定

さ

れ

て

い

る

の

か

。

五

日

の

布

告

一

号

で

設

立

さ

一
九
五
五
年
・
四
月

硫

球

政

府

の

裁

判

所

と

依

然

と

し

て

、

o

-

―
 九

四

九

年

琉

球

。
三

に

よ

り

設

立

合

衆

国

軍

隊

の

上

級

軍

裁

判

所

及

び

簡

易

軍

裁

な

ぜ

民

政

府

の

裁

判

所

は

¥
0
 

問

五

ー

46

九

五

0
年

―
二
月
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゜

の

実

体

は

、

五

五

年

四

月

判

所

で

は

、

て

の

実

体

を

具

え

る

に

至

っ

た

。

以

上

よ

り

し

て

、

一

九

五

五

年

四

月

一

〇

且

即

の

民

政

府

側

の

裁

判

所

は

協

定

に

よ

る

引

き

継

ぎ

の

対

象

と

す

る

に

は

不

造

切

で

あ

る

と

判

断

し

た

も

の

で

あ

る

。

゜

゜

゜
-

）

 

ヽ

判

所

及

び

簡

易

裁

判

所

が

裁

判

機

関

と

な

り

匠

よ

り

設

立

さ

れ

た

民

政

府

の

裁

琉

球

列

島

民

政

（

一

九

五

五

年

硫

軍

権

能

に

発

す

る

裁

判

梧

関

と

認

め

ら

れ

る

。

し

か

し

r

---

忌
蓄
逍
浮
さ
姜
ざ
森
告
要
忍
街
音
羞
房
と
転
曽
g

意
恣
笙
翠
蕗
酋
箋
恙
淫
ふ
屡
溶
蕊

遍

瀑

ー

｀

lllr
i
l‘4量
直

濯

-

直

項

覆

球

列

島

米

国

民

政

府

布

令

第

一
四
四
号
）

九

••• 

．．
 

．．

＇．．
 ．．
 

.

I

 

．
．
 

.

.

.

.

.
i
．

ー

・
ー

•
9.
t
·

·
-
.

-

1
0
日

発

効

の

刑

法

並

び

匠

訴

訟

手

続

法

典

こ

の

よ

う

な

軍

的

色

彩

は

ふ

つ

し

よ

く

さ

れ

、

副

長

官

に

よ

っ

て

任

命

さ

れ

．

る

合

衆

国

市

民

を

も

つ

て

構

成

さ

れ

る

上

級

裁

（

民

政

府

布

告

第

一
四
四
号
一
。

法

制

上

さ

さ

し

く

民

政

府

の

裁

判

所

と

し
••,’̀  
“ 
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行

急
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さ わ を
-L 

¥i 

一
れ ち

効

力
つ

行

政

主
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の
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匠
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朋

治
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・・
を

0
年

法

舘

-Wu 
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・ニ
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．．
 
も

1ヽ

ヽ
括
s

生

た の の
ャ'- 一L 

の

内

容

し心

..J-
JJ: 

人ノ

幻i「gi.:

る

立

法

九 は

第

匹

四

五

年

四

月

ヽ

い

わ

ゆ

あ

る

が

達

用

さ

れ

か

す

こ
゜

い

て

効

力

を

生

て
r
•こ

ぃ と
今
ユ

（

措

匿

怯

ヵ入

す

ぶ

危

智

姿

息

喜

U

ー

．i

：
I
`
•
I

．
奇
窟
奇
葵
手
苓
・
一
翌
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3
 る

も

の

と

し

、

そ

の

場

ム、
E 

ヽ

そ

の

者

が

ヽ

抑

留

中

ク

し

あ

る

と
．
き
は
適

本

国

の

法

令

及

び

手

茂

尻

従

つ

て

裁

判

潅

を

行

使

す

る

こ

と

が

で
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菩
父
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Fーじ

ぱ
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瞬
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判
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斗

し
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刑

匠
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りヽ
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役

中

の

者

又

米

国

門
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匠

ょ
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裁

判
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．
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＼
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憬
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、
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の
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匂

っ

て

本

土

訴

訟

法

侭

従
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て

運
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さ

れ
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吉

た
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の

判

決
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日

本

国

筑
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政

府

裁

判

所
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ぉ

け

る

訴

訟

手
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憲
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判

を

受

け

た

日

本

国

民

は
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あ

る

゜
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で

い
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れ

も
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本

国

民

で

は

tr ぐ〉

い
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{
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判現
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よ
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四
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子

政
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け
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縄
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ヽ
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れ

ら
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厄
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な
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支
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方
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と

り

人

（
米 再

国逮
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台
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ヽ
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い
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の

手

段

も

な

い

で

は

な

い

が

少

く

と

も

外

て

ヰ
蕊

げ

H1半

侭：

ぶ
i
,Tー

る
。

こ

れ

ら

国、つ

へ1.‘<
 

・

~

匠

お

い

←テ
し

釈

放
す刑

•ベ

呑
J

A
J
 

と

刑

役

老

を

復

J写
ノ行う

吐
Uず

占
J‘‘‘ 匠

み

て

ぅ在

従

来

事

刹

決

を

無

効

と

す

る

こ

L
J
 

艮
＂月

佗 は

の

、
)
ヽ`
し
9
9

（
＼
 

―=--. 仁と
='=・ -マら
似

竺
ジ尺

‘ 

る

゜

こ

れ

ら

匠

つ
い

て

の

法

的

安

定

が

あ

臼
.i-マ
切さ

か勺

形

ー
J
4
 

成

さ

て

忠コ

ゎJ
‘

く

の

社

会

生
要

の

・芸日
吾
ロ

過
千

コ
に

な

で

匠

本

土

法

が

強

判

所

の

裁

判

曹

資

格

さ

れ

た
にコrマ
--‘‘」

事

判

を
苧
元ぷ

定

さ

決

匠

基

て

全

で

匠

夕
多

れ

し＾ー、(_

い

る

＼，ツナ，し
‘.. 

• l 
Q 
ヽ

球

政

府

裁

佼

野
芍
日

15

与

し

た

沖

縄

法

硫

怯

へ

の

指

向

傾

向

い

゜

゜
曹

の

圧

倒

的

多

活

関

x,F，． 
／9{マ

タ’

が
.,! 
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匹
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し

て
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蒋
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の

す

吾

中

て
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ー

ヘ‘
 
て

倅
’̀ 匠

つ

き

ヽ

再

裁

判

の

民

政

そ

の

他

公

序

良

俗

匠

反

す

る
呉ク
+タ-'

'△、
口

匠

限

h"-
ヽ

ま

た

J→ r 

メ勺

し

て

は

憲

法

違

反

府

裁

判

所

の

判

決

匠

巨己J • J 
l-9

百
ニ一ご訂

ア、、
ゥょ
、'-./

芙

語

--し
あ

っ
..:,-テ
Iし

こ

と

も

考
＝苓
屁良

し
ヽ

硫

球

政

郭

で

あ

り

‘ 
ま

た

公

記:-,・止；、

ば
ri‘J 

裁

判
こ
什
一巨’.

忙

姦

け

る

ゴ笞
参 J

判

が

早
Z女

民
七ヒ
且

匠

ょ

る

裁

要

請

を

重

視

す

る

ヽヽ
『ナ“

方

民

I 、
＼口-）

民
-=そゴ
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少ỳ
判

匠

つ

い

て

は

ヽ

法

的

安

定

の

゜

者

等

匠

対

し

て

/rf ic人
FF十
ポ子
士よ•
り以

を

行

う

れク

た
ニとこ

全

l汁` C 
を立
J← 

訴

と

し
ヽ

こ

れ

ら

の

罪

匠

つ

き

有

中=，し
プ'r

の

判

決

が

宕
u
石・

定

し

た

定

の

な

い

手
ヲ巨

忙

っ
い

て

公

訴

を

提

起

さ

r
/
＼
 

よ゚.I
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ナ

ぉュ
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法
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規
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つ
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外

匠

あ

以

上
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刑

慕

吟
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佼

つ
い

て
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ヽ

日
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国

憲
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よ

す

る

の・
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姶

み

ヽ

当

会

は

次

の

原

則

的

方

針

．． 

ー

を

提

言

゜
つ
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五 四

た

も

の

と

み

な

す

。

手

芦

裁

判

所

侭

再

上

訴

さ

れ

た

事

件

忙

琉

球

政

府

の

上

訴

裁

判

所

ま

た

は

高

等

裁

判

所

の

判

決

匠

対

し

民

政

府

上

最

高

裁

判

所

匠

上

告

さ

れ

つ

い

て
は
、

勺
の

．奢

級

匹

対

応

す

る

裁

判

所

が

移

送

時

の

段

階

匹

引

続

き

審

理

す

る

。

そ

の

段

階

に

さ

か

命

令

匠

よ

り

移

送

さ

れ

た

事

件

匹

つ

い

て

は

、

移

送

前

の

琉

球

政

府

の

裁

判

の

阿

つ

て

審

理

を

や

り

直

す

。

た

だ

し

、

高

等

弁

務

官

の

]・ニ3
べ

て

地

方

裁

判

所

匹

公

訴

ま

た

は

訴

え

が

提

起

さ

れ

た

も

の

と

み

な

し

、

ざ
5

判

所

で

引

続

き

審

理

す

る

。

民

政

府

裁

判

所

で

審

理

中

の

訴

訟

匠

つ

い

て

硫

翠

政

府

裁

判

所

で

審

理

中

の

訴

訟

匠

い

て

は

当

該

審

級

匠

対

応

す

る

芦恥

判

｝

所

の

判

決

忙

つ

て

は

申

立

が

あ

っ

た

と

き

は

再

裁

判

を

す

る

。

再

裁

判

の

開

始

は

執

行

を

停

止

す

る

効

力

を

持

た

ず

、

ま

た

再

裁

判

の

結

/

翠

は

従

来

の

判

決

後

正

当

匠

取

得

さ

れ

た

権

利

匠

影

響

を

及

殴

さ

な

い

。

硫

球

政

府

裁

判

所

の

判

決

に

対

す

る

再

裁

判

は

高

等

裁

判

所

の

管

轄

と

す

る

。

民

政

府

裁

判

所

の

判

決

匠

対

す

る

再

裁

判

は

地

方

裁

判

所

の

管

轄

と

す

る

。

た

だ

し

、

高

等

弁

務

官

ーの

命

令

匹

よ

り

琉

球

政

府

の

上

訴

裁

判

所

ま

た

に

高

等

裁

判

所

か

ら

移

送

さ

れ

た

事

件

匠

て

は

高

等

裁

判

所

の

管

轄

と

、一・ノ
る
(')

ぃ

ぃ
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一
っ
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日

本

の

法

令

忙

規

定

の

な

い

罪

匠

つ

き

公

訴

を

提

起

さ

れ

た

者

匠

は

刑

事

訴

訟

法

第

三

百

三

十

七

条

第

二

号

を

適

用

す

る

。

六

公

訴

時

効

、

刑

の

時

効

、

告

訴

、

勾

留

、

執

行

猶

予

姦

よ

び

阿

の

執

行

の

各

期

間

は

通

算

す

る

。

し

』

．

．

，

七

復

帰

前

の

判

決

匠

か

か

る

罪

は

前

科

と

し

て

取

扱

わ

な

い

。

．

＿

八

再

裁

判

匠

よ

り

無

罪

の

判

決

を

受

け

た

者

匹

は

刑

事

補

償

法

を

適

用

す

る

。

九

日

本

の

法

令

に

規

定

の

な

い

罪

匠

よ

っ

て

有

罪

の

確

定

判

決

を

受

け

た

者

r

刑

法

第

二

条

な

い

し

第

四

条

に

定

め

る

罪

（

．硫

球

政

府

の

公

秘

員

は

日

本

国

の

公

務

員

と

み

な

す

）

以

外

の

罪

に

よ

り

有

．罪

の

確

定

判

決

を

受

け

た

者

、

款

行

猶

予

中

の

者

侭

対

し

て

は

特

赦

を

行

な

い

、

沖

蠅

忙

装

け

る

法

、定

刑

の

長

斯

が

当

該

罪

匠

閲

す

る

日

本

の

刑

事

法

令

の

法

定

刑

の

長

期

を

超

え

る

罪

匠

よ

り

有

罪

の

確

定

判

決

を

受

け

た

者

紅

対

し

て

は

減

刑

を

行

な

う

。

十

裁

判

所

法

第

四

十

一

条

、

第

四

十

二

条

、

第

四

十

四

条

、

判

事

補

の

酷

権

の

特

例

等

匹

関

す

る

法

律

第

一

条

、

検

察

庁

法

第

十

九

条

の

適

用

匠

つ

い

て

は

、

硫

球

政

府

に

お

け

る

聯

を

日

本

政

府

に

お

け

る

当

該

職

と

み

な
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議
の
申
立
て
を
却
下
す
る
決
定
に
対
す
る
訴
え
に
係
る
事
件
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
琉
球
政
府
の
高
等
裁
判
所

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
旧
高
等
裁
判
所
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
沖
縄
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他

の
手
続
は
、
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
本
邦
の
相
当
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
と
み
な
ナ
。

旧
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
沖
縄
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
（
分
限
事
件
●
刑
事

事
件
及
び
少
年
の
保
護
事
件
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

福
岡
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
本
邦
の
相
当
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
と
み
な
す
。

立
法
院
議
員
選
挙
法
、
市
町
村
議
会
議
員
及
び
市
町
村
長
選
挙
法
（
第
十
六
条
第
一
項
（
第
二
十
一
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
C

)

、
行
政
主
席
選
挙
法
又
は
沖
縄
住
民
の
国
政
参
加
特
別
措
置
法
に
基
づ

＜
衆
議
院
議
員
及
び
参
議
院
議
員
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
事
件
（
刑
事
事
件
を
除
く
こ
に
つ
い
て
琉
球
政
府
の

地
方
裁
判
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
旧
地
方
裁
判
所
一
と
い
り
。
）
に
お
い
て
沖
縄
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の

受
理
そ
の
他
の
手
続
は
、
福
岡
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
本
邦
の
相
当
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
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3
 相

当
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
と
み
な
す
。

と
＇

冨
9
9
.
.
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沖
縄
の
電
波
法
の
規
定
に
よ
る
事
件
（
刑
事
事
件
及
び
同
立
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
異
議
の

申
立
て
を
却
下
す
る
決
定
に
対
す
る
訴
え
に
係
る
事
件
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
旧
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
沖
縄
法

令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
は
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
本
邦
の
相
当
法
令
に
よ
り
し
た

事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
と
み
な
す
。

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
第
二
審
と
し
て
旧
高
等
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
上
告
事
件
（
刑
事
事
件
及
び
前
条

に
規
定
す
る
事
件
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
さ
れ
た
上
告
の
提
起
は
、
控
訴
の
提
起
と
み
な
す
。

第
十
二
条

ヽ—令
←・ー ・~

』"→

旧
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
沖
縄
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
（
刑
事
事
件
に
関
す

る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
那
覇
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
本
邦
の

2
琉
球
政
府
の
簡
易
裁
判
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
旧
簡
易
裁
判
所
」
と
い
う
。
）
の
権
限
に
属
す
る
事
項
で

手
続
と
み
な
す
。
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限
に
属
し
な
い
事
項
に
つ
い
て
も
、
裁
判
権
を
有
す
る
。

i
,
i
i
地
方
裁
判
所
の
権
限
に
属
す
べ
き
も
の
（
刑
事
事
件
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い

て
旧
簡
易
裁
判
所
に
お
い
て
沖
縄
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
は
、
那
覇
地
方
裁
判
所
に
お

い
て
本
邦
の
相
当
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
と
み
な
す
。

.
,
·
~
置

I

―
―
―

• 四

地
方
裁
判
所
は
、
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
取
り
扱
う
べ
き
事
件
で
、
旧
地
方
裁
判
所
の
権
限
に
属
し
て

い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
れ
ば
地
方
裁
判
所
の
権

第
十
三
条

琉
球
政
府
の
家
庭
裁
判
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
旧
家
庭
裁
判
所
」
と
い
り
。
）
に
お
い
て
沖
縄

法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
（
刑
事
事
件
及
び
少
年
の
保
護
事
件
に
関
す
る
も
の
を
除
く
C

)

は
、
那
覇
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
本
邦
の
相
当
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
と
み
な
す
r)

旧
簡
易
裁
判
所
に
お
い
て
沖
縄
法
令
に
よ
り
し
た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
（
刑
事
事
件
に
関
す

る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
旧
簡
易
裁
判
所
の
所
在
地
を
管



事
件
を
取
り
扱
う
べ
き
裁
判
所
に
あ
て
た
も
の
と
み
な
す
。
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で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
ま
だ
受
理
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、

五

第
十
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
い
て

れ
た
上
告
状
、

控
訴
状
、

訴
状
そ
の
他
の
書
類

（
刑
事
事
件
及
び
少
年
の
保
護
事
件
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）

こ
の
章
に
お
い
て
「
民
政
府
の
裁
判
所
一
と
い
う
C

)

琉
球
列
島
米
国
民
政
府
の
裁
判
所
（
以
下

第
十
六
条

に
あ
て
て
発
せ
ら

こ
の
章
に
お
い
て
一
旧
裁
判
所
一
と
い
う
。
）

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
琉
球
政
府
の
裁
判
所
（
以
下

ら
れ
た
書
類
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
琉
球
政
府
の
裁
判
所
等
に
あ
て
て
発
せ
必
要
な
事
項
は
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る

2

前
項
の
事
件
の
手
続
の
費
用
に
関
し

件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
五
条

た
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
と
み
な
す
。

轄
す
る
簡
易
裁
判
所
に
お
い
て
本
邦
の
相
当
法
令
に
よ
り
し

又
は

の
規
定
は
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
の
上
訴
審
裁
判
所
の
事
件
に
つ
い

第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項

三
条
の
規
定
は
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
の
民
事
裁
判
所
の
事

て
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十



第
十
九
条

（
民
事
訴
訟
法
及
び
非
訟
事
件
手
続
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

R
 

厄
和
全
に
2
,

喜
i,

喜匡

2

旧
地
方
裁
判
所
又
は
旧
家
庭
裁
判
所
が
第
一
審
と
し
て
し
た
判
決
（
第
十
条
に
規
定
す
る
事
件
及
び
刑
事
事
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件
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
対
し
て
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
発
せ
ら
れ
た
上
告
状
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の

（
弁
論
の
更
新
）

第
十
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
い
て
承
継
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
は
、
従
前

旧
裁
判
所
及
び
民
政
府
の
裁
判
所
の
確
定
の
裁
判
（
刑
事
事
件
及
び
少
年
の
保
護
事
件
に
関
す
る
も

の
を
除
く
。
）
で
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
は
、
そ
の
効
力
を
有
し
な
い
。

第
十
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
い
て
承
継
し
た
事
件
に
つ
き
民
事
訴
訟
法
（
明
治
二
十
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第
十
八
条

（
公
序
良
俗
に
反
す
る
裁
判
の
効
力
）

の
口
頭
弁
論
の
結
果
を
陳
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条

際
ま
だ
受
理
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
控
訴
状
と
み
な
す
。
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 （

破
産
法
及
び
和
議
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

行
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

七：

遠
笥
窟
迫
叶
言
4

、~
'ヽ",
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f
,．

三
年
法
律
第
二
十
九
号
）
又
は
非
訟
事
件
手
続
法
（
明
治
三
十
一
年
法
律
第
十
四
号
）
を
適
用
し
、
又
は
準
用

す
る
に
つ
い
て
の
経
過
措
置
に
関
し
て
は
、
民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
二
十
七
号
）
附
則
第
四
項
、
第
八
項
及
び
第
十
項
、
民
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九

年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
附
則
第
二
項
、
民
事
訴
訟
手
続
に
関
す
る
条
約
等
．の
実
施
に
伴
り
民
事
訴
訟
手
続
の

特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
十
五
号
）
附
則
第
五
項
並
び
に
民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
本
土
の
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
事
件
の
沖
縄
に
あ
る
当
事
者
の
行
為
に
関
し
民
事

訴
訟
法
第
百
五
十
九
条
第
一
項
後
段
（
同
法
以
外
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
非
訟
事
件

手
続
法
第
二
十
二
条
後
段
（
同
法
以
外
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
定
め
る
期
間
が
現
に
進
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こ
の
法
律
の
施
行
の
際
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
五
条
第
三
項
の
期
間
が
現
に
進
行
し
て
い
る
処
分
又
は
裁

決
の
取
消
し
の
訴
え
の
出
訴
期
間
で
、
処
分
又
は
裁
決
が
あ
っ
た
日
を
基
準
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
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の
規
定
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、

第
二
十
一
条

そ
の
期
間
は
、

（
行
政
事
件
訴
訟
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

八

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
と
す
る
。

i
 

9

第

二

十

条

．

破

産

法

2
大

正

十

一

年

法

律

第

七

十

一

号

）

又

は

和

議

法

（

大

正

十

一

年

法

律

第

七

十

二

号

）

を

適

用

す

る
に
つ
い
て
の
経
過
措
置
に
関
し
て
は
、
破
産
法
及
び
和
議
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法

二
年
法
律
第
八
十
八
号
）
附
則
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

律
第
百
七
十
三
号
）
附
則
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
会
社
更
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
（
千
九
百
五
十
三
年
立
法
第
四
十
八
号
）
第
五
条

第
一
項
の
期
間
が
現
に
進
行
し
て
い
る
処
分
又
は
裁
決
の
取
消
し
の
訴
え
の
出
訴
期
間
で
、
処
分
又
は
裁
決
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
を
基
準
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項



第
二
十
三
条

旧
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
事
件
（
人
身
保
護
事
件
、
刑
事
事
件
及
び
少
年
の
保
護
事
件
を
除
く
。
）
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（
民
事
事
件
の
手
続
の
費
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

な
い
場
合
に
限
り
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
す
る
。

（
民
事
事
件
等
の
不
服
申
立
期
間
に
関
す
る
特
例
）

九

第
二
十
二
条

第
十
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
本
土
の
裁
判
所
に
お
い
て
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

の
法
律
の
施
行
の
際
そ
の
期
間
が
満
了
し
て
い

裁
判
に
対
す
る
上
訴
そ
の
他
の
不
服
の
申
立
て
の
期
間
は
、
こ

4
 法

附
則
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
及
び
附
則
第
八
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
行
政
事
件
訴
訟
法
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
の
経
過
措
置
に
関
し
て
は
、
同

3
 三

十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
な
い
。

前
二
項
の
規
定
は
、

第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

れ
た
楊
合
に
お
け
る
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和

こ
の
法
律
の
施
行
後
に
審
査
請
求
が
さ
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ーに
罠
す
る
法
律
及
び
刑
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行

法
（
昭
和
四
十
ナ
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
の
例

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
沖
縄
に
適
用
さ
れ
て
い
た
過
料
又
は
監
置
（
裁
判
所
又
は
裁
判
官
が
科
す

る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る
規
定
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
施
行
前

の
行
為
に
つ
い
て
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
過
料
に
関
す
る
規
定
に
定
め
る

過
料
の
額
に
つ
い

て
は
、
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
換
比
率
に
よ
り
日
本
円
に
換
算
し
た
額
を
も

つ
て
そ
の
額
と
す
る。

前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
法
令
の
規
定
に
よ
る
過
料
の
裁
判
は
、
次
項

に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
沖
縄
に
お
い
て
旧
簡
易
裁
判
所
が
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
場
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過
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に
関
す
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経
過
措
置
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第
二
十
四
条

に
よ
る
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の
規
定
の
り
ち
過
料
又
は
監
置
に
関
す
る
も
の
を
含
む
。

． 
→ ^ 

以
下
こ
の
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て

第
二
十
五
条

い
た
刑
罰
に
関
す
る
規
定
（
刑
事
に
関
す
る
法
令

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
沖
縄
に
適
用
さ
れ
て

（
罰
則
に
関
ナ
る
経
過
措
置
）

第
二
節
刑
事
関
係

手
統
を
承
継
し
た
裁
判
所
が
す
る
恙
の
と
す
る
。

に
よ
る
過
料
の
裁
判
は
、
第
十
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
当
該

又
は
沖
纏
の
人
身
保
護
法
の
規
定

律
第
二
十
九
号
）
、
沖
縄
の
家
事
審
判
法
（
千
九
百
五
十
六
年
立
法
第
八
十
八
号
）
、

8
 す
る
冷
の
と
す
る
。

合
に
あ
っ
て
は
簡
易
裁
判
所
が
、

沖
縄
の
民
事
調
停
法
（
千
九

、-.. 
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恙
竺
翌
釜

躙
囁
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こ
図

．

い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
地
方
裁
判
所
が

旧
地
方
裁
判
所
が
裁
判
権
を
有
し
て

と
と
さ
れ
る
沖
縄
の
民
事
訴
訟
法
（
明
治
二
十
三
年
法

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ

百
五
十
七
年
立
法
第
九
十
六
号
）
、
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
立
法
（
千
九
百
六
十
八
年
立
法
第
二
十
六
号
）
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条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
公
務
員
及
び
公
務
所
の

場
合
に
お
い
て
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
七

か
、
次
に
掲
げ
る
罰
則
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
後
の
行
為
に
つ
い
て
、
法
律
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
。

こ
の

別
に
定
め
る
も
の
の
ほ

ナ
る
。

2
 三

号
ま
で
の
規
定
に
定
め
る
刑
に
は
、

し
て
科
せ
ら
れ
た
刑
を
含
む
も
の
と

こ
の
法
律
の
施
行
後
の
行
為
に
つ
、

同
じ
。
＞
は
、

本
円
に
換
算
し
た
額
を
も
つ
て
そ
の
額
と
す

第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
換
比
率
に
よ
り
日

と
さ
れ
る
沖
縄
の
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五

前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と

二
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

号
）
第
二
十
六
条
各
号
、
第
二
十
六
条
ノ

こ
の
法
律
の
胞
行
の
際
沖
縄
に
適
用
さ
れ
て
い
た
刑
罰
に
関
す
る
規
定
の
う
ち
、
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す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
刑
罰
に
関
す
る
規
定
に
定
め
る
罰
金
、

科
料
又
は
過
料
の
額
に
つ
い
て

政
令
で
定
め
る
心
の
を
除
き
、

こ
の
法
律
の
施
行
前
の
行
為
に
つ
い
て
、

き

翌
1
委
写
社
母
這
苓
店
沿
翌
A
危
ょ
ー

～ー

心
や
ざ・
‘.9,..
)-C
i
羹
姿．
；＇9
：
ぐ
豆
[•• 

.
 
”
..，

ー9.gi“乞
・”翠．．

□．．[．．`
泣

望

そ―
f

.

』・’5.・・9ゞ
f
：

●ヽ：

4

・マ・‘..

.
,
；
．
‘
i
,
;

‘...T

..

.
 、翌

．

9．
．
 
＼

．
．
．

g
s
.
;
?
.
 

な
お
そ
の
効
力
を
有



'＆ ー •• -~ - - - -•一 =--- ·-----

六 五 四 意
義
に
つ
い
て
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
沖
縄
に
適
用
さ
れ
て
い
た
刑
罰
に
関
す
る
規
定
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
し
、
か
つ
、
第
三
号
及
び
第
五
号
の
罪
は
同
法
第
二
条
の
例
に
、
第
四
号
の
罪
は
同
法
第
三
条

の
例
に
、
沖
縄
の
刑
法
第
百
九
十
七
条
J
-
―
―
第
三
項
の
罪
は
刑
法
第
四
条
の
例
に
従
う
。

沖
縄
の
刑
法
第
百
三
条
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沖
縄
の
刑
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
及
び
同
法
以
外
の
法
令
の
規
定
で
秘
密
漏
泄
の
罪
を
定
め
る
も
の

沖
縄
の
刑
法
第
百
五
十
五
条
及
び
同
条
か
ら
同
法
第
百
五
十
七
条
ま
で
に
記
載
し
た
文
書
又
は
図
画
に
関

す
る
同
法
第
百
五
十
八
条

沖
縄
の
刑
法
第
百
六
十
条
に
記
載
し
た
文
書
に
関
す
る
同
法
第
百
六
十
一
条

沖
縄
の
刑
法
第
百
六
十
五
条
及
び
第
百
六
十
六
条
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
す
る
同
法
第
百
六
十
八
条

沖
縄
の
刑
法
第
百
九
十
七
条
J

三
第
三
項
並
び
に
同
項
に
規
定
す
る
賄
賂
に
関
す
る
同
法
第
百
九
十
七
条

／
五
及
び
第
百
九
十
八
条
第
一
項
並
び
に
同
法
以
外
の
法
令
の
規
定
で
事
後
収
賄
及
び
こ
れ
に
関
す
る
贈
賄
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旧
地
方
裁
判
所
が
刑
事
に
関
し
上
訴
審
と
し
て
し
た
判
決
に
対
す
る
上
告

つ
い
て
裁
判
権
を
有
す
る
。

第
二
十
六
条

最
高
裁
判
所
は
、

旧
高
等
裁
判
所
が
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
事
項
の
う
ち
、

（
裁
判
権
等
の
分
配
）

適
用
に
つ
い
て
は
、
沖
綺
と
本
土
と
の
関
係
は
変
更
が
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

輸
出
及
び
輸
入
、

出
入
閲
そ
の
他
の
行
為
で
、

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
行
な
わ
れ
た
心
の
に
対
す
る
罰
則
の

金
又
は
科
料
の
額
の
換
算
に
つ
い
て
は
、

第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

収
は
、

刑
法
第
九
条
に
定
め
る
懲
役
、
禁
錮
‘

4
 

罰
金
、

拘
留
、

科
料
又
は
没
収
と
し
、

の
罪
並
び
に
こ
れ
ら
の
罪
の
賄
膨
に
関
す
る
没
収
及
び
追
徴
を
定
め
る
も
の

一
四

次
に
掲
げ
る
忍
の
に

当
該
罰
則
に
定
め
る
罰

氏

f―
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！
し
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il

'
企
心
紅
貨
州
1
罰
直

囀

ー

i
1に
町
，
渇
C-.

炉

こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
、

と
さ
れ
る
沖
縄
法
令
の
罰
則
に
定
め
る
懲
役
、
禁
鯛
‘
罰
金
、
拘
留
、
科
料
又
は
没

て
の
効
力
を
有
す
る
こ
と

こ
の
法
律
の
施
行
後
の
行
為
に
つ
い
て
、

法
令
と
し
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二
沖
纏
の
刑
事
訴
訟
法
（
千
九
百
五
十
五
年
立
法
第
八
十
五
号
）
に
定
め
る
非
常
上
告
及
び
特
に
定
め
る
抗
告

旧
高
等
裁
判
所
が
刑
事
（
少
年
の
保
護
事
件
を
含
む
。
第
四
項
、
次
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
第
一
項
及

び
第
六
項
並
び
に
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
し
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
事
項
（
前
項
各
号
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。）

旧
地
方
裁
判
所
が
刑
事
に
関
し
上
訴
審
と
し
て
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
事
項
（
沖
縄
の
刑
事
訴
訟
法
第
四

百
三
十
八
条
第
一
項
に
定
め
る
裁
判
の
取
消
し
又
は
変
更
の
請
求
を
除
く
。
）

沖
縄
の
刑
法
第
七
十
七
条
か
ら
第
七
十
九
条
ま
で
の
罪
に
係
る
訴
訟
の
第
一
審

地
方
裁
判
所
は
、
旧
地
方
裁
判
所
が
刑
事
に
関
し
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
事
項
（
前
項
第
二
号
及
び
第
三
号

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
民
政
府
の
裁
判
所
が
刑
事
に
関
し
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
事
項
に
つ
い
て
裁
判

権
を
有
す
る
。
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高
等
裁
判
所
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
裁
判
権
を
有
す
る
。

一五



裁
判
所
規
則
の
り
ち
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
も
の

5
 （

手
続
、
執
行
等
の
承
継
）

4
 

一六

（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
本
土
の
刑
事
関
係
法
令
」
と

を
除
く
。
）
に
係
る
訴
訟
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
裁
判
権
を
有
す
る
。

家
庭
裁
判
所
は
、
旧
家
庭
裁
判
所
が
刑
事
に
関
し
権
限
を
有
し
て
い
た
事
項
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る
。

簡
易
裁
判
所
は
、
旧
簡
易
裁
判
所
が
刑
事
に
関
し
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
事
項
（
沖
縄
の
刑
法
第
九
十
五
条

の
罪
、

同
法
第
二
百
四
十
六
条
の
罪
及
び
そ
の
未
遂
罪
並
び
に
同
法
第
二
百
四
十
九
条
の
罪
及
び
そ
の
未
遂
罪

並
び
に
長
期
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
あ
た
る
罪
（
選
択
刑
と
し
て
罰
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

第
二
十
七
条

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
、
少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十

八
号
）
、
監
獄
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
二
十
八
号
）
、
犯
罪
者
予
防
更
生
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
二

号
）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
刑
事
に
関
す
る
法
律
及
び
こ
れ
ら
に
埜
づ
く
命
令
並
び
に
刑
事
に
関
す
る
最
高

い
う
。
）
の
規
定
（
刑
罰
に
関
す
る
規
定
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
沖
縄
に
お
い
て
生
じ
た
事
項
に
つ
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2
 み
な
す
。

に
定
め
る
上
告
に
関
す
る
規
定
は
、

一
七

刑
事
訴
訟
法
第
三
編
第
三
章
に
定
め
る
上
告
に
関
す
る
規
定
に
、

沖
縄
の

知
究
．
、
r．

場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
沖
縄
に
適
用
さ
れ
て
い
た
刑
事
に
関
ナ
る

）
の
規
定
に
関
す
る
事
項
で
本
土
の
刑
事
関

法
令
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
沖
縄
の
刑
事
関
係
法
令
」
と
い
う
。

当
該
本
土
の
刑
事
関
係
法
令
の
規
定
に
関
す
る
事
項

係
法
令
に
そ
の
規
定
に
相
当
す
る
規
定
の
あ
る
心
の
は
、

て
生
じ
た
効
力
は
、
本
土
の
刑
事
関
係
法
令
上
の
相
当
の
効
力
と

と
、
沖
縄
の
刑
事
関
係
法
令
の
規
定
に
よ
っ

し
て
は
、
沖
縄
の
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
十
五
条
に
定
め
る
上
告
に
関
す
る
規

前
項
後
段
の
規
定
の
適
用
に
つ
、

定
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
三
編
第
二
章
に
定
め
る
控
訴
に
関
ナ
る
規
定
に
、
沖
縄
の
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
十
六
条

刑
事
訴
訟
法
第
三
百
七
十
九
条
第
三
項
、
第
三
百
九
十
五
条
第
二
項
、
第
三
百
九
十
六
条
第
二
項
又
は
第
四
百

れ
ら
に
対
応
す
る
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
七
十
条
第

十
三
条
第
二
項
に
定
め
る
即
時
抗
告
に
関
す
る
規
定
は
、
こ

三
項
、
第
三
百
八
十
五
条
第
二
項
、
第
三
百
八
十
六
条
第
二
項
又
は
第
四
百
三
条
第
二
項
に
定
め
る
異
議
の
申
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第
二
十
八
条
旧
裁
判
所
に
お
い
て
し
た
刑
事
に
関
す
る
事
件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
は
、

す。

、'

□国
暑
恥
靡
晶
聾
書
鸞
i

応
爾
薗

ぷ
ふ
菟
ふ
[
-
さ

祖
嗚
予~

-It

~ 

冗
当
該
裁
判
所
の
所
在

3

沖
縄
の
刑
事
訴
訟
法
の
施
行
前
に
旧
裁
判
所
に
公
訴
の
提
起
が
あ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、

刑
事
訴
訟
法
施

立
て
に
関
す
る
規
定
に
相
当
す
る
も
の
と
し
、
民
政
府
の
裁
判
所
が
し
た
刑
事
に
関
す
る
最
終
の
裁
判
（
こ
の

が
で
き
た
事
件
で
次
条
第
八
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
こ
の
法
律

法
律
の
施
行
の
際
当
事
者
が
上
訴
を
す
る
こ
とし

る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
の
裁
判
を

の
施
行
の
際
民
政
府
の
裁
判
所
に
係
属
し
て
、

含
む
も
の
と
し
、
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
民
政
府
の
裁
判
所
の
最
終
裁
判
」
と
い
う
。
）
は
、
那
覇
地
方
裁
判
所

が
し
た
刑
事
に
関
す
る
確
定
裁
判
と
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
琉
球
政
府
の
更
生
保
護
委
員
会
に
係
属
し
て
い

る
異
議
の
申
立
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
中
央
更
生
保
護
審
査
会
に
対
し
て
さ
れ
た
審
査
請
求
と
み
な

行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
条
に
定
め
る
事
件
の
処
理
に
関
す
る
法
令
の
規
定
の
例

こ
よ
る
。

ー
リ
・

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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も
心
泣
哀
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咤
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嗚
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涵
浮
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i-．ザ
憂
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竺
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ir
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蒋
消
碍
迅
北
4

「ぶ

一
九

、T
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1

ー

地
を
管
轄
す
る
裁
判
所
で
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
件
に
つ
い
て
裁
判
権
そ
の
他
の
権
限
を
有
す
る
裁
判

所
（
そ
の
裁
判
所
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
当
該
事
件
が
係
属
し
て
い
る
旧
裁
判
所
と

管
轄
区
域
を
同
じ
く
す
る
裁
判
所
と
し
、
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
相
当
裁
判
所
」
と
い
り
。
）
に
お
い
て
し
た
事

件
の
受
理
そ
の
他
の
手
続
と
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
旧
裁
判
所
に
あ
て
て
発
せ
ら
れ
た
刑
事
に
関
す
る
訴
訟

に
関
す
る
書
類
で
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
ま
だ
受
理
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
相
当
裁
判
所
に
あ
て
た
も
の
と

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
旧
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
公
判
手
続

旧
裁
判
所
が
し
た
裁
判
そ
の
他
の
処
分
で
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
本
土
の
刑
事
関
係
法
令
の
規
定
に
定

め
る
裁
判
そ
の
他
の
処
分
と
み
な
さ
れ
る
も
の
の
上
訴
、
正
式
裁
判
の
請
求
そ
の
他
の
不
服
の
申
立
て
の
期
間

は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
ま
だ
そ
の
期
間
が
満
了
し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
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こ
の
法
律
の
施
行
の
際
公
訴
の
時
効
が
完
成
し
て
い
な
い
布
告
及
び
布
令
に
定
め
る
罪
に
つ
い
て
の
時
効
の

期
間
は
、
刑
法
並
び
に
訴
訟
手
続
法
典
（
千
九
百
五
十
五
年
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
布
令
第
百
四
十
四
号
）
第
一

部
第
三
章
第
四
条
又
は
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
五
十
条
に
定
め
る
期
間
の
う
ち
、
犯
人
に
有
利
な
も
の
に
よ
る
。

旧
簡
易
裁
判
所
が
し
た
略
式
命
令
又
は
即
決
裁
判
が
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
生

ず
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る
罰
金
又
は
科
料
の
上
限
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
C

こ
の
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
額
の
換
算
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
五
条
第
一
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
沖
縄
に
お
い
て
生
じ
た
事
項
に
係
る
刑
事
訴
訟
費
用
、
刑
事
補
償
そ
の
他
刑
事
に
関

す
る
国
の
債
権
債
務
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

民
政
府
の
裁
判
所
が
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
刑
事
に
関
す
る
事
件
（
民
政
府
の
裁
判
所
の
最
終
裁
判
が
あ
っ

た
事
件
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
手
続
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、
事
件
の
受
理
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恩
赦
）

し
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。
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を
除
き
、
そ
の
効
力
を
有
し
な
い
。

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
民
政
府
の
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
刑
事
に
関
ナ
る
事
件
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所

規
則
で
定
め
る
期
間
内
に
検
察
官
か
ら
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
五
十
六
条
に
定
め
る
起
訴
状
が
那
覇
地
方
裁
判
所

に
差
し
出
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
件
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
同
裁
判
所
に
係
属
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
民
政
府
の
裁
判
所
の
裁
判
が
あ
っ
た
事
件
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
当
事
者
が
上
訴

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
忍
の
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
期
間
内
に
当
事
者
か
ら
那
覇
地
方
裁
判

所
に
審
理
を
求
め
る
旨
の
書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
事
件
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
民
政
府
の

沖
縄
の
刑
事
関
係
法
令
の
規
定
に
よ
る
服
役
良
好
時
間
又
は
特
殊
良
好
時
間
の
取
得
並
び
に
喪
失
及
び
取
消
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刑
事
に
関
す
る
最
終
の
裁
判
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。
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ー
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，
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量

た
た
め
、

同
日
以
後
に
確
定
し
た
も
の
を
含
む
。
）
及
び
民
政
府
の
裁
判
所
が
昭
和
三
十
年
四
月
十
日
前
に
し
た

裁
判
で
、

上
訴
、

正
式
裁
判
の
請
求
そ
の
他
の
不
服
の
申
立
て
が
な
く
、

又
は
そ
の
申
立
て
が
取
り
下
げ
ら
れ

年
四
月
二
十
八
日
前
に
確
定
し
た
も
の

（
沖
縄
に
設
立
さ
れ
て
い
た
裁
判
所
が
同
日
前
に
刑
事
に
関
し
て
し
た

第
三
十
条

こ
の
節
の
規
定
は
、
沖
纏
に
設
立
さ
れ
て
い
た
裁
判
所
が
刑
事
に
関
し
て
し
た
裁
判
で
昭
和
二
十
七

2
 （

適
用
除
外
）

犯
し
た
者
に
つ
い
て
も
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条

そ
れ
ぞ
れ
恩
赦
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

恩
赦
に
関

t
る
法
令
の
規
定
は
、
沖
纏
に
適
用
さ
れ
て
い
た
刑
罰
に
関
す
る
規
定
に
定
め
る
罪
を

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
沖
縄
に
お
い
て
さ
れ
た
減
刑
又
は
赦
免
は
、

律
第
二
十
号
）
に
定
め
る
減
刑
又
は
大
赦
若
し
く
は
特
赦
に
相
当
す
る
効
力
を
有
す
る
も
の
と
み
な
ナ
。
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民
事
事
件
陀
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
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そ
の
処
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後

ど

の

「
答
」

の

「
参
考
」

の

か

゜

の

と

こ

ろ

を

参

照

）

て

問

題

と

な

っ

た

友

利

事

件

r

ふ
i

-
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サ

ン／

硫

球

政

府

裁

判

所

か

ら

米

民

政

府

差

判

．

所

へ

マ

事

件

の

移

送

事

件

と

し

（

事

件

の

経

鑓

は

の

判

決

の

効

力

は

復

帰

そ

れ

ら

の

効

力

は

承

認

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

。.
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一六た令令の そ罪球五が古

合年か‘匠中当友の匹政月ら島一友

衆六‘違の選利後処府還中..._,,,,九利

国月被反被無氏改せ章挙央か六事

の七告す選効は正ら典自選ら五件

安日側る挙を右され←由管立年

全民の←権訴をれた第妨委候

‘政硫と剥え不‘者二害匠袴

財府球し奪‘服現←二でよし月

産は政ての一と行に条五ったの

若‘府砂規九し布当が 0 て社硫

し大は川定六て令る立ド失会球

く統上議は六繰でと法ル格大立

は領訴員基年上はさ院のと衆法

利行裁匠本二当削れ隣罰さ党院

益政匠対的月選除た員金れ友諮

匠命上し人のしさたのをた利員

影令訴繰櫂中たれめ欠受°隆選

喜のし上を央砂てで格けそ彪挙

を規た当尊巡川いあ条たの氏の

及定°選重回旨るる項が理は際

四匠し無し裁誠 3 o と‘由‘‘

す甚か効たは誤 ＾し布は最第

←づるの大‘員 注て令‘高二

き匹判；嘉—] - ：学六．一点九

‘‘決領問民 同げ八九を選

を行題主 条た号六と挙

下政の党 項ー一三り区

し命布- は重硫年な｀

一

九

六

本

件

が

•
も
の
と
認
め

（
参
考
）

ざ．『い・ャ．広＇？，

．．
 
ドー‘’

5
,'
l

—•"

'’)

-———-41~ 

_1
―-... 

‘“
 



999, 

ふ

r

・

:

l

9
9
-

_
‘
'

，

ヽ
―
.
J
,
·
·
9
,
＇
’
•
9
9

•.... 
;•9999·9,99-

I

`

-

ー

-

漫

lli濯3
目

，＇‘

ヽ

ー
・

i
i
.999.,•• ,
1
,
9
,
＇
·
,
9

!
-
•
9
-
＇
:
＇

·
9
:
9
9
9
9
.
-
9
●

9
,

1

:
i

i
'
ー
·
‘
,

•• ,•9, 
．．
 
9・・99,．，i-＇-9•. 

i

i
・

,;
,
 

.• 
J.r 

,.,!,'’.1-•9 

..
 
9li ..
 
―
 
.. 
-・_＿・・ 

9
 ..
.
 ,
'
i
:
'
;
―.，;
・・
 

"＂fl屯
'’.＂1ふ．＇1＇ri
・・9
.J
,i

•. 

9•9 
•... 

9-9・・1-
.. 
‘̀.-9 ..... j
ー・':●●
'・9.19●-9"tt'... ,.:-•9

,3 
.. ‘.,＇9

-．．．
 
,
 
.. ‘
 

••• 

9,．9,93ヽ

.
J
·
·
,
.
1
,
d
9

.'

i

i
'
’
'
·
:
9
.

，
；
，

1

,
9
·—
.
＇
‘
:

‘
,
1
i

i
t
1
'
，
'
．
,
i
,
＇
,
i

t
'
"
＂

ー

·
·
1

卜

I

t
・

t
r
t
i
r

g

:
,
'
，
＇
·
,
·
:

,

．．
 
9999,1'i.,.＇：i:．ft'’tti'；'：9,＇：・・ー5t

"9F
i
,
＇
t
t
'
：
：
1
,
1
'
’
’
ー
・

"
H
謡
且
匝
い
m柑
咋
押
廿
訃
"
:
9日
乱

yhいい引"h,り,＇，ー
1-

，―-I,'・I↓
4
すー
，＇・

I.9

,.;.

I~·~

~·9.;`.

, 
．．
 
':i:
'
．
，
 

―

――二

：1・ー
ー
！
＇
'
’

__ i
i
h
h
i
i
l
i'iii．，＂I
Iti，柑礼
1
1"甘
＂いい}

即
サ

I
i

湘
哺
印
川
|
—
訃

1
叫

l
i

盾
~

·
ーーー

'
,
1
1川
叶
ー
柑

H
1
1
1-
1判
吋
乱
問
甘
t
・
団
翡
翡
枡
り
託
刹
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哀
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j
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開
炉
打
且
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(2) 

を

訴

え

た

。

中

央

巡

回

裁

は

法

律

不

遡

及

の

原

則

匠

加

え

、

誌

年

政

府

の

裁

サ

ン

た
。

を

付

け

加

え

る

と

と

も

に

こ

れ

を

過

去

匠

遡

つ

九

六

五

年

二

月

、

別

の

業

者

硫

球

漁

業

会

社

が

第

税

金

二

万

四

千

余

ド

マ

事

件

を

起

し

、

Jレ

の

返

還

と

改

正

布

令

の

無

効

こ

れ

匠

対

し

の

ン
マ

て

適

用

す

る

こ

と

と

し

が

返

還

さ

れ

た

。

そ

の

直

後

米

民

政

府

は

布

令

を

改

正

し

、

課

税

物

品

に

サ

中

央

巡

回

裁

、

四

万

六

千

余

ド

ル

の

税

金

誤

税

品

目

な

上

訴

裁

と

も

こ

の

主

張

を

認

め

、

民

政

府

裁

判

所

の

移

送

を

命

令

し

た

。

そ

の

障

民

政

附

忙

、

本

件

移

送

を

命

令

し

た

理

由

と

し

て

、

本

件

は

布

令

布

告

が

問

題

と

さ

れ

い

る

と

こ

ろ

r

布

令

布

告

の

審

査

権

は

琉

球

政

府

裁

判

所

匠

与

え

ら

れ

た

と

が

な

く

、

与

え

ら

れ

る

べ

き

も

の

で

な

い

と

説

明

し

た

。

同

年

十

二

月

二

日

、

更

政

府

裁

判

所

は

、

本

件

匠

関

し

、

沖

l

認

匠

米

布

令

を

審

査

す

る

指

限

が

あ

る

こ

と

を

認

め

る

と

と

も

匠

r

布

令

六

八

号

第

二

二

条

の

「

重

罪

云

々

」

を

道

用

す

と

し

て

友

利

氏

の

当

選

を

認

め

る

判

決

を

下

し

た

。

ン

マ

課

税

事

件

九

六

三

年

那

覇

市

の

鮮

魚

諭

入

業

者

が

布

令

の

中

が

明

記

さ

れ

に

サ

ン

マ

て

い

い

の

匠

課

税

さ

れ

た

と

訴

え

、

る
サ と

し

.
t
i
、1
.
2・
ヤ
・
と
・

て
、

ャさ・・・[:,
9r.
i
g-.u-●[＇

ヘ
••4-
．．
 
ぎ
U

七

号

る

「

物

品

税

法

」

‘、リ

i
i・
3.lt̀

の てこ

の

裁

判

所

友

利

氏

匠

こ

と

は

正

し

く

な

い
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判

所

は

米

布

令

を

審

査

で

苔

る

と

し

て

改

正

布

令

の

無

効

を

判

決

し

た

。

れ

に

対

し

被

告

側

の

硫

球

政

府

は

、

硫

球

政

府

上

訴

裁

判

所

匠

上

訴

し

た

と

こ

ろ

、

一

九

六

六

年

六

月

七

日

、

民

政

府

は

、

本

件

に

つ

苔

前

記

友

利

事

件

と

と

も

匠

同

様

の

理

由

匹

よ

り

民

政

府

裁

判

所

へ

の

移

管

を

命

令

し

た

。

同

年

十

二

月

二

日

、

民

政

府

裁

判

所

は

、

本

件

匠

関

し

硫

球

政

府

側

の

肪

訴

を

認

め

た

が

、

そ

の

判

決

事

由

は

、

改

正

布

令

が

出

さ

れ

る

前

匹

出

し

た

布

令

一

七

号

「

物

品

税

法

」

爬

姦

い

て

、

改

正

さ

れ

た

物

品

税

布

令

の

適

当

な

解

釈

と

し

て

は

、

沖

譴

に

輸

入

さ

れ

る

生

鮮

魚

介

類

匠

は

物

品

税

を

課

す

る

こ

と

が

意

図

さ

れ

て

お

り

、

同

法

匠

挙

げ

ら

れ

た

品

目

は

例

記

で

あ

り

、

制

限

列

挙

で

は

な

い

の

で

、

訴

状

匠

示

さ

れ

た

サ

ン

マ

に

対

す

る

課

税

は

遼

当

で

あ

り

有

効

で

あ

る

と

指

擁

し

て

い

る

。

．

な

姦

、

本

件

に

つ

い

て

敗

訴

し

た

硫

球

漁

業

会

社

は

、

同

年

(

-

九

六

六

年

）

十

二

月

三

十

日

右

判

決

を

不

服

と

し

て

民

政

府

上

訴

審

裁

判

所

に

上

訴

し

た

が

、

翌

一

九

六

七

年

十

二

月

二

十

日

同

裁

判

所

は

第

一

審

判

決

を

確

認

す

る

判

決

を

下

し

、

結

局

硫

球

政

府

側

の

勝

訴

が

確

定

し

た

。

こ
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Is 
答

十

八

日

前

と

お

り

、

硫

球

政

府

の

裁

匠

謹

定

し

た

も

の

及

び

民

政

府

の

裁

判

所

の

判

決

に

つ

い

て

は

昭

判

所

の

判

決

に

つ

い

て

は

昭

和

二

十

七

年

四

月

だ

い

ま

御

審

議

中

の

特

別

措

置

法

案

第

三

十

条

で

も

明

ら

か

匠

さ

れ

て

い

る

こ
ろ
、

協

定

第

五

条

が

引

継

ぎ

の

対

象

と

し

て

い

る

裁

判

関

係

事

件

は

、

た

て

を

般

的

侭

管

酌

し

て

い

た

軍

政

府

裁

判

所

で

あ

っ

た

と

承

知

し

い

る

と

議

で

は

な

く

、

現

在

の

民

政

府

裁

判

所

の

前

身

で

当

事

沖

躍

人

の

刑

事

事

件

あ=

り
ヽ

き
た
、

同

懇

員

が

裁

判
さ

れ . 

た

裁

判
ー←
所

は

い

わ

ゆ

る

遼

常

の
よ‘

早

法

ム
ヱ

漑

長

議

員

匹

つ

い

て

御

指

撞

の

ご

と

き

事

件

が

あ

っ

た

こ

と

は

承

知

し

て

な

る

の

か

。

（

事

件

の

械

要

は

「
答
」

の

「

参

考

」

を

参

照

）

判

の

効

果

も

引

ぎ

継

ぐ

こ

と

と

な

る

の

ら

0

，刀

詞

科

の

閏

琶

は

ど

う

し

た

が

、

返

還

協

定

第

五

とこ
フiヽ

（
裁
乾
引
紹
知
を
条
項
）

は

か

か

る

裁

問
五
ー
追
ー
8

は
こに
、9
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の

米

伺

軍

法

会

巽r.つ

校

ょ

り

不

当

匠

今少父4

判

さ

れ

二

年

の

愁

役

陀

服

瀬

長

亀

次

郎

詞

衆

饂

院

懇

員

は

、

か

つ

て

昭

和

二

十

九

年

に

沖

A
R
頃
t
と
言
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:.I’る

さ

れ

た

。

府

裁

判

所

で

懲

役

二

年

の

判

決

を

言

い

渡

さ

れ

た

も

の

。

は

犯

人

蔵

匿

等

の

か

ど

で

逮

捕

さ

れ

、

ヽ

好

ま

し

か

ら

御

指

摘

の

ご

と

き

復

帰

後

は

本

土

刑

法

の

総

則

規

定

と

の

開

係

で

は

い

か

な

る

意

味

で

も

前

科

と

は

な

ら

な

い

と

承

ぬ

外

人

と

し

て

退

去

命

令

を

出

し

た

と

こ

ろ

人

民

党

事

件

）

こ

の

事

件

と

の

関

連

で

濾

長

立

法

院

麟

員

こ

の

判

決

匠

よ

り

昭

和

三

十

同

年

十

月

二

十

一

年

四

月

八

日

ま

一
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r
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r
-
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昭

和

二

十

九

年

夏

米

民

政

府

は

、

奄

美

出

身

の

二

名

の

人

民

党

員

を

参

考

~
事
件
の
概
要
は
次
の
と
お
り
と
み
ら
れ
る
。

係

擬

問

擬

答

問

五

ー

44
ー

46

参
蒸
）

知

し

て

い

る

。

（

昭

和

四

十

六

年

十

月

十

二

日

付

け

条

的

局

作

成

第

五

条

関

事

件

は

協

定

上

引

継

智

の

対

象

と

は

な

ら

ず

、

ま
た
、

和

三

十

年

四

月

十

日

前

匠

確

定

し

た

も

の

で

あ

る

の

で

、

翌

日

釈

放

日

那

罰

軍

政

（
当
時
）

（

い

わ

ゆ

る

•

名
｛
急
五

a
l
l

菜
遠
令
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．
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0
．
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答

2
 

ー

現

在

二

十

無

期

懲

役

を

刺

し

、

孟
克
；
＜
芝
点
を
を
・ゞ．． 3
fし
~
丸e

問
五
ー
追
ー
，

放

中

の

も

の

＼
 

一

歳

の

日

本

人

。

民

政

府

裁

判

所

の

言

渡

し

匠

係

る

事

件

で

本

年

十

月

現

在

で

服

役

中

の

者

は

二

名

（

沖

詞

籍

日

本

人

）

五

名

ー

い

ず

れ

も

沖

網

鑓

日

本

人

）

者

の

関

係

亭

項

で

当

方

が

承

知

し

て

い

る

と

こ

ろ

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

一

歳

の

日

本

人

。

死

匹

致

ら

し

め

た

も

の

）

海

兵

隊

軍

曹

が

勤

務

中

の

と

こ

ろ

を

被

告

が

ナ

イ

フ

現

在

四

十
か

。

る
が
、

こ

れ

は

い

罪

名

は

傷

害

致

死

゜
九

六

罪

名

は

殺

人

・ア―-

こ

の

中

忙

は

無

期

懲

役

の

者

が

ヽ

；
阿

~
孤
饂
凰
塵
嘉
賢
羞
羞
芍
羞
醇
蓑
緑
警
慧
翌
霞
蘭

＾ 
忌・『
6
亭`
9
『-`
H．
主

i-9・呑子
n忌
k
晃
宮

I=A.1士
き

九

六

八

年

十

一

月

一

年

四

月

十

で

あ

る

と

承

知

し

て

い

る

が

日

判

決

で

九

六

0
年

九

月

十

八

日

民

政

府

裁

判

所

の

判

決

匠

よ

り

現

在

も

服

役

中

の

者

は

何

名

い

る

か

。

一

人

い

る

と

の
つ

ど

の

よ

う

な

事

件

忙

つ

昏

判

決

を

受

け

た

の

（

以

上

の

他

仮

釈

こ

の

服

役

中

の

二

名

の

で

同

軍

曹

の

左

も

も

こ

と

で

あ
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切
は
団
"
-

刑

で

短

期

四

年

長

期

八

年

）

刺

殺

し

た

も

の

）

四

日

海

兵

隊

員

。

九

六

九

年

一

月

二

十

七

日

判

決

で

懲

役

の

被

告

匠

対

す

る

暴

行

の

仕

返

え

し

と

し

底

iふ
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国
国
詈
応
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à
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l
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包

ち

ょ
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と

の

間

の

格

定

の

擬

問

擬

答

昭

和

四

十

六

年

十

月

十

八

日

（
第
六
条
）

条

約

硫

踪

諸

島

及

び

大

東

諸

島

に

関

す

る

日

本

国

と

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

局
竺
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き
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『
一
●
玉
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問

六

ー

7

三

公

社

及

び

そ

の

臓

員

匠

対

す

る

沖

蠅

住

民

の

請

求

権

は

返

還

協

定

と

の

関

係

で

ど

の

よ

う

匠

取

り

扱

わ

れ

る

こ

と

と

な

る

の

か

。

・1

6

1

ヽ
J

ノ

且
〗

L
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三

公

社

の

対

米

債

務

等

の

負

債

も

日

本

政

府

が

引

ぎ

継

ぐ

の

か

。

問
六
ー

5
 

第

六

条

匹

い

う

「
財
産
」

国

六

ー

4

第
六
条
1
こ
狽
匠
い
う

債

も

含

注

れ

る

か

。

ヨ
j

‘

昆

1
f
i

ー‘プ
ー

母Eー ョ、
艮
ナ
｀
ー
◎

1

項

0
第

1

三

公

社

の

財

産

移

転

と

そ

の

他

定

担

り

匠

し

た

の

は

｀

な

ぜ

か

2

三

公

社

の

財

産

及

び

塩

利

義

和

を

「

政

唐

」

が

引

き

総

ぐ

こ

と

と

し

た

の

は

な

ぜ

か

。

玄

た

、

こ

れ

ら

は

、

実

国

上

い

か

な

る

翌

関
陀
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る
か
。
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3

三

公

袖

の

潅

利

醤

務

を

政

府

が

「

日

本

国

の

法

令

陀

即

し

て

」

引

き

羞

く

と

は

、

ど

う

い

う

意

味

か

o
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が
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、
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さ
れ
る
の
か
。
i
i
I
l
1
1
1
;
,
1
ー
I
t
1
1
1
1
、•• 
i
i
 

◎

2

項

問
六
ー

8

三
公
社
の
財
産
の
う
ち
、
水
道
の
設
傭
等
匠
は
、

．復
帰
後
施
設
。
区

哀
の
．
．
に
と
ど
ま
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
財
産
の
引

讐
は
r

ど
う
な
全
の
か
。
ま
だ
こ
の
よ
う
な
認
髯
等
の
維
持
。
晨
ほ
、

具
体
的
に
ど
う
な
る
の
力
0

,

＇．11．ー・191•• i,
.,1
,11,
•II•9,i!, 

．．．
 

,・・ヽ・
・19

•••
. 
,．,． 

問
六
ー

9

A

表

に

即

し

て

い

え

ば

ど

こ

と

ど

こ

に

水

道

関

係

の

施

設

が

あ

る

の

力
0

.. 
111,1, 
•• 
1
,
,
I
I
I
I
I
I
l
i
l
I
I
I
l
l
ー
1
1
,
＇
’
.
、
1
,
'
ー
i
1
1
,
、
1
1
1
1
1
,
I
I
I
I
•
9
9
1
・
ー
・
1
1
1
,
＇

．．
 
'
 

問
六
ー

10

三

公

社

の

眠

員

は

、

復

帰

後

も

引

き

続

き

雇

用

さ

れ

る

の

か

。

ま

た

、

そ

の

雇

用

の

条

件

は

、

少

な

く

と

も

現

在

の

水

準

よ

り

不

利

に

な

ら

な

い

と

考

え

て

良

い

か

o

.

9

,
99
ー111、91_1ー
11,11・1111・1,1,i,．，
．．
 
,＇： •••... 

問
六

l
l
l

三

公

社

は

、

復

帰

後

そ

れ

ぞ

れ

い

か

な

る

組

織

に

よ

り

ど

の

よ

ぅ

侭

運

営

さ

れ

る

の

か

°

•• 
il1ー
i

ー．．
 
，
1
1
1
1
1
•
1
1
ー
1
,
．
I
l
I
I
I
!
1
1
)
．
、

．．．．
 
，i 

•.••• 

；
，
 

.• 
,
 

•••• 
91
.', 

••
•.••
. 

問
六
ー

12

三

公

社

、

道

路

等

の

底

地

に

な

っ

て

い

る

民

有

地

の

使

用

権

は

、

復

帰

後

ど

の

よ

う

に

し

て

取

得

す

る

の

か

。

3,1•. 
，111ー！1，1•• 
9999, •••• 
,9999 

•••• 

，
 
．．
 
,
 
．．
． 

E'j
―,？

-1tt.-．”{.p置
．

t’rl

、L
屠

'

・

i 

20 19 18 17 15 14 13 



9

、

•• •••••• 

，
 
．．
．

．．．．．．． ~
 

．．
 
,；
 
．．
 

,.

.

.

.
,
贔

．．．．
 

．．．．
 
，
 
．．．
．．．．
．
．．．． 

9
 

•• 

,
 
．．
． 
,
 

•••••• 

,
 
．．
 
‘奮
~
 

．

．

．

．
 

．
 
＂iり甘＂“ャ“
.iとさ
T
'
ャー
4
"

＂＂店．＂とi’i•• 
＂"＂,．1
.9・・・4:＇j•• 
"．a.
‘ •• 
9
 

••• 
；・;
 

•• 
p.9.
,
 
．．．
 
`
 
．．
 

ヽ

ー

'i1.；911
•• :1!•9
99999, 
．．
． 

3
 

問

六

ー

20

◎

4

項

問

六

ー

認

第

六

条

に

関

す

る

合

意

議

事

録

第

¢
伎
ぎ
玄
＾
咲
屯
雀
さ
凡
4

、

:l

問

六

ー

19

第

六

条

四

項

は

、

米

国

政

府

の

復

元

補

償

義

務

を

免

除

し

て

い

る

が

、

日

本

政

府

は

、

こ

の

規

定

匹

よ

り

復

元

補

償

義

務

を

負

う

こ
と
に
な
る
の
か
。

‘、
1
1
・
1
i
,
i
,＇•
9
9
,
．．
 
，'；・11.,ii.I•• 
,＇

199
99・1.，•• 
,
 
．．
 
I
9,1.
1., 
••• 
,； ••• 
,
 

••• ,'1•9,.1
.,. 

一

項

の

趣

旨

を

説

明

せ

よ

0

◎

合

意

諮

事

録
米

閲

保

有

の

埋

立

地

の

実

態

を

説

明

せ

よ

0

院
-..L. 

ノ‘

l 
17 

財本

産国埋

と政立

な府地

る匹に

ヒ—移つ

旨転い

規すて

定るは
し←、

たと第

のい六
はう条

‘規一

な定項

ぜ匠及

かせび

°ず二
ー 1項

日の

本ご

国と

政く

府—
の日

問

六

ー

16

第

六

条

3

項

の

埋

立

地

紅

つ

い

て

、

米

国

政

府

が

「

所

有

す

る

」

で

な

く

「

保

有

す

る

」

埋

立

地

と

し

た

の

は

な

ぜ

か

o

,

1

9

,

',．9
,．‘

問

六

l 
15 

は取

な得協

ぜし定

かた第

°エーしノ‘
まの条

た他 3

‘のに
こ垣姦

の立い
よ地て

ぅヒー一
なに米

埋つ国

立いが
地てこ

はもれ

‘規ら

実定の

際し詰

にて島
あ．にぃ
るお

のるぃ
か
0のて

◎

3

項

i
 

28 27 26 25 24 22 



• 

·
·
:
·
9
9
9
9
9
,
•
9
9

『
'
:
·
‘
:
9
9

ヽ
，
＇
’

Lじ
'
.

i
t
,．a
rl
i
.
I
l
i
~1l
I
i
i
t
"
t
I

i
',．
J
・
，＇
！

，
いL

.

11
1

r
，じ
り
1
1

·H
_
l
i

ー
打
川
傭
翡
＂

い札

＂
閲
卦

日
叫
廿
ふ
月

．柑
料

i
i

札
利
月

’
•H
埒
，
．9
_

A' 

問
六
ー
記

這

路

構

築

物

と

は

、

何
か
。

.． 

!: 
I・, 

闊
ーミ
ノ‘

l 

匂

か引文

しきが邪

い誌あi嘉

でぐるの

はべに硫

な苔も球

い米か政

か曰か府

°財わ庁

産ら舎
とずに

し‘は
てこ米

合れ似

意をか

霞協ら

醒定欺

録匠呈

によさ

繹つれ

げてた

るわと

のがい
は方う

おが碑

同

六

26 

外達

に築合

は靱〗ミ
i=L琴・
四 国

がと亭

あな緑

るつ 2

のて(2)

かいの
見る柱

が讐

;‘き
• :同は

i項‘

iに一］

＇列次
挙の

さも

れの

てを

い含。

るむ o

も行

；の政

以用

閏
六
ー
25 

っ
い行

て政

‘后

そ建

（D築

麟麿i

要と

及し

びて

復琵

灼げ

終ら

のれ

用て

途い

をる

述も
べの
ょの
°ぉュ

IJ-‘. 

可`
1

上

▲

ー

i

且
i

-

ノ

24 

三

和

媒

指

向

性

窯

給

涵

記

と

は

何

か

。

，ヽ
(

-

9

.. 

，
 

•... 
i.,•9999.‘ 

.. 
,.,．，：
1
 ... i.1,̀

;
,••9.99 

.. 
l
'

，
3
.
9
9
•
9
-
9
9
9
9
,

．
，
・
・
・
・

1
•
9
.
,

.. 

99-

．．．
 

，
:
 

ヵ

-_;・ー入
5
・
,

て

復

知

餐

も

特

9
.
,
 
.
.
.
.
 ，
 
..... 9-
．
．．．．．．． 
，．， 

．．．．．．．．．．．． 

,
 .
. 
‘
 

郡
臼
空
遂
と
の
関
｝
忌
い

•
ヽ
·
·
,
＇

”
9
,

.

.

.
 ，．， 
．．．．． 
＇ .• 

，9
 ..
 
，'
1

 .... ,
9
9
.
9
 .
.
 ,.,'，' •... 
9•9.,.,.,·:•999 

...

.
 

の

芸

の

匠

.. 9
 .
.
.
.
.
.
 

，
 

.•..... 

',•9 

•. 

,
 ．．．
 
,
 
.. ,
 .
.
 ,
 
.
.
 

,．，.,．
'
r
;
 ．

．

．

．

 ，
 

、,
．．
 
，
 

•. 
1
,
＇ .. ,．
 

，
 
．．． 
，＇．＇…＇ 

．．
 

9
 
.
 

••••••• 

9•9.9.

,.
i9 

.... 
9••99., 

.. 
‘
 

.

.

.

 
，
 

.•••.• 

,
 

•9 

.

.

.

.

.
 999 .... 1,•
9
9
.
,

＇
“
•
,
＇
．
ー

1
'
,
i

.
•••

• 

・a. 

~
、

'
•

9

9

9

.

.

.

.

 

閏
六
ー

23

祁

這

空

痣

蕊

餃

と

は

ど

の

鍔

囲

の

も

の

を

い

う

の

か

。

ま

た

、

ど

の

よ

う

な

資

産

が

弓

巻

鑑

力

れ

る

の

か

。

i
.
，．,＇

．．
 
,

.

,

1

i

,

 

．．． 
,；：

I
 .• 

,
 

•.• 

,
 

•.••.•. 

閏
六
ー
・

22

沖

筍

の

米

軍

は

r

水

及

び

霊

気

の

供

給

に

つ

い

別

有

利

な

待

遇

を

与

え

ら

れ

る

の

で

は

な

い

か

。

晶

a-‘
i.ri_,
．

ノ

l 

21 

ぃ
か復

な帰

る前

条の

件沖

の縄

下に

にお

行け

なる

わ水

れ及

てび

い電

る気

かの
味

軍
：ヘ
！ 

ゃ
捻
＄
某
涙
吝
象
ざ

ii,＇
i
ーー

i
」
・i[1-

の
供
給
は
、

9
 .

... 

，
 
．．．． 
,

9

 .

.

 

，
 

ー
冒―――

-I-―

』贔

L
,

(
〔
)

文
ノ 6
 

文
ノ 35 玄

ノ
フ．ノ ぅ2 う1 う〇 29 

ー



．．
 

99-·,;·',."';•
:';

' 

•• ,•
9:•9•9·9 

.

.

,

9

,

 

.9
 .... ,・'
l
'
 ・,’.,・

'
i
i',；

・9,；：.,
 
．．
 
,；.,1:',; 

・,．1,・9,',9,9 
••• 
,・', 

•••• 
_.
， 
．．．
． ‘,•F.,'•
9
·

·· 

9, 

.

.

 

,
 

11H梵

“n礼
汁

店

t
"
i
r
‘
l
.
'：'i．り，i
：！＇・'．，••• 

9:'
．',. 
,"1111i' 

ー・・1

・, ．
 

．
 

f・99, 
•• 

5
 

閲
六

問

六
同

六
問
六 ご、

ぃ一・

守

．．．
． 
一

-i
 巨"r-
ノ

問
ーニJ.,.、
問
六

!=・''3 
l ;；可
1 9-辺

-」:....
ノ‘

問

六

問
ァ＿

ノ‘ヽ

国
六

,̀，．， 

．
 

•9 

,
1
,
 

,
 •. 

，
 

ー

9
,
.

，
 

●
9
 

.
‘
.
 

．．．
 
，．，
 
．．．．
 

9
 .
.
 

9
 

••• 

，
 

•••• 

99 

.,
．

，
 

•• 
9, ••• 
,
 
．．．
 
屯

7"ttt"曹：
1喜＂ィ
'
1.
5

．月・
：i
：

•••• 
，．
， ••• 
＇,
 

.. 9
9
,'・ 

＇ 

屑
討
訊
閉
枯
且
り
け
，叩．い’

,'L
t'.,
.”i ••••••• 

,|'＂
k
,

．．．．．rドり，i1.”J小5
,

＇．胎見1か
'ill,
礼
・

1
1
1
1

月叶
，1

＇，・’ー・'9..rliHー？．
Iiillけ
|t位
＂＂屈
和ふ＂引胚レ
r此
此
ぃ
ド

.』

li.9,

919,1・ 祖＂川
出，1199l;,1・|．
I
_

，I'-
．．，＇

＂廿"H"莉
""ttt!し.. 
ii1．乱乱
uii終Clじ
”itK・万甘
祉

•• 
；.
....J↓

"1"iiil,．‘.,＇，
j
,

．
 

，汀翡|,＇J
＇廿F
'
U
!
り

gii4"
＂j!
！＇ー1

•• 

.. 
9
 

... 9
 ... 

他

’
_
i
.ー
し
~
咄ll
c計
・
'
’

•••• 
,；'，.1h!Y川用
U
り

且
廿
，
孔

ifれ蒻
ぃ
卦
雑
叶

t1•• 
"
 

hirili,11|
 

39

「
祁
涵

日

本

国

政

ホ

イ

ー

ル

此

区

」

に

あ

る

米

財

産

で

協

定

発

効

の

府
匠
移
転
さ
れ
る
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

；日
：に
！ 
！ 
ヽ

： 
： 

51 

蕊

局の

をか宮

わ‘古

があ島

国れロ

がはラ

引そン

きれA

紐ぞ送

がれ信

なの局

い様の

の鯰侵

はいか

‘かに

なんロ

ぜ°ラ

かまン

°た局

‘が

：他沖

縄

匠

あ

る

の

ロ

ラ

ン

•
9
9

ァ
•
9••••• 
9.,.1

.9•9•
9 •••• 
，
 
．．．．． 

48 

57 

ロ

ラ

ン

送

信

局

と

は

何

か

。

47 

36 

栂

設

。

区

域

も

の

匠

な

る

の

日

本

政

府

の

•• 
9., 
．．．． 
，1, ．．．．．
． 
＇,． 

•:4 6 

35 
炉
峨

Eわ緊口庭．
岳ム
1示口

誼十

と四
， 
Tr ヽ
< 

つ崖

て浮

い標

る十

が七
、、

導
娃
二
祖
そ
の
．
．
t

口

の

近

距

難

用

そ

の

他

と

は

ど

ん

な

も

の

か

。

:
（
水
埃
を
含
む
。
）
内
の
鼠
尋
標
該
も

・・19‘,•• 
I
I
.I
 

．．．
． ヽ
9
,
`
~
9
9

。
カ

'’,
11
.9,＇；•• 
，
 
．．．
． 
,．9 •• 
，' 

パ士
c
r●
 
33 

島

以

防

航

行

用

逗

信

ジ

ス

テ

ム

と

は

何

か

。

□大
東

急

等

の

話

島

及

び

宮

古

配

の

f
}

｀
~
〇

臼．，刀

．．．． 
，．，
 

．．．．．
．
 
9
 
．．
 9:
；
:
＇
ー
・
・
9
.
,
•
9
,
．．．．．
 
，
 
．．
 
99,i 

•••• 

199,．，'・' 

「
対
空
賓
＿
胃
犀
翠
」

•999 •• 
,
 

,
 

•••• 
,
＇
•
9
.
,

9
・
・

9
9••• 

99.9. 

，
 

32 

43 

信

淫

向

芦

蒸

粽

板

顕

鰭

殴

と

は

何

か

。

f

ー一
ロ

)

c/」4
 

-て
の
ふ抄
応2

の・
印？，
t右
、う•i勺

廂沢

匠
は
、

ど

の

よ

う

な

も

の

が

あ

る

の

か

゜

41 

29

合
デ
竺
麟
琴
｛
＿
録
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
路
玲
年
は
、
い

幻

投

。

区

埃

訊

応

な

る

も

の

と

考

え

て

よ

い

か

。

資

産

引

給

ぎ

の

対

象

と

な

る

這

鯰

の

総

廷

長

は

、

紅

な

る

と

考

え

て

よ

い

か

0

•• :9.;••9 

•• 
,
 

••••••• 

,．1.i.,‘,9.‘ •• 

30 

ロ

の•.•.
.
.•.

. 

,‘
 

と
は

内

二

三

0
キ

9999・99.,9 
••••• 

，
 
．．．．．．． 
,
 

ず

れ

忌

復

帰

登

•999 
•• 
,
 

••••
• 
、

••••• 
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,
:
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i
i
・
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999
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i'

つ

い

て

は

異

な

る

規

定

ぶ

り

に

し

た

わ

け

で

あ

る

。

含

め

て

引

き

継

ぐ

必

要

が

あ

る

の

で

、

こ

の

点

匠

も

か

ん

が

み

、

設

。

区

域

の

中

に

あ

る

と

含

も

企

業

体

と

し

て

の

性

質

上

r

も

の

で

あ

る

が

r

項

陀

規

定

す

る

と

お

り

r

注

た

r

閂

六

ー

1

0
第

六

条

◎

1

項

"··̀
~"
2f

,
3 
•. 

61-
V

し
r
.........•• 
『

r
 

ぶ

り

匠

し

た

の

は

、

な

設

備

の

引

継

宮

に

と

ど

注

ら

ず

そ

の

他

の

資

産

、

0

0

0

 

め

た

企

業

体

を

引

苔

継

ぐ

と

こ

ろ

が

行

政

用

建

築

物

r

と

異

な

る

特

色

で

あ

る

の

で

、

他

の

財

産

と

わ

け

て

規

定

し

た

も

の

で

あ

る

。

第

六

条

二

項

胚

従

つ

て

わ

が

国

が

引

含

継

ぐ

そ

の

他

の

財

産

は

r

復

帰

の

日

に

提

供

さ

れ

る

控

殷

三

公

社

の

場

合

匹

は

r

か

り

に

そ

の

殷

仰

等

の

―
―
―
公
社
胚

か

か

る

も

の

を

一

郭

が

施

。

区

姥

外

匠

あ

る

航

路

標

墜

等

の

場

合

負

債

r

三

公

荏

の

引

継

ぎ

の

場

合

に

は

、

た

と

え

ば

発

霞

樟

r

な

ぜ

か

゜

同

棋

利

麟

落

を

含

ダ

ム

等

の

物

理

的

三

公

社

の

財

芭

移

鰐

と

そ

の

他

の

財

産

の

場

合

と

で

異

な

る

規

定
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遥

県

及

び

沖

緯

振

興

昆

発

金

融

公

摩

匹

引

ぎ

脳

が

れ

る

る

悶

係

国

内

法

ヘ
‘ヽ、}-；—

仁

1 

‘̀-/' 

ぶカ ・士と
認 =・, .. -• -’--• ・-て仁．ゞ

定 務

f- I叶
ーし d

日‘

7k・ J・ヤ入

政

府

カミ

l̂ 

て

よ

り

、

.lv̀
 

か

か

る

財

産

及

び

権

利

義

務

は

、

目

下

国

会

匠

お

復

帰

の

日

紅

沖

蠅

霞

力

株

式

会

社

、

Vヽ

···’•9,···9 
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て

掬

審

議

願

こ

と

と

な

る

。

つ

て

い

っ

た

ん

引

き

蘊

ぐ

こ

と

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

政

府

間

で

移

板

す

る

ず

れ

侭

せ

よ

日

米

間

の

間

雷

と

し

て

は

、

せ

る

か

は

、

わ

が

国

自

身

の

方

針

決

定

及

び

立

法

の

問

組

で

あ

る

の

で

、

が

引

き

餡

ぐ

こ

と

と

な

る

が

、

（
な 沖

と

考

え

こ

れ

ら

三

公

社

の

財

産

及

び

権

利

こ

と

と

す

る

の

が

最

も

適

切

で

あ

る

い

右

業

ぢ

を

い

か

な

る

後

継

機

関

匹

引

き

継

が

そ

れ

ぞ

れ

、

沖

縫

冨

力

誅

式

会

社

、

答

硫

球

電

力

公

社

、

硫

球

水

道

公

社

及

び

琉

球

品

発

金

融

公

社

の

業

務

は

引

き

継

が

れ

る

こ

と

と

な

る

か

。

し

た

の

は

な

ぜ

か

。

問

六

2
 

ま
た
、

こ

れ

ら

は

、

実

哀

上

い

沖

縄

県

及

び

沖

絹

振

興

開

発

金

融

公

摩

三

公

社

の

財

産

及

び

潅

利

義

務

を

「
政
府
」

ヽ

か

な

る

様

閲

に

こ

と

と

r
l
1

．ム、
▲

ヽ

冴
l
/
‘

、

‘、1カ

弓

苔
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（
注

(1) 1
 ヽ

附

則

第

十

八

条

附

則

第

十

八

条

丑3 5
 

会

社

の

成

立

の

時

に

、

会

社

を

出

資

す

る

も

の

と

す

る

。

匠

承

継

さ

れ

る

。

引

登

継

ぐ

硫

球

電

力

公

社

の

権

利

及

び

義

務

は

、

協

定

第

六

条

第

項

の

規

定

匠

よ

り

政

府

が

匠

移

転

さ

れ

る

琉

球

霊

力

公

社

し

て

協

定

第

六

条

第

項

の

規

定

に

よ

り

政

府

の

財

産

の

全

部

眩

府

は

、

会

社

の

竪

立

に

隣

し

、

J= 
ゃ

、

会

社

に

対

力

涼

式

会

社

の

殷

立

等

匠

関

す

る

誌

定

が

あ

る

。

）

硫

球

露

力

公

社

「

沖

縄

振

呉

開

発

特

別

措

置

法

」

中

匠

沖

緑

電

政

府

が

引

き

紐

ぐ

こ

水

道

公

社

の

財

産

及

び

磁

利

義

務

の

ぷ
f

翌
4
"
}
-
．-i1
い

[
.
c{

＂ば
't
、
グ
召
使
―
'
巧
苔
森
―
ーもい
を
ぇ
3
人．
一’-．．

．
 
し

r.. 
‘
 
.. ＿し
'r

＾ 

と
と
な
ろ
う
。
）

三

公

社

関

係

国

内

決

案

の

関

係

規

定

は

、

う

ち

福

地

ダ

次

の

（
注

2

及

び

注

3

) ム

`
『

O

5

り

j
 

レJ

匹

係

る

も

の

は

、
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り （口）

も
の
、

大

衆

金

融

公

庫

の

有

す

る

権

利

義

務

及

び

琉

球

政

府

の

産

権

利

義

務

で

、

第

四

条

協

定

匠

基

づ

い

て

政

府

が

引

き

継

ぐ

こ

と

と

な

る

公

庫

の

成

立

の

際

、

現

に

琉

球

開

発

金

融

公

社

の

有

す

る

（

琉

球

開

発

金

融

公

社

等

か

ら

の

権

利

義

務

の

承

継

等

）

に

次

の

規

定

が

あ

る

。

）

り

政

府

に

移

転

し

、

硫

球

開

発

金

融

公

社

と

ア 第
三

十

六

条

定
が
あ
る
。
）

琉

球

水

道

公

社

＾ 

（

琉

球

水

道

公

社

）

し
、，
9

．;
．
'‘i..
 
↓こ占94
ら・

im-

；．
ら

1;4-
l揖遵
望
↓

琉

球

諸

島

及

び

大

東

諸

島

に

関

す

る

日

本

国

一

項

の

規

定

匠

メ

リ

カ

合

衆

国

と

の

間

の

協

定

第

六

条

第

又

は

政

府

が

引

ぎ

継

い

だ

硫

球

水

道

公

社

の

こ

の

法

律

の

施

行

の

時

に

お

政

令

で

定

め

る

も

の

を

除

き

、

「

沖

縄

振

興

開

発

金

融

公

庫

法

」

い

て

沖

縄

県

が

承

継

す

る

。

財

産

そ

の

他

の

権

利

及

び

義

務

は

、

の

附

則 ょ

（

沖

縄

の

復

帰

に

伴

う

特

別

措

置

法

中

に

次

の

規
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異

な

り

、

の

維

持

゜
管

理

は

、

具

体

的

に

ど

う

な

る

の

か

。

財

産

の

引

継

ぎ

は

、

ど

う

な

る

の

か

。

区

域

の

中

に

と

ど

ま

る

も

の

が

あ

る

問

六

ー

8

三

公

社

の

財

産

の

う

ち

、

~
し

=
-
i
-
―
―
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-
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_
-
J

ま
た
、

と

思

わ

れ

こ

の

よ

う

な

設

備

等

る

が

ヽ

水

道

の

設

飼

等

匹

は
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置

復
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施
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こ

の

よ

う

な

゜
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（口）

切

な

処

坦

を

し

て

ま

い

る

所

存

で

あ

る

p

極

の

一

挙

例

匠

な

ら

い

、

合

同

委

員

会

を

通

ず

る

米

側

と

の

協

議

の

う

え

適

墜

を

図

る

必

嬰

が

あ

る

が

、

そ

の

紐

目

に

つ

い

て

は

、

本

土

に

お

け

る

同

出

入

の

便

宜

を

図

る

等

揺

設

。

区

域

の

提

供

と

の

関

係

で

な

ん

ら

か

の

詞

の

維

持

。

管

理

を

支

障

な

く

行

な

い

う

る

よ

こ

の

よ

う

な

設

備

等

匠

つ

い

て

は

、

ー
・
<
;ヽ
．一盲
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該

設

備

等
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復

帰

後

三

公

社

の

後

継

椀

関

が
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牧
港
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宅
地
区
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6
1
)

切
那
覇
空
軍

。
海
軍
補
助
施
設

（
瓜

6
6
)

（リ）
ホ

ワ
イ
ト

c

ビ
ー
チ
地
区

属
盛
）

図
普
天
間
飛
行
場

属
5
1
)

い
塞
手
納
飛
行
場

（
瓜

37)

厨
キ
ャ
ン
プ
硝
慶
覧

（
瓜
4
4
)

固
キ
ヤ

プ

’ヽ

ン

マ゚
ク
ト
リ
ア
ス

露
31)

臼
キ
ャ

ン

プ
C》

ヘ
ー
グ

（が狐認）

い
キ
ャ

．゚．
 
＇ ン
フ

ノ゚‘ヽ

ン

セ
ン

（
瓜

l
l
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己
嘉
手
納
弾
薬
庫
地
区

属
認
）

印
北
郭
訓
練
場

（
舷

1
)

匂
キ
ャ
ン
プ

。、ン
ュ

ワ
プ

（
瓜

9
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A

表

中

忙

即

し

て

い

え

ば

0
、J

:

0
 

介
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A
 迄｛三ヘ
-

匹

即

し

て

い

え

ば

ど

こ

ど

こ

に．

水

道

関

係

の

施

設

カミ`

ぁ
る

．．
 

"
 
.
.
 J
.
 

•
』
:
-

．＿
＿＿-

1

ヽ

次

の

箇

所

匠

水

道

関

係

鮪

設

が

あ

る

゜
等
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・；
礼
g
．念
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●
-
4．—
し

ー
”
'
甫
北
お
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i
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_
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む
巧
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条

件

は

r

わ

が

国

の

法

令
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は

以

上

述
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当

該

後

継

視

関

と

胴

員

と

の

間

の

労

働

協

約

等

た

と

お

り

で

あ

る

が

r

復

帰

後

匠

装

け

る

具

体

的

な

雇

用

の

（口）

縄

霞

力

株

式

会

社

r

三

公

社

の

聡

員

が

復

帰

後

各

公

社

の

後

継

視

閂

vc
引

き

継

が

れ

る

こ

と

て

引

き

継

が

れ

る

こ

と

が

確

保

さ

れ

て

い

る

。

（
注
）

沖

縄

県

及

び

沖

鑓

振

興

開

癸

金

鞣

公

庫

の

脚

員

と

し

継

ぎ

に

琵

す

る

国

内

法

に

お

い

て

、

三

公

社

の

朗

員

は

後

継

料

閲

た

る

沖

て

い

る

。

さ

ら

匹

、

わ

が

国

の

国

内

的

な

措

置

と

し

て

も

r

三

公

社

の

引

れ

る

堵

利

麟

翌

の

中

陀

は

r

胴

員

の

身

分

関

係

陀

開

す

る

も

の

も

含

ま

れ

け

る

引

継

ぎ

を

規

宕

し

て

い

る

と

こ

ろ

、

三

公

社

の

財

産

及

び

｝

嗜
利

義

務

の

日

米

間

忙

委

こ

の

規

定

匠

よ

つ

て

引

き

簑

が

答

り

協

定

第

六

条

1

項

は

r

な

ら

な

い

と

考

え

て

よ

い

か

。

た
・ヽ

そ

の

恵

用

の

条

件

は

、

少

な

く

と

も

現

在

の

水

準

よ

り

不

利

陀

下こ
、

問

六

ー

10

三

公

社

の

辟

員

は

、

邑
'r

復

帰

後

も

引

き

続

き

雇

用

さ

れ

る

の

か

。

•~ 

•• 
，
．

,

―
-
•
こ

'.

l

•
• 

i
・・
1

注



16 

り

足呈岳ヽ

務

も

こ

の

引

継

ぎ

に

含

ま

れ

て

い

る

。

が

れ

る

職

員

の

雇

用

関

係

に

関

す

る

権

利

義

よ
り
、

そ

れ

ぞ

れ

の

後

継

機

関

に

引

き

継

び

沖

縄

振

興

開

発

金

融

公

庫

法

附

則

第

四

条

復

帰

に

伴

う

特

別

措

置

に

関

す

る

法

律

第

三

六

条

沖

縄

振

興

開

発

特

別

措

置

法

の

附

則

第

十

八

条

12

拿
和
力
薮
社
）
、
‘
嘉
沖
笥
の

（
注
）

出

資

者

の

地

位

も

日

本

側

が

占

め

る

み

て

当

然

の

こ

と

と

い

え

よ

う

。

も

っ

と

も

、

智

匠

よ

り

、

が

後

継

視

関

匠

引

き

継

が

れ

な

い

こ

と

は

r

命

さ

れ

た

理

事

等

、

米

国

政

府

に

忙 及

こ

と

か

ら

の

引

継

般

的

に

復

帰

後

も

維

持

す

る

三

公

社

の

構

成

員

で

は

あ

っ

て

も

r

三

公

社

の

出

資

者

た

る

米

国

政

府

伺

を

代

表

す

る

者

三

公

社

の

権

利

義

務

は

、

こ

と

に

な

っ

て

お

り

、

三

公

社

の

日

本

側

へ

こ

と

忙

な

る

（
水
道
公
社
）

（

開

発

金

融

公

社

）
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別 表

行政用建築物の概要
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建物名ーし所在地
••一●●●ー ·------- --•一 —- -—·--
覇の琉球政府庁舎 1那覇市美栄橋町

I 
l那覇の裁判所庁舎
I 
那覇の英語センクー

那覇の文化センター
! . 
石川市字石川 43 6 

I 6 6 o i国
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i• I・ ! , 1, 
: i i 
Iii 

[[ I 
I l・ •I 

何

が

あ

る

も

の

と

．ゞ
．，＂況唸匂

•• 
E-・

＾
や；．．．
し
小
督
囮
贔
奮
繁
暑
；
芯

；
‘
-
享
n·i
店
を
弓
i
己
玉
忍
舌
‘
占
苔
ぷ
考
桑
さ
酎
引
甚
茎
配
セ
i
i
f
オ
『
•
→i社
が
む
t
杞

・
-

i
り
し
ー

t

コ
｀
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55 

外

支

払

手

段

と

し

場

合

と

同

様

、

>̀、
令“ で

≫̀. 

こ

の

B

円

債

務

の

処

理

沖

縄

で

流

通

し

1

項

の

よ

う

な

規

定

を

今

回

の

協

る

逓

貨

は

米

ド

て

有

効

に

使

用

し

う

る

奄

美

返

還

協

定

第

三

条

て

い

い

奄

美

の

場

合

に

は

、

、
．
 ．．
 

.̀
・
 

.
9
.
 

9
9
 

・・・
'・,.

J
・:
'
 

'.

.. 

．．
 

9

,

.

.
,

し
h

r
:
t
,
9
i

・
!
し
9
1

9

し
1

i

・
3
.
~，
巧
·

:
＇

＇一，
9

；

．
",'9・

•

9

,
~
9
.
,

·
;
·
·
~

▼
;

,
；

9
,

．
，

ヽ

・

'
7
,.

•.. 

，
．
 

も

の

で

あ

る

の

で

ヽ

小

笠

原

の

ヽ

ル

で

あ

り

こ

の

米

ド

ル

は

対

に

つ

い

て

協

定

陀

規

定

す

る

必

要

が

あ

っ

た

米

国

政

府

が

発

行

し

た

B

円

が

流

遍

し

て

い

た

の

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

規

定

も

こ

月

違

し

て

い

る

。

主

な

相

違

点

は

、

の

背

景

を

反

映

し

て

大

き

く

木

合

と

で

は

、

処

理

を

要

す

る

問

題

の

実

体

が

異

な

る

の

で

、

両

協

定

の

関

係

て

定

め

て

い

る

も

の

で

`
A

、

あ

る

カ

当

然

の

こ

と

な

が

ら

、

奄

美

と

沖

縄

の

場

の

返

還

陀

伴

つ

て

処

理

す

べ

き

財

産

、

答

奄

美

返

還

協

定

第

三

条

と

沖

縄

返

還

協

定

第

問
-r-

ノ‘‘

43 

笠
ふi
[

：
卜
，
似

・明

せ

よ

。

奄

美

返

：、：

権

利

て

ct
L・じ
象
区
や
裂
苓
r

ヤゞ村
む
’ざ
・¢ifB
kk
史

義

務

関

係

等

六

条

と

は

、

還

協

定

第

三

条

と

沖

縄

返

還

協

定

第

の

問

頼

陀

つ

い

と

も

陀

施

政

権

六

条

の

相

違

点

を

説

函文

:．,；じ
ー
じ
§
麗
堂
魯
閑
欝
蒻
玉
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り

．．．．．
 ム'
、-.
'

•1,

­

•9 

.

.
 

-
•

• 

•• 

,

‘

,

9
.
 

.

し
.
]
,
... 

1,i
l
t
i_
 

••.•.
. 
r
 

-

・

 

9
1
,
 

．．．
 

.

.

 

1
1
,
 

．．．
． 
,．
 

r
;
 .. 
＇;.,'・・・・
・1

.9
9
9
.,

．l•..
. 
5
 .
.
 9
-
・
,1
1

・：1
9
.. 

＇ 

~•9 

.

.
 :・9” 

•• 

,

．
 

••I

~

I
·’ 

も

沖

縄

そ

の

他

の

南

西

諸

島

陀

関

し

て

は

琉

球

政

府

が

存

．続

し

た

わ

け

で

生

じ

得

な

右

匂

と

関

連

す

る

こ

と

で

あ

る

が

、

奄

美

の

場

合

は

、

奄

美

返

還 ．

の

後

い
。

第

三

条

の

未

返

還

地

域

全

部

の

返

還

で

あ

る

か

ら

当

然

こ

関

す

る

問

題

を

あ

げ

る

こ

の

種

の

問

題

は

‘̀
 

と

カ

で

き

よ

う

。

沖

縄

の

場

合

は

、

平

和

条

約

ヮ

項

如

規

定

す

る

奄

美

及

び

他

の

南

西

諸

島

の

個

入

・

法

人

間

の

債

務

陀

機 l

関
ヽ

金

融

機

関

等

が

奄

美

に

関

し

て

有

す

る

債

権

の

引

継

ぎ

並

び

陀

同

48

参
照
）

ヽ

同

6

項

に

規

定

す

る

そ

の

他

の

南

西

諸

島

に

お

け

る

政

府

す

る

奄

美

と

そ

の

他

の

南

西

諸

島

の

郵

便

組

織

間

の

勘

定

の

決

済

（
問
六

つ
た
。

こ

の

種

の

問

題

と

し

て

は

、

奄

美

返

還

協

定

第

三

条

3

項

陀

規

定

し
．
て

い

て

も

処

理

す

べ

き

問

題

が

あ

も

の

で

あ

っ

た

の

で

、

奄

美

と

行

政

、

経

済

等

の

面

で

緊

密

た

関

係

を

有

回

奄

美

返

還

協

定

は

、

定

陀

置

く

必

要

は

．

な

い

た

他

の

南

西

諸

島

と

の

関

係

陀

お

平

和

条

約

第

三

条

の

地

域

の

い
。

部

分

を

返

還

す

る
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ー （二）

第

一

項

（
参
考
）

設

け

ず

、 （
同

第

三

条

日

本

政

府

は

、

5

項
）

奄

美

に

お

け

る

B

簡

潔

な

条

文

に

し

た

。

奄

美

返

還

協

定

第

三

条

の

要

旨

゜

ì 

財

産

を

日

本

政

府

匠

返

還

す

る

こ

と

陀

つ

い

て

確

認

的

規

定

を

置

沖

纏

返

還

協

定

に

は

、

よ

う

な

規

定

を

号

円

を

回

収

し

、

こ

の

、.'
．

．
 
9
-

，．
 

,
 
... ！
卜

，

1

,

＇
，

．

~
9

．

．
 I
 ••
•. 
ト

B

号

円

た
？ ヽヽ

刃>

い

て

ぃ

政

上

の

責

任

を

有

す

る

こ

と

及

び

米

国

が

管

理

し

て

い

た

日

本

の

国

県

有

奄

美

返

還

協

定

陀

お

い

て
は
、

日

本

政

府

が

復

帰

の

日

以

後

完

全

た

財

要

で

あ

る

。

は

当

然

わ

が

国

の

返

還

と

と

も

淀

琉

球

政

府

は

消

滅

し

、

陀

帰

属

す

る

こ

と

と

な

る

の

で

、

右

の

よ

う

な

規

定

は

不

場

合

陀

は

、

施

政

権

て

規

定

す

る

必

要

が

あ

っ

た

（

同

第

三

条

4

項
）

あ

る

か

ら

、

t
,
.k
 

協

定

上

も

、

奄

美

如

あ

る

硫

球

政

府

こ゚

そ

の

財

産

れ

陀

対

し

沖

縄

の

の

財

産

の

処

理

陀

つ

い

`
»:
r
.
t
i
g

i
~信
ビ

・
乳

iゃ
じ息
附
凰
整
裕
裟
．
帆誓

喜
配
象

！
図
畜

誓
店
覧
屡

"
t
'は暑
位
甜
否

象
忍
奮
信
饂
〗
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第

六

項

米

国

政

府

は

、

第

五

項

米

国

政

府

．

が

奄

美

で

管

理

し

そ

の

他

の

島

陀

お

け

る

政

府

機

関

て

す

る

。

第

四

項

奄

美

陀

あ

る

琉

球

政

府

の

財

産

は

、

無

償

で

日

本

政

府

匠

移

転

と

の

間

の

勘

定

は

、

日

米

両

政

府

間

で

後

日

決

済

す

る

。

を

負

う

。

無

償

で

日

本

政

府

佗

返

還

す

る

。
南

西

諸

島

の

い

た

日

本

の

国

県

有

財

産

は

、

等

及

び

硫

球

復

興

金

融

金

庫

が

復

帰

の

日

現

在

奄

美

陀

関

し

て

有

す

る

債

権

を

無

償

で

日

本

政

府

陀

移

転

す

る

。

奄

美

の

郵

便

組

織

と

南

西

諸

島

の

第

三

項

日

本

政

府

は

、

有

す

る

。

で

返

還

す

る

。

．第

二

項

日

本

政

府

は

、

陀

つ

き

―

―

―

日

本

円

を

交

付

す

る

。

-tよ
誓
9

至i
ーき手

回

収

し

た

-

1
.......

，
璽古
，．．．ユ-

B

号

円

は

、

奄

美

の

郵

便

組

織

の

す

べ
そ

の

他

の

島

の

郵

便

組

織

•
3

、

1

‘•... 

,
 
.. ,．
ー

ぃ
・

・

~

ー
＇

”
．
ー
'

|

,
'
！
！

i

.
'
‘
.
：

·

,

．．
 
,．1↓
...
.‘9.'
卜
す

．．．
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,
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．．
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• 
,

i
 

•,.

.
..~.
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‘ •
•••
•••• 

~.

,·r 

.. 

,
 
．．
 

＇ 

＇． 

て

の

金

融

上

の

債

務

奄

美

復

帰

の

日

以

後

完

全

な

財

政

上

の

責

任

を
米

側

陀

無

償
,' 

•. 

，p
.
 

,

.

，

ゞ
舵
伍
i

―

．．
 

9

9

 
.

.
 

9̀̂
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4
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r

、'し
・，
9
9
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移

転

す

る

財

産

の

底

地

の

復

元

補

償

義

務

を

負

わ

な

い

。

第

四

項
府

が

日

本

政

府

の

同

意

を

得

て

復

帰

後

も

所

有

す

る

財

産

を

除

き

、

第

三

項

提

供

さ

れ

る

施

設

日

本

政

府

の

財

産

と

な

米

国

は

、

第

項

及

び

第

二

項

の

規

定

陀

従

っ

て

日

本

政

府

陀

る
。

い

る

埋

立

地

は

、

す

べ

て

日

本

政

府

紀

移

転

す

る

。

米

国

政

府

が

復

帰

の

日

陀

沖

縄

で

保

有

し

て

帰

の

日

匠

区

域

の

外

に

あ

る

米

国

政

府

の

財

産

は

、
復

第

二

項

復

帰

前

に

地

主

に

返

還

さ

れ

る

土

地

の

上

の

財

産

及

び

米

国

政

の

潅

利

義

務

は

、

日

本

政

府

が

日

本

の

法

令

妃

即

し

て

引

き

継

ぐ

。

財

産

は

、

復

帰

の

日

佗

日

本

政

府

冗

移

転

し

、

ま
た
、
9

こ

れ

ら

の

公

社

な
ジ戸r

一
項

琉

球

電

力

公

社

、

硫

球

水

道

公

社

及

び

琉

球

開

発

金

融

公

社

の

2
 

沖

糎

返

還

協

定

第

六

条

の

要

旨

゜

'

、

＇

.

Ĵ・
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•
, 

1
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．
．
．
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ぶ
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r
 

第

七

項

奄

美

及

び

他

の

南

西

諸

島

の

個

人

務

紀

関

し

、

9
,

9
 

••

•. 
ttS̀
‘
9・

•
[ご
-
―
―
,
．

9

-
'

.

i

日

米

両

政

府

は

、

ー

↓
t
i
j
-
みム
f
i

そ

の

決

済

を

促

進

す

る

手

続

を

定

め

る

。

（

法

人

を

含

む

。

9

..
 

1

.

.

.

》
•
2
-
‘
疇

·

:
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.
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嘗
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r
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[
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.
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ヽ
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債
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'
/
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虚
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と

も

匠

琉

球

政

府

は

消

滅

す

る

。

琉

球

政

府

の

財

産

は

、

未

返

還

地

域

を

す

べ

て

わ

が

国

に

返

還

す

る

も

の

で

あ

り

、

現

地

法

令

上

米

国

i ii 

沖

縄

の

復

帰

と

こ

れ

に

対

し

、

沖

縄

の

場

合

は

、

い

う

ま

で

も

た

＜

平

和

条

約

第

三

条

の

そ

の

引

継

ぎ

を

明

定

し

た

も

の

で

あ

る

。

で

あ

る

と

こ

ろ

、

つ

て

日

本

政

府

妃

移

転

す

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

の

で
ヽ

奄

美

返

還

協

定

上

今

回

の

協

定

に

は

、

南

西

諸

島

の

続

し

う

る

も

の

か

か

る

財

産

は

、

施

政

権

の

返

還

陀

あ

た

意

も

し

た

け

れ

ば

、

奄

美

復

帰

後

も

そ

の

ま

ま

硫

球

政

府

の

も

の

と

し

て

存

る

か

ら

、

奄

美

陀

あ

も

沖

縄

そ

の

他

の

南

西

諸

島

部

分

を

わ

が

国

陀

返

還

す

る

も

の

奄

美

の

場

合

と

異

な

の

施

政

下

陀

あ

奄

美

の

返

還

後

陀

関

し

て

は

琉

球

政

府

が

存

続

し

た

わ

け

で

っ

た

琉

球

政

府

の

財

産

は

、

も

し

日

米

間

で

何

ら

で

あ
り
、

答

奄

美

の

場

合

は

、

平

和

条

約

第

三

条

侭

基

づ

く

米

国

産

の

引

継

ぎ

に

関

す

る

規

定

が

な

い

の

は

な

ぜ

か

。

問

六

44 ~
.-. 

.
＋
土
一
●
＿
＿
9
4『

'LYi

つ
て
、 J
 

———"'——

,
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,
9,

. 

＇ の

合 あ

っ

た

琉

球

政

府

の

財

..•••• 

,
 
．
．
 
萎
盆

し
＇四
パ
誌
芝
芸
g
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＇ 
！ 

； 
： ： 

,! 

滅

陀

あ

た

り

沖

縄

に

残

さ

れ

る

そ

の

財

産

を

•.•.

. 

＇,・-

,9”

,
 

·~
,̀ ’ 

.9
 

~

・
~

定

陀

は

硫

球

政

府

の

財

産

に

関

す

る

規

定

を

置

か

な

か

っ

た

次

第

で

あ

る

。

題
は
、

も

つ

ば

ら

わ

が

国

の

国

内

法

上

の

問

題

で

あ

る

の

で

、

い

か

陀

処

理

す

る

か

と

政

府

の

財

産

と

は

明

確

紀

区

別

さ

れ

て

お

り

、

9

9

,
 

．

．

 

，
．
．

、『
、，

ヽ

．

9

,

＇

●

，

．

．

．

．

 

＇， 

．． 

'

'

,

．

9
・

'

,

`

エ
m
m
t
:
•
-
‘
ず
H
.
i
:
'
"
,

,
,
-

,

復

帰

紀

伴

う

琉

球

政

府

1

↓

,
＇

.J 

沖

縄

返

還

協 の

消

い

う

問 ＇ 
.、r
t
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と

い

う

こ

と

は

、

施

政

権

が

わ

が

国

妃

返

還

さ

れ

る

以

上

当

然

で

あ

り

、

ぃ・・

9
.

1
 ..
 
～
 

．．．
 
,
 

•• 
9

9

,

＇ 

．
 

•9 

19

•9
9. 

こ

沖

縄

の

復

帰

と

と

も

に

こ

れ

ら

の

財

産

が

日

本

側

の

管

理

の

下

紀

帰

す

る

す

べ

き

で

は

な

か

っ

た

の

か

と

の

質

問

佗

対

し

て

は

、

ヽ

（

国

県

有

財

産

の

取

扱

5

妃

つ

い

て

は

、

確

認

的

な

り

と

も

協

定

陀

規

定

規

定

す

る

必

要

は

な

い

。

下

陀

帰

す

る

こ

と

と

な

る
。

従

っ

て

、

こ

れ

ら

の

財

産

の

引

継

ぎ

を

協

定

陀

施

政

権

返

還

と

と

も

紀

終

了

し

て

、

こ

れ

ら

の

財

産

は

、

わ

が

国

の

管

理

の

理

の

下

陀

置

か

れ

て

い

た

紀

す

ぎ

ず

、

こ

の

米

側

紀

よ

る

管

理

は

、

沖

縄

の

有

潅

が

米

側

佗

移

転

さ

れ

た

わ

け

で

は

な

く

、

単

陀

硫

球

財

産

管

理

官

の

管

答

沖

縄

忙

お

け

る

国

県

有

地

等

国

及

び

旧

沖

綱

県

の

財

産

陀

つ

い

て

は

、

所

な

る

の

か

。

有

財

産

の

引

継

ぎ

陀

関

す

る

規

定

が

た

い

が

、

そ

の

引

継

ぎ

は

ど

う

問

六

45 

今

回

合
2--i

．八忠芦
裟

畜
，．t＇，1.
.

.の

協

定

佗
は
、

奄

美

返

還

協

定

第

三

条

5

項

の

:u,；
―
―
干

：＇’
’
f
ーーし
W

よ

う

た

国

県

t
 

m
.-―i{
 



．．・―=-•...--~ --～.. -----＝---•一 ・一・ • • ------===~=-.,.,a-.'--·• ----—....— -------・---・-. - ----—----T-

スノro 

あ

え

て

の

協

定

に
ぃ
ゞ
社
．
立

3
g

確

認

規

定

を

設

け

る

必

要

は

な

か

っ

た

恣

の

で

あ

る

。

点

匠

つ

い

て

日

米

間

陀

お

い

て

も

何

ら

異

論

の

な

＆
只
レ
{
F
E•• 『
r"．

'• 

い

と

こ t • 

.

.

.
[
）
ふ

~5
i
1
••• 

]，
；

a
5;
；r
，ヽ

I 
| I 

ろ

で

あ

る

の

で

、

牙
r
.
3

.•

•• 

'

・

,

9
 

•• 

i
.
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r
ふ
生
・
忍

g-咄
伐
捻
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じ
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勺
，・:••• 翌
ぎ
さ
3一
ー
•
-
．

1

,4 
ro 

答

流

な

き

を

期

す

る

所

存

で

あ

る

。

で

あ

る

。

政

府

と

し

て

は

、

今

後

と

も

米

側

と

協

議

し

て

本

件

引

継

ぎ

に

遣

ベ

-
A
が].
＿--4,
＇ー、↓
5ヽ
t
ャ
も
笠
含
．
．
応
i

.

；
炉
喜
芝
．
？
‘
r
・if
名
ふ
哲
＇
．．
 
羞
苓
．．．．
 
；`．

g
B
gi
?
t

,
．一囀t
r
.
t
r
詐

．．
 

こ

"̀i
怜
，
認
俎
じ
苓

沖

蠅

侭

お

け

る

米

国

の

施

政

匠

で

話

合

場

合

妃

は

、

き

公

文

書

の

整
理
、

引

継

方

法

の

具

体

化

等

に

な

お

時

日

を

要

す

る

次

第

政
は
、

長

期

陀

お

け

る

行

政

等

の

平

和

条

約

発

効

後

短

時

日

わ

た

り

、

か

っヽ

で

あ

る

の

で

、

弓[

継

ぐ

合

及

び

住

民

の

数

も

少

な

か

っ

た

小

笠

原

の

場

合

と

は

異

な

り

、

米

国

の

施

た

奄

美

の

場

問

六

沖

縄

の
46 

い

を

行

な

っ

の

が

あ

る

の

で

、

復

帰

後

の

沖

縄

尻

----（一

い
る
。

そ

の

引

継

ぎ

の

対

象

の

範

囲

、

方

法

等

陀

つ

い

て

日

米

間

た

め

わ

が

国

が

引

継

ぐ

必

要

の

あ

る

も

の

引

継

ぎ

は

ど

う

す

る

の

関

連

す

る

公

文

書

、
で

返

還

さ

れ

そ

の

実

体

も

複

雑

.

,・
・'・
'
・
I
・9

9999
,
1
,＇’,
1
,,9,．,'▼ 

，
 

・

・・
_̀・
・
・
:
・`L
 

入

0

，刃

証

拠

物

件

等

陀

は

、

米

国

が

行

な

っ

て

来

た

施

政

陀

関

連

す

る

公

文

書

、

証

拠

物

件

等

t

が態
ぎ`
忍
羞
察
苓

t』ら
羹

3

仙
ふ
芦
屯
ぎ
璽
屈
~
じ
信
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な

v.l 

゜

奄

美

返

還

協

定

第

三

条

1

項

の

紀
は
、

復

帰

後

す

み

や対
外

支

払

手

段

と

し

よ

う

な

規

定

を

今

回

の

協

定

陀

置

く

必

要

は

ド

）レ

は

ヽ

て

有

効

に

使

用

し

う

本

邦

通

貨

と

交

換

す

る

予

定

る

も

の

で

あ

る

の

で

、

か

妃

で

あ

る

が

、

米

の
十日
•苺

ムr-~ 
••• 

小

笠

原

の

場

合

と

同

様

、

住

民

が

保

有

し

て

い

る

米

ド

ル

を

こ

の

B

円

債

務

の

処

理

妃

つ

い

て

協

定

紀

規

定

す

る

必

要

が

Aベマム、し• r-:t 

奄

美

の

場

合

陀

は

、

米

国

政

府

が

発

行

し

た

B

円

が

流

適

し

て

い

た

の

定

中

陀

規

定

す

る

必

要

は

な

か

っ

た

の

問

六
:、

47 

通

貨

の

交

換

に

つ

g

て

は

、

奄

美

返

還

協

定

ー
↑
"
9
9
,

9

↓
i下＋
j13:ii'gi『f
⇒9
□
3
t
i.w菱
酎
―`-↓＿
--n1国●
1n

：円H
を
｀
三
号
「
ざ

B
ヰ
キ
＃

E

、
I

Q
 

令～

の

あ

場

合

こ

れ

ら

の

つ の

こ
。
ナー

沖

縄 で、

ご

と

く

協

；・喜

EFK
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:
A
冒
―
・
え
．
ぎ
・・
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i
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2
 

答

1

そ

こ

で

、

陀

同

意

し

た

。

対

し

わ

が

方

は

、

昭

和

三

十

五

年

、

分

離

前

の

郵

便

貯

金

、

簡

易

生

命

保

険

等

債

権

に

つ

沖
縄
住
民
が
有
す
る
戦
前
の
債
権
の
処
理
匠
関
し
~
は
、

と
。

い
て
は
、

沖 L
J
 

日

本

政

府

が

債

米

側

の

申

入

れ

に

中
、

前

記

日

本

側

申

入

れ

の

際

言

及

さ

れ

た

沖

縄

住

民

の

有

す

る

行

政

権

務

淀

関

す

る

突

合

作

業

を

行

な

う

必

要

が

あ

る

こ

と

、

来
た
。

奄

美

返

還

協

定

第

三

条

5

項

陀

務

の

処

理

は

ど

の

よ

う

匠

な

国
政
府
は
、
｀

政

府

は ．
ヽ

問

六

ー

48

Tー
ー

ー

9
I
l

①

決

済

を

行

な

う

陀

あ

た

っ

昭

和

三

十

す

な

わ

ち

、

9
 .. 
9, 
．．． 
9

.
9
.
,
 
．．
 
f
.9

999 ..... 9
 

....... '‘
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,
9
 .... 
，
言
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9
i
:
 

r
.
,
9
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9
9
.
i
l
'
ー
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・
t
9
9
9
.
i
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9
・'•. 
；・‘,．， 
．．
 
，
 

•.•• 
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い
た

い

う

奄

美

の

郵

政

関

係

の

債

権

債

年

米

国

政

府

佗

対

し

、

定

め

る

勘

定

の

決

済

を

行

な

協

定

第

三

条

第

三

項

陀

い

旨

申

し

入

れ

た

。

務

支

払

の

た

め

の

措

置

を

講

ず

る

べ

き

で

あ

る

こ

つ

て

い

る

か

・
O

:}-n、・言を
1-

手
・
一
忍
ビ

．．
 

f
t

で．「●
r
こ
1
―
●

F

・元・
f
'
-
:
9
F
ャさ苓・
1

ふ
r,.（
]
H
：ュ一

i
?予

-fti

③

勘

定

の

諸

項

目

こ

れ

に

対

し

て

米

昭

和

三

十

二

年

在

日

大

使

館

を

遍

じ

次

の

点

を

申

し

入

れ

て

て

ま

ず

双

方

の

債

権

債

米

側

提

案

の

方

法

で

解

決

す

る

こ
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5
 

る

こ

と

と

し

た

。

稔

処

理

の

環

と

し

和

四

十

四

年

J

ー
と

を

も
包；；

tじ
屡
机
属
祢
仏
樹
喜
:
，9
低
喜
’
↑”

て

解

決

を

み

る

妃

至

っ

た

。

そ

の

他

の

債

権

債

務

匠

っ

た

の

で

、

て
復
帰
後
、
．

郵

政

省

が

引

き

継

ぎ

国

内

的

忙

処

理

す

本

件

債

権

債

務

の

処

理

忙

関

し

て

は

、

沖

縄

復

帰

忙

伴

う

事

動
は
、

わ

が

国

の

そ

れ

陀

併

合

さ

れ

る

忙

至

る

還

が

具

体

的

日

程

匠

あ

が

る

尻

従

い

、

返

還

陀

伴

な

て

琉

政

の

郵

政

活

こ

と

が

予

想

さ

れ

る

匠

至

つ

担

当

官

が

協

力

し

て

突

合

作

業

を

行

た

っ

て

き

た

の

で

あ

る

が

、

沖

縄

返

つ
い
て
は
、
、

日
、

琉
、

米

そ

れ

ぞ

れ

の

当

局

の

生

命

保

険

等

の

支

払

問

題

の

解

決

措

置

陀

関

す

る

覚

書

」

の

作

成

妃

よ

っ

「

沖

縄

住

民

の

有

す

る

行

政

権

分

離

前

の

郵

便

貯

金

、

縄

現

地

当

局

と

わ

が

方

郵

政

当

局

と

の

間

で

話

合

し

？

打．Iiiiu

簡

易

い

を

進

め

た

結

果

、

昭

i

．が9
．．
 
,．
 

9
.

9
9
9
 

9

：
ふ
羞
翌
召
認
翠
珀

『-:：心
’
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答

る
。
と

し

て

、

も

の

は
、

で

ヽ

復

帰

後

、

る

匠

至

っ

た

の

本

件

債

権

債

務

の

処

理

に

関

し

て

は

r

こ

れ

ら

債

権

債

務

の

実

体

忙

か

ん

が

み

沖

縄

復

帰

に

伴

う

事

務

処

理

の

で
ヽ

で

は

な

い

。

郵

政

省

が

国

内

的

忙

処

理

す

る

こ

と

と

す

る

方

針

で

あ

政

府

と

し

て

は

、

し

か

る

と

こ

ろ

f

沖

縄

の

復

帰

が

今

や

現

実

の

問

題

と

な

米

国

政

府

が

本

件

債

権

債

務

を

引

昏

継

ぐ

忙

至

っ

た

硫

球

政

府

に

渉

外

権

が

な

か

っ

た

た

め

で

あ

り

r

こ

の

規

定

ヽ

、

後

日

合

意

さ

れ

る

と

お

り

匹

決

済

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

つ

い

て

協
定
第
一
＿
一
条
第
三
項
が

I

~
k
t浄
ー
ー
ー
i

ー
じ
じ
じ
じ
じ
し
眉

F

本

件

債

権

債

務

は

r

本

件

債

権

債

務

忙

定

め

た

の

は

f

環

府

郵

政

省

と

の

間

の

債

権

債

務

の

問

題

で

あ

っ

て

、

「

日

本

国

政

府

と

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

政

府

と

の

間

こ

と

を

意

味

す

る

あ

る

か

。

米

国

政

府

が

自

か

ら

支

払

う

べ

含

で

は

な

い

か

。

問

六

ー

49

政

府

は

、

L— 

と

地

方

的

共

同

体

た

る

琉

球

政

府

の

郵

政

庁

と

日

本

政

本

件

債

権

債

務

を

ど

の

よ

う

な

形

で

処

理

す

る

方

針

で



4-

:
 

f

氏
ぷ

0
J
 

ro 

答

状

況

が

変

化

し

、

た
め
、

沖

縄

が

復

帰

し

た

時

に

は

、

っ

た

の

で

あ

り

、

米

国

政

府

の

み

が

日

本

政

府

と

の

間

紀

合

意

を

行

た

右

の

ご

と

き

あ

っ

た

は

立

っ

か

か

る

状

況

下

で

は

、

て

定

め

て
沖

縄

の

返

還

の

時

期

と

は

無

関

係

紀

、

い

る

と

こ

ろ

、

第

三

条

第

三

項

は

、

の

他

の

島

陀

お

け

る

郵

便

組

織

と

の

間

の

勘

定

」

奄

美

協

定

署

名

当

時

陀

は

、

て

お

ら

ず

、

「

奄

美

群

島

に

お

け

る

郵

便

組

織

と

南

西

諸

島

の

質

問

に

あ

る

よ

う

な

規

定

ぶ

り

に

な

を

解

決

す

る

こ

と

陀

沖

縄

返

還

の

見

通

し

琉

球

政

府

の

渉

外

権

を

有

す

る

い

う

る

立

場

陀

本

件

債

権

債

務

の

実

体

的

性

つ

ぃ そ

な

い

か

。

よ

っ

て

の

み

、

本

件

債

権

債

務

の

最

終

的

解

決

が

図

り

う

る

の

で

は

「
合
意
」

ば

な

ら

な

い

。

L--

問

六

50 

．．
 

、
．． 

．
 
ざ
'
9

っp
"

．．
 

・↑'
.

-

.

と

定

め

て

ヽ

ヽ

奄

美

返

還

協

定

第

三

条

3

項
は
、

衆

国

政

府

と

の

間

で

い

る

以

上

、

、＇（

．． 

忍
ぶ
覧
，
‘、{

ー•
9
h
怜
t
,
1
i
i
`
→t
t
i
:
i

も
口
尼
'S
I

を

行

な

う

こ

と

侭

日

米

両

政

府

と

し

て
は
、

、

合

意

さ

れ

る

と

お

り

陀

決

済

し

な

け

れ

「

日

本

国

政

府

は

ア

メ

リ

カ

合
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べ

た

わ

が

方

立

場

陀

何

ら

異

存

が

な

し 次ロ
91̀
h
ー

て

処

理

す

（
問

六

る

こ

と

陀

4

9

妃

対

す

は

何

ら

問

題

が

な

い

。

.

.

.
＇

t
 

•
• 
,
 
．．
 

會、",
;
:．
a.
.t.5
＼丸
．f
ー・さ

.. 
＂--
.
 

鼻

島

．
＂

....l 

弓
そ
，．
f

．[L

咤扱
翌

裕
邑
睾
塁

翠

る

答

参

照

）

べ

て

い

る

。

な
お
、

陀

着

目

し

て

、

い

旨

を

述

国

内

問

題

と

米

国

政

府

も

右

日

本

側

の

陀

の
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答

関

係

機

関

陀

お

い

て

も

小

笠

原

等

で

使

用

し

う

る

も

の

が

あ

り

右

の

筏

か

、

き

渡

さ

れ

た

。

回

米

国

気

象

局

が

運

営

し

て

い

た

南

鳥

島

の

測

候

所

は

、

(1) 

下
ー
ー
ー
ー
編
ィ

•9,＇
：
も
羞
~
ー

よ

う

に

し

た

の

帰

後

も

使

用

す

る

こ

と

と

な

き

渡

さ

れ

た

。

ヽ

き
J

れ

た

。

問

六

ー

ロ

米

側

が

使

用

し

て

（

同

三

条

2

項
）

（
同
第
四
条
）

（
防
衛
庁
、

海

上

保

安

庁

、

復

帰

前

に

米

軍

が

使

用

し

て

小

笠

原

返

還

の

場

合

陀

お

い

て

は

、

か

゜

小

笠

原

返

還

の

場

合

に

は

、

気

象

庁

、

自

治

省

、

っ

た

の

で

、

い

た

設

備

及

び

用

地

は

、

い

た

種

々

の

機

材

等

の

動

産

で

復

帰

後

っ

た

硫

黄

島

及

び

南

鳥

島

の

米

国

の

財

産

は

次

の

日

本

政

府

陀

引

ロ

東

京

都

及

び

わ

が

方

の

わ

が

国

紀

引

よ

う

陀

処

理

さ

ラ

ン

局

を

除

小

笠

原

返

還

協

定

第

三

条

1

項

に

よ

り

米

軍

が

地

位

協

定

に

従

っ

て

復

日

米

間

の

資

産

の

引

継

ぎ

は

、

ど

の



72 

れ

ら

の

動

産

を

購

入

し

た

。

東

京

電

力

）

が

そ

れ

ぞ

れ

米

側

関

係

当

局

と

の

間

陀

契

約

を

締

結

し

て

こ

全

i
見
尋
酎
r

角

i!をを
g
i
i
g
5
暑
脇話，




